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天理高等看護学院・天理衛生検査技師学校開設式における
中山正善二代真柱様のお言葉
(昭和42年4月6日 天理よるづ相談所7階講堂）

本日、よるづ相談所の一環として高等看護学院、それから衛生検査技師学校の開設に当たりまして、
その第1期生として、ここに学ばれる百人足らずの諸君に、一言私の考えます点をお聞き頂いて、諸
君のそれぞれの勉学の_上に就いての参考として頂きたい、と、かように存ずる次第であります。
私は昨年四月、よるづ相談所の中に憩の家を設けました。その時にも申したのでありますが、医は

仁術なりと昔から言われています如く、医は患者を救けるという上に就いての、大切な役割をもって
おられるものである。

先程、山本さんのお話の中にも、公共事業としての重要な、主要な部分を占めておるというお話で
ありますが、それは人の命を取り扱うという意味から来ることであろうと思います。勿論、その上に
就いて、それぞれの持場持場というものがあります。
一つは、それに携わられるのはお医者さんであります。お医者さんの技術が伸びていけばいく程、

なくなりかかった命も元通りに治すことが出来るというのが、現在の世界的な常識であろうと思いま
す。
お医者さんの技術は、技術だけの上進ではなくて、生命の延長ということに繋がっているところに、

その意味があるものと言わなければなりません。そのために、人の命のために、いろいろと設けられ
ていくのが、設備と申さなければならないのであります。
しかしながら、当憩の家は医学校ではないのであります。医科大学ではないのであります。お医者

さんの養成機関ではないのであります。否､その仁術に頼って命の延長を促す､言い換えますと､我々
の人生の幸福を願うという患者のために、一つの憩の場と相成ることが、私達の一つの希望である、
と、かように昨年も申したのであります。
お医者さんは、その上に就いて、その自分の能力を発揮して頂いて、息の根のあるうちにあらゆる

人々の幸福、あらゆる人堆の|陽気さを取り戻すべく勤めて頂くのである。
おふでさきの中には、このことに就いて、お医者さんは、人体に対する修理肥の役割をする。医者

は修理をして下さるお方であり、薬は、それにおく肥に該当するものである、ということが記されて
あります。その修理人であるところのお医者さんが、肥であるところの薬を使って、そして人生の幸
福を増していく、そこに病院の意義があり、我々の喜びが湧いて来るものと言わなければなりません。
私は、昨年、そのことを強調したのでありますが、その上からお医者さんに付け加えて、或は病室

の安逸性、或は機械の整備などということが、病院の、憩の家の一つの命となっている。
これは今日までに於て、既にある程度の設備はなし終えたのであります。只一つ残されていること

は、これの運営に於ていかなる態度をとるか。例えば、ここに立派な機械があったと致します。機械
があったと致しましても、それの用途を誤ったならば、これは何にもならないのであります。正宗の
名刀は立派な名器でありましょう。しかしながら、使い方を誤ったならば、これは凶器と相成るので
ある。

ここに立派なベットなり、病室なりが設備し得たと致します。しかし四六時中、傍におって見取り
をするところの者謹婦と申しますか、その人的関係、患者と者謹婦との人的関係に於て、心がはだは
だであったならぱ、安らかな憩というものはもち得られない。病人を扱う上に於て、この設備を活用
する上に於て、肝心な点は、この機械と、この病室と、お医者さんと、三つのものが一体と相成って
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ド真柱様お言葉

適当に運営されるところに、成果というものが発揮される。陽気ぐらしが生まれて来る。憩の家の命
が現れて来ると、かように申したのであります。
既に幾人かのお医者さんもおられれば、機械もあれば、看護婦もいる。その上で、今日高等看護学

院という一つの附属設備が出発し、衛生検査技師の学校が設けられた。一面に於て、当病院に於ける
機械を、完全に持続しながら使っていく技術者の養成であり、当憩の家の精神を、しっかりと患者に
示すところの要員の養成である。

先程、山本さんのお話にありました、笑顔と親切という、このモットー、その点に就いては、私は
看護学院の皆さん方に、十分、第一の前提として、根本の信念としてもって頂きたいと思うのであり
ます。親切と、そして笑顔、これの基礎の上に、いろいろな課程、決められたところの技術ないし教
養を、附設することによって、始めて完全な看護婦としての意味があるものと、お考え頂きたい。
法規によって規定されたところのものの中には、性々にして、この第一の条件を読み込んでしまっ

ておられる場合が多いのであります。当然のことであるとして数えあげられていない場合が多いので
あります。しかしながら、この当然なことが忘れられた時には、そのあとに付け加わって来る技術が
いかに上達したと言え、それは人と人との間を取り持つところの人的関係に於て、かもし出すところ
の看護婦の空気として、私は十分なものであるとは言えない、と、かように信じておる。
技術や規則が第一義であるのではなくて､皆さん方の相手とするのは､精神的にも､身体的にも弱っ

ているところの病人であるということを忘れてはなりません。その上に親切に、そして素直に、お医
者さんの言われるように所作を行なう。そこに恐らく高等看護婦としての命があるのではないかとい
うことを、私は考えるのである。
また衛生検査の技師となられる諸君に於いても、私は同じことを申したい。諸君は機械を扱うので

ある。機械を扱うが故に、動もすると人情というものが薄れて来るかも知れません。機械の操作とい
うことに重きを置いたならば、自己の完成ということがおろそかになる場合があります。
法規によっての規則から言うならば、機械の検査ということに重点を置いて検出され、各自の人格

の陶冶ということに就いては、余り規則には深く触れていないと思います。しかしながら、諸君も亦
人間であり、機械の奴隷ではないのであります。機械の奴隷でない限りは、その機械を人間に都合よ
く、機械の使命を果たさすべく、人間として機械を操作するというところに、重きを置いて頂きたい。
先程申しましたように、自分の人間としての陶冶、これを基礎として、その上に仕込まれていると

ころのものが技術であり、機械の操作である、というようにお考え頂きたい。
私はこの二つのコースの出発に当たりまして、時を同じゆうして出発するが故に、ここに合同の開

設式が設けられましたが、患者というものを、一つの台として、人間的な付き合いに於て、親切に、
笑顔をもってその回復を助長し、機械を操作して、そしてその回復を助成するという面に於ては、技
術的には多少の違いはあるが、各人各人の自己の完成ということに更に重きを置いて、自己を完成し
ながら、しかもその職務に万全を期するのが大切であるということを、先ずお願いしたいのである。
動もすると、技術者は自分の技術に頼って、自分の人間的完成ということ、陶冶ということを怠り

がちになります。又看護婦に於てならば、医者である先生の言うことのみを果たせば、それで義務が
すんだかの如き、錯覚を起こすのであります。しかし、それよりも大切なことは、自分の人格的素養
によって、患者との人間的関係が助成され、その間にかもし出されるところの空気が回復の期にある
ところの患者、或は病の床に叩吟するところの患者の、精神的にも、肉体的にも、大きな影響がある
ということを考えて頂きたい。
諸君はよるづ相談所の附設学院ないし学校に学ばれる以上､先ず自分の人格を陶冶して､それによっ

て与えられるところの職務にふさわしいような、笑顔と親切をもって触れ、又一面に於て機械を誤り

4
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なく操作する、精密に操作する、迅速に操作する、という技術を身につける。一面に於ては自己の完
成への前進であり、一面に於ては機械の操作に対するところの機械の征服である、というような大き
な抱負をもって、大きな希望をもって、単なる職業教育を受けるというような面にのみあくせくせず
に、自分の人生を拡大していくんだというところに興味をもって学んで頂きたい。
学校ないし学院として申しますならば、第1期生というものは、いいにしろ、悪いにしろ、伝統

の出発点であります。後に続いてくる人達は、その伝統に知らず識らずに染っていくというのは、こ
れは人間の常であります。その意味から申しましても、皆さん方に寄せられているところの期待とい
うものは、理想的に大きいものであるということを、しっかり心に治めて貰いたい。あえて申します
ならば、皆さん方は、その意味に於て責任も重いんだから、しっかりといい伝統の先輩となって頂き
たい。
笑顔をもって親切に当たるのが看護婦の、いかなる技術にも先んじた大切な要点であると私は考え

ます。迅速に、精密に、その機械を操作することによって、データーを早く出すこと、これは技術検
査を学ばれる方の理想であってほしいのであります。そして立派な伝統ある学校の第1期生として
の喜びを、この学校､または学院に残しておいて頂きたい。このことを希望致しまして､開校に当たっ
ての私の挨拶と致します。

どうかしっかりと勉強してくれますようにお願いします。
(真柱訓話集第27巻より）

お言葉中の二代真柱様
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新校舎落成披露における中山善衞三代真柱様のお言葉
(平成8年9月1日天理医学技術学校4階講堂）

この度、天理よるづ相談所では天理看護学院と天理医学技術学校の校舎の老朽に伴って、新しい校
舎を建築施工いたしておりましたが、滞りなく竣工の運びとなり、本日落成披露にお招きを頂いたわ
けであります。
この機会に挨拶を求められましたので、思い浮かびますままに両校への私の考えなり希望するとこ

ろを簡単にお話して責めを果たしたいと思います。
聞けば、看護学院も医学技術学校も創立30年を数えるということで、その間には大勢の人材養成

に当たって下さった方々のご苦労をまずお礼を申さなければなりません。また、両校で学んだ後、憩
の家あるいはまた他所で勤務した人、また勤務中の人、さらにはやがては勤務する方々に対してはそ
の志と勉学の努力をおねぎらいを申したいと思うのであります。
考えてみれば、両校とも私はその存在や活動はどちらかといえば非常に地味に見えると思うのであ

ります。人によってはよるづ相談所にそういう学校があったのか、という認識不足の人も私たちのま
わりに、しかも身近なところにあるかもしれない。ましてや、両校が信条教育を基底にしているとい
う事実はあまり知られていないであろうと思うのであります。
看護学院も、医技校とこれから申します。看護学院も医技校も専修学校ではありますが、これは言

うまでもなく信条教育に立脚しつつ、しかも専門教育をほどこさんがための道だと解しているのであ
ります。ですから、専修学校でありましても、親里にある他の学校と同様、私はたすけ一条の道の上
に果たす役割は甲乙がないと、平等であると、同等であると思っているのであります。
話は最初から逸脱しそうになりましたが、この点が学院なり医技校なりの運営ならびに教育に当

たっての重要な視点であるということをまずご承知頂きたいのであります。学生諸君を含めて関係し
て下さる皆さんが、ここに留意して私の話をもう少し続いて聞いて頂きたいと思います。
繰り返すことにこれはなりますが、学院と医技校設立趣旨で重要な点は、天理教の教義に基づく信

条教育で人格の形成をたすけつつ、しかも病む人々の医療を補佐する者を養成することであります。
極言するならば、両校で信条教育を行なうことができなくなる事態が起こったとすれば、もはやそれ
は、よるづ相談所憩の家にこれらを設けた意味は全く半減してしまうと申さねばなりません。
学院や医技校は共に医療現場ではどちらかといえば、縁の下の力持ち的な仕事を担う者を養成して

下さっております。建物に書うれば、表面にはでないが大切な部分であると申せましょう。建物が大
きければ大きいほど、基礎工事に力を入れなければならないのは常識であるように、憩の家が隆盛の
道をたどればたどるほど、それを支えられるようにここに関係する人々が、憩の家の教内に於ける役
割と期待とをよく理解し、その上から物事を判断して要員の育成に当たって下さることを私は希望し
たいのであります。

考えてみて下さい。医療は時代の推移と共に医療法も看護法も変わってくる。今日では30年前に
は思いも及ばなかったことが、皆さん方の身辺に及んでいるでしょう。コンピューターに例を取り上
げても30年前と今とでは雲泥の開きがあります。しかしながら、コンピューターを操作するのは人
間であります。この点は変わらないのであります。
もし､学院及び医技校の先生方の指導や指導される学生諸君に､人間一人ひとりにふさわしく与わっ

た生命に対して畏敬の心というものがなかったら、どんなに最新式の精密計器を備えても、利用如何
で憩の家には危機をもたらしてしまうのじやないかと、私はその点不安に思うのであります。
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つまり、各人の考え方や一人ひとりの心の持ち方ひとつが、それを未然に防ぐかどうかという道だと
申したいのであります。
検査技師の立場に立って言うならば、物言わぬ物質を相手に毎日明け暮れする仕事もあるでしょう。

また、人と接しながら機器とにらめっこする仕事もあるでしょう。いずれも病気の診断をたすける大
切な仕事ではあります。従って、緊張の連続と言えるかもしれません。けれども、自分の心に間隙が
生じたとき、データーを読み誤ったり、他人のデーターを入れ換えて報告してしまうような過ちは起
こるはずが絶対ないとは断言できないだろうと思うのであります。
起るはずがない過ちが生ずる元はどこにあるか。それは機器に対する過信と機械的な動作にあると

私は思っているのであります。人間に備わっている感覚よりも、機器が出す答えの方に重点を置くと
いうことは、一面においては大変危険であるようにさえ思われるのであります。
あえて申すならば、人間の心情を軽視するような考え方は、ここではあまり好ましくない考え方だ

と思うのであります。万が一にも人の生命を左右するような誤りが生ずれば、その人の過ちで終わる
のではなく、私たちの信念からすれば、親ﾈIII様、教祖にお詫びの申し上げようがないと言わなければ
なりません。ですから、これを防ぐには常に自分は人の命と人の心を尊重して仕事にかかわっている
かということを自問し続けながら、与わった仕事に精を出して頂きたい。
ついでに、看護する人の立場に立って言っても、一人ひとりの患者の容体を正確に看取り、この人

をたすけるための自分の心の持ち方はどうか、自分は何をすることがこの人が少しでもたすかる手だ
すけになるのか。人間の心の弱さをさらけ出す、身の内にお障りを頂いた者への接し方に自分の態度
は親切であるか、誠意を持って接しておるか。機械的に仕事をこなして間違いを犯してはいないだろ
うか、というような自問は看護にあたる者の初歩的な心得でありましょうが、この初歩的な心得を看
護技術修得に優先して、しっかりと身に付けて頂きたいというのが私の願いであります。
また、私は考えました。憩の家をもりたてるのに、親神様から私たち銘々に頂戴している役目を全

うする心構えとは何かということ。私は真柱という立場にあって、その役目を果たす努力をしている
のであります。ここに列席の方々も憩の家においては、理事長とか世話部長とか、あるいは看護学院
長とか医学技術学校長とか病院長とか、さらには看護学院生、医学技術学校生、またその職員など、
それぞれが立場を持っている。それは、それぞれが憩の家の理念全うの上に必要な役目を分担してい
ることを意味するのであります。
関係者一同が自分が分担する立場の役割を正確に把握し、全員ひとつ心となって憩の家というたす

け一条の道の中の一つの陽気ぐらしの道場を、親神様の思召しにかなうよう、一手一つになって作り
出すという心構えでつとめることだと思うのであります。
憩の家に陽気ぐらしを生み出すためには、一言にいえば、各自はそれぞれ密接な連絡をし合うとい

うことでありますが、さらに細かく言えば、根気もいれば忍耐もいれば、親切、気配り、思いやり、
たすけ合い、いろいろな心遣いがそれには必要であって、こういう数々の人間形成を心掛ける者、す

勺･一等--’
三代真柱様御揮毫
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鐵窪i真柱様お言葉
なわち成人を目指す者が一手一つとなって憩の家を支えて下さることが、これからも末代かけて続い
て行けば、私は創始者の念願は半ば満たされることになると思うのであります。
一手一つとは皆さんには初めて聞く言葉ではなかろうが、一つの目的に向かって全員が同じ考え方

で真実込めて行動することであります。そこには調和がなくてはなりません。一手一つの調和とは、
誰が見ても物事が円滑に運ばれている姿をいうのだと思う。
ご承知のように、ここ親里にはいろいろな学校群あり、修養機関あり、布教伝道機関あり、各会あ

りで、どれもこれもが陽気ぐらしへと、たすけ一条の道を進める上で必要な分野を受け持っているの
であって、その点では憩の家とて同じことである。

更にはこれもご承知のように、憩の家には三つの分野のあることであります。それはよるづの事に
悩みを持つ人々にたすかって頂きやすいようにという配慮からであります。
学院と医技校はこの中では世話部に所属している。身上部に所属しているのではない。世話部に所

属しているというその訳は、世話部というのは、憩の家身上部、別称天理よるづ相談所病院の要員を
養成する役目も含めて持つからであります。この上からも、学院と医技校は憩の家設立趣旨に則って、
それにふさわしい学生を教育しなければ役目を全うすることにはなりません。
両方とも最初にお話をしたように、本教の信条教育に力を入れながら、加えて看護教育なり医学技

術養成なりに当たって頂きたい。そして、それぞれに学ぶ諸君は以上のことを心にわきまえて自らの
心を磨き、学んだそれを特技として活かして、たすけ一条の道を堂々と歩んで頂きたいと思います。
看護学院も医学技術学校も一見地味な学校ではありますが、どうかうまずたゆまず、たすけ一条の

道を地道に私たちは歩むごとく、世上の風潮にいたずらに惑わされることなく、関係者一同心を揃え
て、校舎が新しくなったということで、心機一転、任務を全うして下さる努力をこれからも重ねて頂
けますことを希望して、私の話を終わることにいたします。
ご静聴ありがとうございました。

〔憩の家月報第125号より〕

お言葉中の三代真柱様
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閉校式典における中山善司真柱様のお言葉
(平成26年3月22年天理医学技術学校4階講堂）

本日、天理医学技術学校の閉校式に出席いたしました機会に、心に思いますことを少しばかりお話
して挨拶といたしたいと思います。
憩の家では平成23年に学校法人天理よるづ相談所学園を設立し、翌24年4月、天理医学技術学

校と天理看護学院を統合して天理医療大学を開校いたしました。大学開校以来、早くも二年が経過し
て医学技術学校も最後の卒業生が卒業いたしましたので、本日をもって閉校することになったのであ
ります。改めて卒業生や関係皆様のこれまでの努力に敬意を表し、心からおねぎらい申したいと存じ
ます。誠にご苦労さまでございました。
学校が閉校されるということは、情のうえからは悲しいことであり、さびしいことであります。し

かし、医学技術学校が長きにわたって培った理念と実績は、医療大学にしっかり引き継がれたことを
思いますとき、きようの日の意義はお互いに学校創設の元一日を尋ね、よって立つ建学の精神を明ら
かにして誓いを新たにするところにあると思うのであります。
天理医学技術学校は、天理よるづ相談所の要員育成を目的に、天理看護学院の前身である天理高等

看護学院とともに天理衛生検査技師学校として昭和42年に開設されました。
二代真柱様は両校合同の開設式の席上、学ぶ者の心得として、
「まず自分の人格を陶冶して、それによって与えられるところの職務にふさわしいよう
な、笑顔と親切をもって触れ、また一而において機械を誤りなく操作する、精密に操
作する、迅速に操作する、という技術を身につける。一面においては自己の完成への
前進であり、一面においては機械の操作に対するところの機械の征服である、という
ような大きな抱負をもって、大きな希望をもって、単なる職業教育を受けるというよ
うな面にのみあくせくせずに、自分の人生を拡大していくんだというところに興味を
もって学んで頂きたい｡」

と、お諭しになりました。
また同じお話の中で、衛生検査技師を志す者に対して、
「諸君もまた人間であり、機械の奴隷ではないのであります。機械の奴隷でない限りは、
その機械を人間に都合よく、機械の使命を果たさすべく、人間として機械を操作する
というところに、重きを置いて頂きたい。
…自分の人間としての陶冶、これを基礎として、その上に仕込まれているところのも
のが技術であり、機械の操作である、というようにお考え頂きたい｡」

と、具体的に事分けてお話しくださっています。
当時は衛生検査技師を養成する学校も少なく、教育の内容も公衆衛生検査領域の教育が中心であっ

たのが､やっと医療検査領域のカリキュラムが重視されるようになった頃でありました。そうした中、
日本で唯一、宗教教育、すなわち天理教の教義に基づく信条教育を掲げ、宗教性豊かな人格の酒養を
第一義にした衛生検査技師の養成を目指すことになったのであります。
その後、約半世紀、47年に及ぶ医学技術学校の歩みは憩の家にとどまらず、広く日本全国の医療

現場での卒業生の活躍となって、天理の臨床検査技師、臨床工学技士に対する信頼を生み、高く評価
されるようになりました。高度化、専門化された現在の先端医療が、広範囲にわたる、しかも非常に
細分化された個々の検査データによって支えられていることは周知のとおりであります。
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昨今の医学の進歩に伴い、ますます厳しくなる医療現場への要請は新設された新入院棟や外来棟の
医療設備からもわかるように､今後さらなる機械化をもたらすことになると思われます。それだけに、
さらに徹底した技能の研鑛が待望されるとともに、機械に振り回されない人間の資質が問われること
になると思うのであります。どんなにすばらしい機器が整えられたとしても、その機器を生かすか否
かは、それを扱う人間の扱い方一つにかかっていると言えるのであります。
衛生検査学校設立のときに、二代真柱様がいみじくもご指摘になった人格の陶冶こそが、今後の医

療現場を左右することになると思うのであります。要員養成の伝統を引き継ぐことになった天理医療
大学が､人に尽くすことを自らの喜びとする天理教の信条教育を基調にして､人に対する深い愛情と、
自分を律する謙虚な心を胸に秘めた人材の育成を建学の目的とするところに大方の期待が集まる所以
であります。

ところで、おさしづに、
「細道通りよい、往還道は通り難くい。この理をよく聞き分けて悟れ。悟れば分かる。
往還道は通り難くい、細道は通りよいというは、どういうものやと思うやろう。さあ
心に掛けて通るから、細道は通りよい。･」

（明治22年11月1日）
と、あります。
このお言葉は、教祖の教えを誰に気兼ねすることなく歩むことのできる私たちが心しなければなら

ないことを、道に警えてお諭しくださったお言葉であります。一見道幅も狭く通り難く思える細い道
は、注意深く心して通るから心配ないが､広く大きな道は安全で通りやすい道だと油断して通るから、
逆に道を踏み外しかねないことをお戒めくださっているのであります。
憩の家が開所された当初から考えますと、ただ今はあらゆる意味で充実した憩の家の姿だと言える

のではないかと思います。それだけに、「lll道通りよい、往還道は通り難くい」と、端的に教えられ
るところをしっかり心において、先人たちの努力のうえに築き上げられた今日の往還道を、心して舅
んで力強く着実に歩んでいただきたいと思います。
時あたかも教祖百三十年祭に向かう年祭活動のさなかであります。ようぽく一人ひとりが、その使

命に対する自覚を深め、それぞれの任務（つとめ）をまっとうして、ご存命の教祖にお喜びいただこ
うと申し合わせている時であります。どうか節から芽の出るご守護をいただけるように、それぞれの
持ち場立場でようぼくとしての成人を目指すとともに、一手一つになって憩の家の理念ならびに医療
大学の建学の精神に照らし、伝統に根ざす人材をしっかり育成していただきたいと思います。
最後に、皆様の日頃のご丹精を重ねておれぎらい申して、きようの挨拶にさしていただきたいと思

います。
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閉校に寄せて



天理医学技術学校学校長
(公益財団法人天理よるづ相談所病院総長）
(学校法人天理よるづ相談所学園天理医療大学理事長）
奥 村 秀 弘

タイ|ルに使用しまLた圀劉という言葉は､私がｲﾝﾀｰﾝ時ｲ煉京でお鵬舌になった古#鵬謝乞生に｛fl散え脚、
た言葉でﾐ辞書にも見当たりませ〆しカミ鵬わりを全うすくuと；記入ま魂これIお上生が生涯座右の銘とじておられた筬
言即ち､いましめの毒震でありま魂
先生の洲国割|､|松本の綱寸小学1鋤講堂に掲げらｵTていたものど日清日露の戦し下で有名になられた#卿伊東

祐亨ﾃ副{'1力戦本畷邪村小判交を訪ねられた時言強にj縄された文字ご先生は小判寺f勅､ら､東蔚涯伏学医籍K
を卒業され､外科医とL定大成された後もこの言葉を好まれ私にも医師とじての生き方について組散え鳳虎のカミこ
の｢終わりを全うすべし」という言葉でありました。しかし当時秘ままだ24才の青二才であり､深く考えることもせすミ
そんなものかという程度でし力嗜えていなかったのでありますうりﾐ年を重ね､色々な言淵斗や苦難を経胸るにしたがい脇
わりを全うする」ことの大切さと難しさを感じるようになりました。ことに責脳紅1場を経崎鋪ろ程その昔古畑先生に
御教え鳳虎｢終わりを全うする」ことの大切さを痛調-るようになりました。
さて御諏pのように､いよいよｦ謹医学技術学校も半ii』紀になんなんとする長い歴史に幕を閉じ､天理医療大学に

引き継がれることになり､｢終わりを全うすくuという時期がやづてまいりました｡昭和42年4月、班衛生険召郊而
学校とじてｦ迂里高糖護郭完と同時に覧…要員養閥繩§とじて開校しましたカミその後47年の永きに亘り､検査学
科45期生迄1288名､又臨床工学専攻科13期生迄95名の卒業生を世に送り出しましたカミ全国各地の医療機関を
始め各企業からこれ攝訊評価を鳳泥学校は全国でも本校だけてありま宙これも一重に翻効A来､長殿kｲ効運営
に組居労頂きました高橋浩前料賓長を始めとする紫職員ならびに指導者”ﾗﾌ々 の献身的な閥壗力の賜吻でありま支
私は､高橋前学校長のあとを受吠平成9年9月より本校の責任者とじて着任しました朧本ｲ伽すぱらしし歴史と

伝統を更に充実し発展するのにはどうなすべきかという事を常に心にとめて私なりに卿]じてまいりましたカミそれには
設立の理念をしっかりと心におさめ直科判勺な蛎蔽や技術を学ぶだけでなく、宗郡勺な暖かい豊か荏心を身につける
判交であるべきであると考えそのためには特に信鋤育に力を注いでまいりました｡その一つとじこ学生の毎朝の昇
殿参拝噸j行を徹底することに力を入れました｡又親職員の先生方WM,に棚旨導頂きその効果力現れ出したのは3
年間皆勤賞を受ける戦が年々鋤pし､遂に卒業生鯛蝋似上力湛鋤償を受け取る様になりましたカミ同潮こ国家試
験の合格率も全国平均70ﾂ6台の中で8年連続国家試験全員合格という有終の美を飾づてくれました。これは大学も
含めて全国酎較だけ筋りま玩この快挙の大きな原因の一つは､毎日の早朝参拝に全員が参加するという規則正し
い生活のﾘスﾑｶﾐ学生〕勤判]の向上にも好結果をもたらしたものと考えていま式
また､平成13年に設立された臨床工学専攻科は､わずか1カ年という短い期間でありましたカミ開設以来本年迄、

全員が参拝皆出席であり、又全国平均80ﾂ6台の国家試験も参拝と同様 開設以来13年間一人の不合格者もおらすミ
全員が合格を続けてくれました。これ↓銑輩とじて後鋤検査学科の学生達に良き範を示じ｡頁,淀と感謝じていま式
今申し上げまし鍼に､本樹j学生も教職員も一体となづてく我が国で例のない天理医学技術学1効す1妬しい伝統

と歴史を熱定頂きました。ここに、本校開調ﾒ来稚|壗力賜りました教1M員ならびに御関係の皆紡ﾗに,肋､ら厚く御礼
申し_上げま式お陰様にて立派に｢全終｣即ち終わりを全うすることが出来たと考えておりま或’肋､ら厚く鮴伸し_こ
け注式

jﾐ万里噸割炎査学ポ
閉校の閥喉拶としたしますも

全 終

ｰ

願わくI
こけミ閉I

斗に、天理医学技術学校のすばらしい伝統と歴史を受け柵丁で1司掲よう棚風､申し
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鎌》。●‘『閉校に寄せて

公益財団法人天理よるづ相談所
理 事 長 横 山 一 郎

昭和42年（1967年）4月、天理医学技術学校は天理衛生検査技師学校の名のもとに開校した。
前年には財団法人天理よるづ相談所病院（憩の家）が開設されていた。
昭和48年には天理医学技術学校と校名を変更し､今日に至った。46年余りの歴史を持ち、この間、

幾多の優秀な検査技師を世に送り出してきた。伝統のあるこの学校が平成26年3月22日閉校する
こととなった。卒業生にとって、自分の学んだ学校名が消えることは淋しいことであると思うが、天
理医療大学臨床検査学科への移行という発展的な閉校であることを思うと、一つの飛躍の旬を迎える
ということが出来て、淋しさの中にも前進の喜びを感じる節目であると思うのである。
しかし、素直に言って、ここ数年卒業生の国家試験合格率が100パーセントであることを思うと

閉校は勿体ないような気がする。合格率100パーセントにかける奥村校長の情熱と教員の方々の質
の高さを感じる。
私は毎年2月に、医学技術学校の学生に対して1時間余りの識義を行ってきた。天理教の教理を

基本とした話であるが、学生が誰一人として居眠りする者もなく熱心に話を聞いてくれる。話す者と
しても気持ちが乗る、学生たちが真而目である。
私は他の大学や学生の集まりで話をする機会がある。しかし、どこへ行っても天理医学技術学校の

学生ほど熱心に聞いてくれるところは無い。
また、毎年開催される臨検祭に何度か見学に行ったが、非常に興味深いものがあり、現在の医療の

中で検査技師の受け持つ重要性を垣間見ることが出来、学生の技術の高さを感じたものである。
こうした学生諸君の真面目に学ぶ姿勢が合格率の高さに反映されていると私は思っている。
さらに学生にとって天理よるづ相談所病院というあらゆる診療科のある大病院で実習が出来、技師

としての腕を磨くことで大いに役立っていると思うのである。
昭和42年4月6日の開校式に於いて開設者である天理教二代真柱様はお話の中で、衛生検査技師

を目指す学生に対して、「諸君は機械を扱うのである。機械を扱うが故に動もすると人情というもの
が薄れてくるかもしれません。機械の操作ということに重きを置いたならば自己の完成ということが
おろそかになることがあります」と仰せになっている。
こうした知識偏重、技術偏重になりがちな学生に対して、朝の本部参拝に始まる天理教の教理を基

とする信条教育を施すことによって知識技術のみならず､人間的な成長を促してきたと思うのである。
卒業生の諸君すべてを、採用人員の関係で憩の家に就職して頂くことは出来ないが、全国各地の医

療機関に於いて重要な役目を果たしていることは周知の事実である。
こうした伝統と実績のある天理医学技術学校が時の流れとはいえ、天理医療大学へと発展的閉校と

なった。今後天理医療大学臨床検査学科は、医学技術学校で培われた実績の上に立って更なる発展を
遂げ、優秀な人材を世に送り出してほしいと願うばかりである。

閉校に寄せて
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公益財団法人天理よるづ相談所
世 話 部 長 上 田 純 治

私は平成24年3月1日付をもって教会本部より天理よるづ相談所（憩の家）に出向、世話部の御
用に携わっております。
世話部には養成係があり医療ようぽくの人材の発掘、また、育成を行っております。特に看護師、

検査技師の育成には天理看護学院、天理医学技術学校が設置され、学生の扶育や学生寮の管理、監督
について担当しており、学生が勉学に励むのに支障がないよう環境整備に心掛けています。医療よう
ぼくの育成とは天理教の教理の上から人々の幸せを希求し、ただ単に病気を治療するに留まらず、全
人的な救済を目的として親神様の思召である「陽気ぐらし」の世界建設に寄与する人材の育成であり
ます。また、その設立母体である天理よるづ相談所の開設の目的は、天理教の信仰に基づき親神の子
どもと教えられる全ての人々の幸福を望む上からであり、単に病気を治療するに留まらず、人々の心
身の救済を希求し､陽気ぐらし世界の実現に寄与するものであります。その上から憩の家は「身上部」
｢事情部」「世話部」の三部門で組織され、緊密な連携のもとに医学、信仰、生活の三つの面から人々
の幸福を願うのであります。そして天理医学技術学校は身上部の臨床検査技師の確保の上から設置さ
れたのであります。昭和40年12月14日、財団法人天理よるづ相談所の設立許可申請を厚生省に
提出しておりますが、その際、「看護婦学校をもつこと｣、「衛生検査技師学校をもつこと」が、必要
な要件として挙げられています。当学校は憩の家が開設された一年後の昭和42年に天理衛生検査技
師学校として天理看護学院（当初は天理高等看護学院）と共に開校の運びとなりました。私は検査技
師とは、血液検査や尿検査を行うことぐらいしか思いあたりませんでしたが、医師が治療を判断する
上で超音波や心電図、脳波、微生物検査等々、大変重要な役割をされていることを憩の家で御用をさ
せていただくうちに認識いたしました。毎年卒業生により発表される研究論文集には実習、研究等勉
強された成果をみることができます。
また「チーム医療」という言葉を聞かせていただきますが、それは医師、看護師、検査技師、さら

には事務員他多くのスタッフが心を合わせて患者に対応していくことであります。この天理医学技術
学校は、日々地道な研究、実験、調査、研修を行い、確かな実力を持って当校を巣立ちますが、卒業
生は憩の家をはじめ全国各地の医療施設で活躍しています。
大変淋しいことではありますが天理医学技術学校は平成26年3月をもって閉校となり、平成24

年に開校した四年制の天理医療大学医療学部臨床検査学科に引き継がれます。日進月歩、より高度に
なっていく医療。検査技師もさらに進歩しなければなりません。しかし検査技師としての医療への取
り組み心構えは、開校当初と変わってはならないのであります。このよき伝統を長く次の世代に伝え
ていかなければなりません。時が移り変わっても開校の頃より引き継がれた伝統をいつまでも継承さ
れることを祈念しお礼のご挨拶といたします。

天理医学技術学校閉校によせて

急 毎

17



鋪遥I閉校に寄せて

天理医学技術学校閉校に際して：輝かしい歴史と将来

学校法人天理よるづ相談所学園天理医療大学
学 長 吉 田 修

昭和42年に開学した天理医学技術学校は、約半世紀にわたって優れた臨床検査技術師および臨
床工学士を輩出し、天理よるづ相談所病院のみならず、奈良県立医科大学付属病院をはじめ多くの
医療機関において活躍しています。また臨床検査技師、臨床工学技士の国家試験合格率は毎年ほぼ
1 00%であり、就職率も100%という輝かしい成績をあげてきました。これは数ある専門学校のなか
でトップを誇る成績です。教育に当たられた歴代の学校長先生はじめ教職員の皆さんの並々ならぬご
努力と、知識・技術の教授のみならず信条教育を立派に実践されたことに心から敬意を表します。
これからの医療における臨床検査学、臨床工学はますます範囲が広くなり、より高度の知識と技術

が求められます。さらに最先端のバイオテクノロジーの臨床検査学、臨床工学への応用のために、医
療現場でしかできない研究とその実用化が大きな役割として加えられております。生物学史上特筆す
べき発見の一つに数えられるiPS細胞を例にとっても、再生医療のみならず、究極のオーダーメイド
治療に実用化され、臨床の現場で活用される可能性があります。
一方、国家財政、医療経済からみますと今日の医療はいろいろな問題を抱えていますが、それらは

超高齢社会の日本の根本的課題に直結しているといえます。日本は2025年には65歳以上の人口が
全人口の30％を占め、75歳以上は18%となると推測されています。総医療費は同年には50兆を
超え、国民皆保険を基調とする医療は破綻をきたすともいわれています。世界に冠たる日本の医療制
度はこのような状態にあるのです。いかにして国民の健康をまもるか、医療行政、国民そして医療職
従事者が協力して取り組まねばなりません。
このように臨床検査学はさらに専門化、高度化が進み、同時に傭倣的視座をも必要とする重要な医

療科学の分野になっています。天理医学技術学校を四年制の大学にしたのは、時宜を得た適切な対応
といえます。

平成24年4月に発足した天理医療大学の教育理念は「人に尽くすことを自らの喜びとする」とし
ましたが、これは天理教の教義に基づく信条教育の理念であります。「人間は社会的動物である」と
いわれます。人間は社会を構築し、その中で生きています。そのために必要なのは利他の精神であ
り、人間の遺伝子にも備わっているものです。でなければ人類は大昔に滅亡しています。「人に尽く
す」とは取りも直さず究極の利他のこころです。この理念は「生命への畏敬」に基づいたものでもあ
り、現在の、またこれからの日本にこそ、いや高齢社会である先進諸国すべての国でなくてはならな
いものです。わけても医療職に就く人はこの理念を自己の信念として持ち続けていただきたいとおも
います。

天理医療大学は医学技術学校の伝統と学風をしっかりと受け継いでまいります｡それは高度の知識・
技術の教育と信条教育の結果醸し出された、何物にも替え難いものです。信条教育の理念と、「感謝・
慎み．たすけあい」というキイ・ワードに表される理念は、いまの日本にとって最も大事にしなけれ
ばならない事柄です。
平成28年4月から、天理医療大学臨床検査学科の卒業生が皆さんの職場に行くことでしょう。彼

らは名実ともに皆さんの後輩です。どうかよろしくご指導のほどお願いいたします。
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公益財団法人天理よるづ相談所病院
院 長 太 田 茂

天理医学技術学校は、昭和42年4月に天理衛生検査技師学校として開学し、昭和48年4月に現
在の天理医学技術学校と改称し､さらに平成13年4月には臨床工学専攻科を開設し､合わせて1,400
名若の優れた人材を輩出し、本院のみならず奈良県下、さらには全国において医学、医療の発展に大
きく寄与してきましたが、天理医療大学の開設に伴って、平成26年3月をもってその使命を終える
こととなりました。
この間46年に亘って、学生の教育、学校運営に迩進された歴代の学校長、教員、職員など関係各

位のご尽力に対して、臨床病理部門、透析センター、手術室など多分野において天理医学技術学校卒
業生から多大な貢献を受けてきた天理よるづ相談所病院を代表して謝意を表したいと思います。
さて、臨床検査技師、臨床工学技士は臨床医学には不可欠の存在であり、医療機関の医療の質はこ

れらの専門家にかかっております。私は小児科医でありますが、一般に内科系医師は診断、治療にあ
たっては末梢血検査、血液生化学検査、微生物学検査、エコーなどの生体検査など臨床病理検査にお
ける検査領域範囲、精度管理、迅速性に依存するところが大きいのであります。この点、天理医学技
術学校卒業生で構成される本院臨床病理部門には常に進取の気概を忘れず、新しい検査の導入、実施
に努められ、臨床医の診断能力を高めて頂きました。また、常に検査の糖度管理にも努められ、臨床
医の検査に対する信頼を得てこられました。さらに、臨床の重要な一部門としての自覚を持ち、必要
な場合は時間を問わずに検査に応じて速やかに検査結果を報告する態勢、異常値が出た場合の緊急連
絡体制を整えて、円滑な診療に大きく寄与されてきました。さらに、時間外、緊急の透析、手術に際
しては、昼夜を問わず、診療に携わって頂いております。このように、医師の信頼を得て、良質な医
療の提供に不断の努力を欠かさない臨床検査技師、臨床工学技士の姿勢は、天理医学技術学校の教育
の賜物であると思っております。
また、天理医学技術学校卒業生である本院の臨床検査技師、臨床工学技士は、検査、透析、手術部

門の中で病院に寄与するのみならず、専門家の立場から、他職種と協力して医療安全管理、感染症対
策など病院運営の重要な分野において活躍しておられます。このような病院運営に積極的に加わって
貢献する姿勢も天理医学技術学校における教育の中で培われてきたものと考えております。
さらに、本院における天理医学技術学校卒業生は臨床検査分野のみならず、広く医学分野において

研究、学会活動に積極的に関わり、立派な成果を上げられ、全国的に注目されてきました。医師の研
究、学会活動も天理医学技術学校卒業生との共同研究、支援に負うところが大きいのであります。こ
のような研究、学会活動など知的活動に対する姿勢も天理医学技術学校における教育の中で培われて
きたものと考えております。
以上のように、天理よるづ相談所病院が全国屈指の高い医療水準、研究・学会活動を維持できたの

は、天理医学技術学校卒業生に負うところが大であった、すなわち天理医学技術学校に負うところが
大であったと考えております。
天理医学技術学校閉校にあたり、天理よるづ相談所病院から、学校関係者、卒業生の皆様に改めて

敬意と謝意を捧げたいと思います。

閉校に寄せて
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錨》。●i閉校に寄せて

天理医学技術学校
前 学 校 長 高 橋 浩

天理医学技術学校の思い出

天理医学技術学校が平成26年3月に閉校するがその記念誌に寄せる一文を依頼された。私はこの学
校の前身の天理衛生検査技師学校（衛検）の初めから新校舎が出来るまでの約30年間関わったが、退
職して十数年が経つ。今その思い出を記す。
衛検開校の準備期間は僅か1年しかなかった。私は昭和41年(1966年)4月1日の天理よるづ相

談所の開所式の前々日に、山口県宇部市から家族と共に天理に移ってきた。この日時に山口県立医大
は国立移管を完了し、取り残されていた臨床病理学教室は消滅し教室員は分散し助教授だった私は天
理での再起を誓った。その心がなかったら、当初の7，8年の苦労は堪えられなかったろう。役に立っ
たのは15年に及ぶ臨床検査法の開発と実施の経験と39歳の若さだろう。それに検査技師養成の覚え
もあった。私の任務は臨床検査部全体の纏め役（臨床病理部長）とされたが、手勢は少なかった。開
所式の翌日には診療が始められた。1年後の研究所開設は急がれなかったが、技師学校の開校は至上命
令だった。

校舎は百年経った古い木造の教室に実験台などの設備が施され、隣接する病院と廊下で結ばれた。
諸井理事長、東井世話部長、山本院長それに営繕の方 が々親身になって工事を進めて下さった。これ
で約30年雨漏りがひどく危険になるまで使われた。この間、訪ねてきた卒業生がちょっとも変わって
いない！と大声をあげるのを聞いた。ところが新校舎が完成し、30周年の同窓会に集まった者の中に、
無くなった旧校舎を想い淋しそうな姿を見たのは意外だった。自分の青春の跡が消えたからであろう
か。

この学校の特徴を幾つかあげてみる。私見である。まず第一は、上級生が下級生を指導教育する習
慣がある。開院当初は臨床検査の出来る者はわずかで習熟もしていなかった。一方臨床側は意気盛ん
な俊英の専門科部長が揃っていた。過大な検査要求に対し､初めの1週間は一般検尿がやっとであった。
天高卒の者が10人程居たが素人だった。この人達の多くは翌年学校の一期生となる。医員は初め松田
信義氏1名だったが次第にふえて4名の時もあった（この医師達は後に大学教授や病院長になった)。
本校の一期と二期は夜間制で昼間は病院の検査部門で実習兼アルバイトとして検査を実施して貰った。
だから新入生はいきなり検査室で練習し憶えたら実際の検査に入り、報告するデータを出した。当時
の臨床検査の需要は、血液の臨床化学的測定が多かった。本当を言えば、用手法による精確なデータ
を出すには2年から3年の訓練が必要であるが、当時はやむを得なかった。その後も臨地実習が技師
教育の基本となり、病院内での研究実習にも連なった。臨床検査の本質の体得に必要と思った。
臨床検査は元々患者に直結し、検尿、検便、検血から始まったが、生化学、免疫学の発達と共に検

査が機械化されて自動化し、標準化されてきた。私はこのあたりで天理の勤めは終わった。検査はアー
トから始まってサイエンスになった。臨床医学（個 の々診療）から始まり基礎医学になった。本校の
卒業生はこれを基に治療を目指す新しい臨床医学を開拓していただきたい。
紙数が尽きた。私は約30年もの間校長の任にあったが、病院の業務と兼任であり、多くの時間がさ

けなかった。これを大過なく終えたのは教職員ならびに講師の方 の々お陰である。元気な若者達を教
育訓練し、社会に貢献する優秀な臨床検査技師に育てられた並 な々らぬ努力に感謝し敬意を表する。
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天理医学技術学校同窓会会長
(天理医学技術学校前副学校長）
(関西医療大学保健医療学部教授）
市 村 輝 義

昭和41年（1966年)、天理よるづ相談所（憩の家）が開所した翌年、「天理衛生検査技師学校」が開設
されて以来、47年の歳月が流れた今年、「天理医学技術学校」が閉校となりました。技師法の改正に伴っ
て､昭和48年（1973年）に「天理医学技術学校」が開校され､その翌年､前身の「天理衛生検査技師学校」
が閉校された歴史があります。丁度、その年（1974年）に、私は、専任教員として検査技師教育の第一歩
を踏み出すこととなりました。
私と臨床検査との関わりは､衛生検査技師学校へ入学した昭和43年(1968年）から始まり､卒業後､｢憩

の家」臨床病理部へ就職し、6階臨床病理部分室での仕事を中心に、手術室､ICU等の緊急検査（血液ガス、
電解質など）を行っていました。ここで患者さんと直結した検査の重要性と技師のあり方について勉強さ
せていただきました。検査の実務に就いたのは、昭和49年（1974年）3月までの3年半だけで、その後、
｢天理医学技術学校」へ専任教員として着任することとなりました。
着任したのが3年制の臨床検査技師の教育が始まった翌年で､全国的に臨床検査が急成長を遂げ､マニュ

アルから徐々に機械化が進んでいる頃でした。検査現場の進歩が著しく、学校における教育がいつも後手
にまわり、振り回されており、教育は学問体系がしっかりしていなければ、実（じつ）のある教育はでき
ないと痛感したものでした。この時、「臨床検査学」の幟築と教育学へ興味を持ち始めました。全国の技師
教育の集まりである「全国臨床検査技師教育施設|協議会（現一般社団法人日本臨床検査学教育協議会)」へ
参加するようになり、カリキュラム改正時には検討委員として、常に検査を技術学として捉えた「臨床検
査学」の構築を頭において素案作りのお手伝いをさせていただきました。幸い現行のカリキュラムにおい
て「～検査学」という科目名が普通に使われるようになり、少しは理想に近づいたと思っています。
もう一つの課題として、臨床検査全体を掌握する検査管理の必要性を感じ、運営管理（精度管理、検査

室管理）に関する教育も重要な柱として考えるようになりました。これは昭和61年のカリキュラム改正時
に「検査管理総論」として実測上し、現行（平成12年～）のカリキュラムでも専門分野である「検査総合
管理学」として確立しており、この科目群は､他の医療職の教育カリキュラムにはない教育となっています。
学校の資料を出来るだけ散逸することを避け、連続した記録を残すため10年毎に年誌（史）または資料

集を発行し、5年毎に行われる同窓会総会時に同窓生の皆様に提供（有料）させていただきました。「天理
医学技術学校十年調（昭和52年刊85p)､｢創立20周年天理医学技術学校資*蝶」（昭和62年刊6 3p)､｢天
理医学技術学校三十年史」（平成10年刊219p)、「創立40周年天理医学技術学校資料集」（平成19年刊
70p)の4冊を主担当させていただき、継続的な資料の記録と時 の々学校や教育の変遷を残させていただき
ました。この閉樵己念誌｢天理医学櫛|禅校47年の歩み｣の資料の一部になったことを大変嬉しく思います。
30数年に亘る天理医学技術学校における検査技師教育を終え、平成20年（2008年）3月、定年退職を

迎えました。その後､大阪府で大阪大学に次いで2番目の4年制大学となる｢関西医療大学保健医療学剖伏
阪府泉南郡熊取町、関西空港近く）の中に「臨床検査学科」を設置するということで、声がかかり、「設置
準備室｣を経て､昨春(平成25年4月)､｢臨床検査学科｣第1期生を迎えたところです。天理医学技術学校、
日本臨床検査学教育協議会などで培った経験を基に、もう少し頑張ってみようかと思っています。
私にとって臨床検査技師教育は、天職なのかも知れません．！

天職としての臨床検査技師教育
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公益財団法人天理よるづ相談所病院
臨 床 検 査 部 部 長 中 村 文 彦

私は1 996年に血液内科医員として天理よるづ相談所病院に赴任しました。血液内科は診断、治療
両方の面で他の内科とは異なる点が多い診療科です。まず診断の面ですが、造血器悪性腫瘍の診断を
行う際、多くの検査を行います。通常のCBCや骨髄穿刺、その塗抹標本の染色観察があります。さ
らにフローサイトメトリーや染色体検査、電子顕微鏡検査、核酸分析、リンパ節の病理診断、免疫染
色などです。天理よるづ相談所病院に赴任して驚憎したのが、ほとんどの検査を院内で施行できるこ
とでした。大学病院でもこれらをすべて行えるところはほとんどありません。その診断能力の高さは
世界でもトップクラスであり、すさまじいレベルであることに驚嘆しました。次に治療の面でも血液
内科は非常に特殊です。造血幹細胞移植という治療法を行う点が最も特殊と言っていいでしょう。他
の内科で移植を行う診療科はありません。この移植医療でも天理よるづ相談所病院は非常に高い実力
がありました。移植そのものの実績については後発でしたが、細胞処理と検査の実力は非常に高いも
のでした。自家末梢血幹細胞採取､幹細胞凍結保存･解凍の技術､CD34陽性細胞のカウント、コロニー
アッセイ。さらにCD34陽性細胞の分離まで、どこまでも高度なことが可能でした。診断、治療にわ
たる天理よるづ相談所病院の傑出した先進性を担っていたのは言うまでもありません。医師ではなく
臨床検査技師でありました。
なぜ、高度な技術を当院の臨床病理部技師や医学研究所技師が保持しているのか、私にはよくわ

かりませんでした。よくわからないまま10年以上血液内科で診療を続けました。技師の実力に見
合った診療を目指しましたが、充分な成果が上がったとは言えない状況だったと思います。2007年
に輸血療法の担当を拝命し、輸血管理室との仕事が増え臨床検査技師とのかかわりはさらに増加し、
201 1年に臨床病理部の部長代行を拝命し、臨床病理部への関わりが本格化しました。そして医学技
術学校の研究実習発表会に出席した時に、医学技術学校の出身者、つまり当院の臨床病理部技師、医
学研究所技師がなぜ高度な技術を持っているのか、ようやくその一部を理解することができました。
医学技術学校の学生たちの鍛えられ方は､並大抵ではないことがわかったのです｡学生を鍛えるといっ
ても、単にビシバシ教えるだけでなく、学生と教育する技師たちの一体感が重要な要素であることも
理解することができました。この一体感は卒業し、就職してからのちも続き、さらなる高みに続いて
いくわけです。

これは医学技術学校の歴史そのものであり、「医技校魂」といっていいものだと思います。厳しい
しつけのみではその後の成長はありませんが、自ら伸びていく意欲も備わっていることも医技校魂の
特色であります。医学技術学校が閉校となっても医技校魂は永遠であります。卒業生は医技校魂を胸
にこれからの仕事に逼進し、そして医技校魂はさらに発展して天理医療大学に受け継がれることで
しょう。

医技校魂は永遠である 鐙
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学校法人天理よるづ相談所学園天理医療大学医療学部臨床検査学科
学 科 長 松 尾 収 二

私が、医技校の授業を受け持ったのは、天理よるづ相談所病院の臨床病理シニアレジデントヘ進ん
だときからなので約30年ということになります｡平成8年､同病院の臨床病理部長に就任してからは、
非常勤講師の派遣や臨地実習を引き受ける責任者として、また卒業生の採用試験員の一人として、そ
れまでとは違った形で関わりました。医技校の教員の人事異動などにも関与し、卒前教育だけでなく
臨床検査技師の教育、役割を考えさせられる機会が多々ありました。
授業は、2年生では「臨床検査医学｣、3年生では「臨床病理学総論」を講義しました。平成15

年からは「臨床病理学演習」として、いわゆる実例から検査データの読み方を学ぶR-CPC (Reversed
Clinicopathological Conference)の授業も行いました。臨床検査技師が検査データを読めることは必
須のことと考え、情熱を持って授業に取り組んだつもりです。私自身も知識を整理するのに大変役に
立ちました。学会の研修等に自信を持って臨むことが出来るようになり感謝しています。
このような中、平成24年4月天理医療大学が開学し、平成26年3月に医技校が閉校を迎えるこ

ととなりました。当初、医技校の存続が危ぶまれる中、天理よるづ相談所機山一郎理事長および奥村
秀弘学校長・院長（現、総長・医療大学理事長）のご尽力で天理医療大学に|臨床検査学科が設立され
ることとなりました。臨床病理部（現、臨床検査部)、医技校および同窓会の皆さんも一丸となって
臨床検査技師の教育養成の存続を訴える嘆願書を出されました。皆様方の応援は幹部の方たちの力
強い支えになったことと存じます。私も臨床検査学科長の重責を担うこととなりました。平成21年
2月末に奥村院長より打診があり、あまり悩まずにお引き受けしたことを覚えています。それから3
年近くかけて大学設立の準備に携わりました。臨床病理部長との二足のわらじで極めて苦しいときも
ありましたが、多くの方々に助けて頂きました。なかんずく途中から準備に加わってもらった小松方
氏（現、准教授。医技校第23期生）のおかげで詰めの作業が進み本当に助かりました。
平成24年4月から病院を辞し現職となり、医技校の存在を肌身で感じるようになりました。専門

学校と大学で何が異なるのか、自問自答することもありました。医技校の学生さんの有能さをあらた
めて感じました。臨床検査技師になる目標、目的がはっきりしており、授業や実習を受ける心構えが
前向きでした。これが、40数年にわたって培ってきた伝統、教育のノウハウであるのかと深く感じ
入りました。
大学は、これから伝統、校風を築き上げていかねばなりません。医技校の学生さんと2年間、同じ

学舎で過ごさせてもらいました。新入生歓迎会をやってもらい、3校（大学、医技校、看護学院）合
同の天医祭もやってもらいました。大学生も医技校の学生さんを“先輩”と言うようになり、このこ
とが多少なりとも医技校の良いところを学んだ証と思っております。医技校の皆さまには本当に感謝
致しております。
臨床検査は広く深く進歩しており、臨床検査技師に求められる知識、技能の教育もこれに応えるも

のでなければなりません。人として、医療従事者として、やさしい心も持ち、世に役に立つ学生を育
てたいと存じます。卒業生の皆さまが誇って頂ける大学となるよう、教職員、力を合わせて頑張りた
いと存じます。今後も暖かく見守って頂き、ご指導ご鞭燵の程、よろしくお願い申し上げます。

｢医技校の伝統をつなぐ」
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第 1 章 教 育 方 針 ・ 沿 革



天理医学技術学校は「臨床検査技師」または「臨床工学技士」として必要な知識および

技術を教授研究し、あわせて天理教教義に基づく信条教育を行い以って医療の実践ならび

に医学の進展に貢献する人材を育成することを目的とする。

教育方針

第 1 章 教 育 方 針

『

沿革

歴代学校長

'’1

地

初代学校長
山本俊平

ノ

二代学校長
高 橋 浩

▲ ●

一ム
三代学校長
奥村秀弘

校旗
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愈膨’第1章教育方針･沿革

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和4 4年 4月

昭和 4 6年 1月

昭和4 8年 4月

昭和 4 9年 3月

昭和 5 4年 2月

平 成 6 年 8 月

平 成 8 年 9 月

平 成 9 年 9 月

平成 1 3年 4月

平成 1 4年 4月

平成 1 5年 8月

平成 1 8年 4月

平成 2 1年 9月

平成 2 6年 3月

平成 2 6年 3月

財団法人天理よるづ相談所（憩の家）開設

厚生省認可

各種学校認可

天理衛生検査技師学校開校（夜間2．5年間コース）

初代学校長 山本俊平就任

二代真柱様ご臨席のもと開設式、第1期生34名

同校昼間2年間コースへ変更

二 代 学 校 長 高 橋 浩 就 任

天理医学技術学校開校（昼間3年間コース）

天理衛生検査技師学校閉校

専修学校医療専門課程認可

専門士称号授与認可

真柱様ご夫妻、善司様ご夫妻ご臨席のもと新校舎落成
三 代 学 校 長 奥 村 秀 弘 就 任

臨床工学専攻科開設

臨床検査学科新カリキュラム開始

おやさと一号館（男子学生寮）竣工

臨床工学専攻科新カリキュラム開始

別所よろこび寮（女子学生寮）竣工

臨床検査学科第45期生・臨床工学専攻科第13期生卒業式
天理医学技術学校閉校

革

28

弘
但

月
月
月
月

４
 
２
３
４

年
年
年
年

１
２
 
２
２

４
４
４
４



第1節 開校・衛生検査技師教育

l天理衛生検査技師学校創設

本校誕生の契機は、昭和41年4月開所の「財団法人天理よるづ相談所（現公益財団法人天理よる
づ相談所)」の設立にあった。天理よるづ相談所が財団法人としての許可を受けるためには、公益施
設を持つ事が必要との見解に立って、看護婦学校と衛生検査技師学校を設立する事を当時の厚生省よ
り指示があり、財団法人天理よるづ相談所設立事業と平行して、「天理高等看護学院」ならびに「天
理衛生検査技師学校」の開校が検討され、設立要件の一つに入れられた。
学校開設には、天理よるづ相談所「世話部」がこれにあたり、昭和41年12月10日に「指定認

可申請書」を厚生大臣に提出し、翌年3月23日に設立認可を受けた。
開校式典は「天理高等看護学院｣、「天理衛生検査技師学校」合同で、昭和42年4月6日、中山正

善二代真柱様はじめ多数のご来賓の列席を賜り、天理よるづ相談所7階調堂において挙行された。東
丼三代次世話部長の開会の辞、三殿遥拝、よろづよ八首奉唱のあと、山本俊平学校長（初代憩の家病
院長）の式辞、引きつづき二代真柱様より本誌冒頭に掲げたお言葉をいただいた。さらに、ご来賓の
方々より多くのご祝辞をいただいた。

第 1章教育方針．

旧校舎（天理衛生検査技師学校）の正門付近

校舎は旧天理中学校校舎を移転した木造瓦葺平屋建ての建物をいただいた。校舎面積は1469㎡、
敷地面積は1993㎡であった。校舎の内訳は教員室兼事務室を中央におき、講義室が3室及び化学、
細菌、血液、血清、病理、物理、生理の実習が行える実習室が4室おかれた。その他図書室、更衣
室、暗室、管理人室、手洗いが設置され、図書については、和書専門書が870冊、洋書165冊を
所蔵していた。
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鐵勘。"i第'章教育方針･沿革

2．夜間2．5年間コース
衛生検査技師の養成は、法的には昭和34年当時、修業年限2年の昼間過程となっていたが、昭和

40年からは修業年限25年間の夜間コースも認められた。
昭和42年開校の本校の教育はこの夜間コースからであった。本校の母体である憩の家臨床病理部

は部長、医員の他検査技師6名、大卒者2名、検査員10名程度のスタートであった。昼間、手伝い
兼実習に来る学生の力は臨床病理部にとって大きな戦力となった。夜間コース1日のスケジュールは
8時15分登校､三殿遥拝､8時30分から病院実習兼手伝い､15時から21時まで学校においての講義、
実習であった。
当時のカリキュラムは基礎科目8科目（数学･物理学･有機化学･無機化学･物理化学･生物学･英語・

ドイツ語)、専門科目13科目（医学概論･公衆衛生概論･臨床病理学総論･衛生検査総論･解剖組織学・
病理学・生化学・生理学・血液学・微生物学・血清学・医動物学・実験用動物学）で、講師陣は主と
して憩の家の医師、技師であったが、外国語、生物学などについては天理大学の先生方であった。
また、夜間コースであるにもかかわらず三殿遥拝から1日を始めるなど、朝の参拝から授業が始

まる現在の信条教育の型がすでに出来ていた。

3．昼間2年間コース
昭和43年3月の天理よるづ相談所理事会で、夜間コースから昼間コースへの移行が決まった。移

行理由は厚生大臣への変更承認申請書によると「天理衛生検査技師学校の夜間制の目的は、天理よる
づ相談所病院の臨床病理部で働く無資格の検査補助員に資格を取らせることであったが、入学希望者
のほとんどは全国各地の高等学校卒業予定者であり、既に付近の病院において臨床検査助手として働
いている者は皆無の状態である。故に夜間制を昼間制に変えたほうが良いと判断するので、昭和44
年4月1日より学則の変更を行いたい」と明記されている。昭和43年8月26日に承認され、第3
期生を迎えた。

新しいカリキュラムは夜間制の教育を踏襄するものであったが、1年生時の午前中に講義 午後に
学内実習が組まれ、2年生時には月．火曜日以外は病院実習であった。学校らしい体制も定着しはじ
め、特に本校の特徴である病院実習の形態の基本形が出来上がっていった。
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第2節臨床検査技師教育と新校舎建設

1．天理医学技術学校への移行昼間3年間コース
医学、医療の進歩に伴い、新検査法の開発が進み検査件数は大きく増加した。中でも生理学的検査

が占める割合は年々増加した。そこで、衛生検査技師が認められていなかった生理学的検査を担当す
る技術者が必要とされるに至り､昭和45年5月21日に｢臨床検査技師､衛生検査技師等に関する法律」
が成立した。新しく誕生した臨床検査技師は、教育は高卒後3年以上、業務に生理学的検査と特例
的に検査用採血を独占業務として加えたものであった。
本校では昭和47年11月2日の天理よるづ相談所理事会において、昭和48年4月1日付けで新

制度に基づく昼間3年制の「天理医学技術学校」を設置することとし、衛生検査技師学校は第6期
生卒業後、昭和49年3月末日をもって廃止することが決議された。昭和48年4月9日、天理よる
づ相談所7階講堂において「天理医学技術学校」の開設式ならびに第1期生（第7期生）の入学式
が行われ、新体制の第1歩が踏みだされた。また、これに伴い、「天理衛生検査技師学校」は昭和49
年3月20日の第6期生の卒業式をもって発展的閉校となった。
3年制の臨床検査技師教育を開始するにあたり、校舎は当時本校の棟続きにあった准看護婦養成所

の部分も使用させていただき、臨床生理、物理、ME等の実習を強化するため実習室の増加を図ると
ともに図書室、更衣室、学生自治会室も設けられた。

新法によりカリキュラムを実施するにつき本校では、新設科目として基礎科目では、人文科学、社
会科学、保健体育、情報科学概論を、専門科目では医用電子工学概論、臨床生理学、臨床化学、RI、
関係法規を追加した。特に医用電子工学概論、臨床生理学、臨床化学には多くの時間数をあて強化を
図った。また、教育が3年になった事による最も大きな追加科目は研究実習である。日常検査をす
るうえで生じてくる問題また臨床からの要望を解決する手段を習得する事を目的に、約3ケ月、週4
日臨床病理部、研究所、学校で行った。学生にとっては指導者よりman to manの指導が受けられ、
学会等での発表にも積極的になれる素養が養われ、卒業後にも大いに役立つ実習となった。学校とし
ては教育効果の高い実習と認識され、実習を受ける側にとっても職場の活性化にもなる重要な実習と
位置付けられた。
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2臨床検査技師教育カリキュラムの変遷
昭和61年には、検査の飛躍的な進歩に伴い検査室の様相が著しく変化したため、厚生省の養成所

指定規則および指導要領の大幅な改正があり、昭和62年より実施することとなった。その概要は、
総時間数は変わらないものの、科目の構成が変わり、基礎科目、専門基礎科目、臨床専門科目と大別
された。また、病院実習の義務化と、臨床専門科目（7科目）を最低1週間、合計330時間以上の
病院における実習を行わなければならなくなった。病院実習の呼び名も「臨床実習」と改名された。
本校カリキュラムも、省令改正を期に第20期生より大幅な変更が行われた。
さらに、平成12年には、政府の規制緩和政策により、医療関係職種の教育について緩和が行われ、

平成12年より臨床検査技師教育カリキュラムが大幅に変更された。その概要は一律一様な指定教育
科目・時間数を廃止し、分野別（基礎分野、専門基礎分野、専門分野)、教育の領域別内容、単位制
などを導入した大綱化、弾力的運用ができる指定規則・指導要領の改変であった。臨床実習も「臨地
実習」と名称が変更となり、7単位(315時間）以上が必須の独立した科目として設定された。この
改正に基づき、本校では第34期生より「セメスター制」を導入し、3年間をI～Ⅵセメスターに分
けた。従来2年生の6月から翌年2月まで行われていた臨床実習が7週間（21日）減り、10月か
ら開始して20週の臨地実習となった。

第‘章教育方針沿革菫雪藝

一 一

一

旧校舎授業風景

．｜|

一 ,

｜§

零
可

全

＝

認

3 3

-

一 畦 ，

一 一 一 五 三

ロも



鐡渉①

ド第1章教育方針・沿革

稀
細胞診実習

唾

～

研究実習発表会

微生物学実習

1

一

- ／ Q

こ どもおぢばがえりひのきしん

スキー実習

3 4

天理教大祭参拝



3．新校舎建設までの経緯と新校舎
旧校舎は、明治35年（1902年）～明治41年(1908年）にかけて、「天理教校」として建築さ

れた校舎の一部であり、約1世紀にわたり多くの卒業生を輩出した。本校においても約30年間で
850名の卒業生を世に送り出したこととなる。
しかし、この校舎が近い将来、使用の限界が来ることは明らかであったため、昭和63年頃からこ

の学校の教育を続けるために最低必要な設備、校舎の配置概要などをまとめ、平成4年に中田武彦
世話部長に提出し、天理中学の校舎（昭和42年建築）を使用してはどうかとの話もいただいた。
そのような中、天理医学技術学校・天理看護学院校舎の新築の話が持ち上がり、平成6年1月4

日の新年互礼会挨拶の中で理事長より、両校新築決定が公表された。
平成7年1月に株式会社竹中工務店により新築工事が開始され、平成8年7月に完成した。新校

舎の概要は1階には学生と教員､学生と講師､学生と卒業生（同窓生)､教職員間などコミュニケーショ
ンを取り合い､ふれあいの場としてのスペースとなっている。2階には講義室やスモールグループディ
スカッションのための演習室が配置され、知識を修めるスペースとなっている。3階には物理系、化
学系､生物系の実習室を一堂に集め､効果的に実習が行えるように工夫してあり、技術を修めるスペー
スとなっている。4階には特別講義や卒後教育にも使用できる大講義室（140名収容）があり、生
涯研修のスペースとなっている。その他、看護学院との共用のスペースとして、医学技術学校棟の5
階には食堂、看護学院棟の4．5階には講堂兼体育館があり入学式や卒業式の会場としても利用され
ている。

4．中山善衞三代真柱様新校舎お入込み
平成8年9月1日、中山善術三代真柱様ご夫妻、善司様（現真柱様）ご夫妻がご来校になり、看

謹学院玄関前でテープカットの後、奥村秀弘看誰学院長、高橋浩医学技術学校長の案内で両校内を視
察された。続いて体育館兼講堂で、両校の職員、学生および「憩の家」職員に対しお言葉（本誌巻頭
掲載）をいただき、その後、深谷善和理事長よりお礼と決意の言葉があった。ご退場後、学院応接室
にて『一手一つ』(11ページ掲載）のご揮毫を賜った。

5．新校舎落成披露
平成8年9月1日の内部関係者への披露宴は食堂で行われ、教会本部関係、業者関係、管内学校

関係および天理よるづ相談所関係者約300名の出席者であった。今村俊三事務局長の司会のもと、
深谷善和理事長の挨拶、松田元次前理事長の音頭で祝福の乾杯が行われ、和気あいあいの中宴が進ん
だ。平成8年9月5日は部外関係者への披露・祝賀会が開催され、体育館兼講堂で式典、食堂で祝
賀会が開催された。官公庁関係、学校関係、天理よるづ相談所関係、協力業者関係、報道関係など約
140名の出席者であり、我々教職員も出席させていただき、このような立派な校舎で教育ができる
事が夢のようであり、感謝と喜びでいっぱいであった。

第1章教育方針．

3 5



鐡態ド第1章教育方針・沿革
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

瀞
ﾛ■

真柱様お入込みテープカット

1

［

科

3 6

灘灘

…

新校舎外観

醗

l _ M
蝿鱈|l

j I
r

II里黙
躯鷹

９

■
。

。
猶

１
１



。蕊室第1章教育方針・沿革黒雲覇碧墨

、
も

こ 1

一

一 戸

正而玄関

-

0

、
「

薄

新校舎西側面

艦

|麺

体育館兼講堂（看護学院棟4．5階）

垂
星

1

『 魁

ワ マ

〆

サ
I

通

8

【
＝ や ー

鰐

脳波実習

鐘
⑪座

一

WI.

認

難

37

自
 

白
包
亭

毎
 
酔
醗

１
１



錬韮ャ第1章教育方針・沿革

-

1

学校長退職記念講義（高橋浩二代学校長）

･耳〆’

ノ

．』‘

雷

､j
F

二二一■
■ ＝ 断I-,h"冑侭､｡↑↑顕"M鐸

』

国家試験激励会（奥村秀弘三代学校長）

ー

景 I

医用工学実習

口 牙

『

蔭ﾐｰｰ箪喜

顕微鏡検査学実習

3 8

公衆衛生学実習

』

碑 一

’

ー

ー

M
寡

ダ

L " 』

化学検査学実習

- 解

塗篭
財

一

零
冒
晒
壹

含
ｉ
画

瓠
‐ク
ロ



第3節臨床工学専攻科とダブルライセンス

1．臨床工学専攻科開設の目的と認可までの経緯
臨床工学技士は医師の指示のもとに人工心肺装置、血液浄化装置、人工呼吸器、除細動器、体外式

ペースメーカなどの生命維持管理装置の操作および保守点検を仕事とする医療専門職種である。昭和
63年4月1日に臨床工学技士法が施行されるまでは、その仕事の多くの部分を臨床検査技師が担当
していた。技士法が施行されてから平成5年3月31までの5年間は経過処置として、厚生労働大臣
指定の講習を受け、かつ生命維持管理装置の操作等を5年以上業として行った者には、臨床工学技
士国家試験受験資格が与えられた。天理よるづ相談所病院においては多くの臨床検査技師がこの経過
処置を利用して臨床工学技士となった。
当院にとって自施設で養成した臨床工学技士が平成5年以降も必要であること、また、本校にお

いても既存の臨床検査学科で学んだ学生に対して引き続き1年間の専門教育を行う事により、4年で
2つの医療資格（ダブルライセンス）を取得することが可能となり、医療現場が求めるより'l'扇の広い
ニーズに対応できる医療従事者を輩出できるとの判断から､平成11年頃より本校に｢臨床工学専攻科」
の新設の検討および準備を開始した。
平成12年9月2日に行われた天理よるづ相談所理事会において、天理医学技術学校に平成13年

度より「臨床工学専攻科」を新設することが可決され、平成13年3月30日付けで厚生労働省より
指定校として認定された。
臨床工学技士の教育開始に当たっては専用の教室、実習室を設け、実習に必要な機器のうち高価な

機器については天理よるづ相談所病院のご好意で調達する事ができた。また電気、機械等の工学系の
科目については近隣の工学系の大学より誰師を派遣していただける蕊となった。

2．カリキュラム（講義・実習）実施概要
専攻科は3年かけて教育が行われるところを､1年間で実施するため教育もハードであるとともに、

受験資格についても次頁の表に示すように多くの科目の既習が必要であった。また専攻科では1年
間を4期間に分割して、集中的な教育を実施した。
第1期（4～6月）は、応用数学、材料工学、電気電子工学、医用工学概論、医用機器学概論、

医用機器安全管理学、生体機能代行技術学（血液浄化)、医用治療機器学の基礎工学および専門科目
の講義を実施した。
第2期(7～9月）は､臨床実習(病院実習)と臨床実習に必要な学内実習(生体機能代行技術学実習、

医用治療機器学実習）が行われた。夏期休暇もお盆前後の2週間となり､本校の特徴でもある実践力、
即戦力を養う教育を実施した。
第3期（10～12月）は、医用物性工学、機械工学、医用計測工学、電気電子工学、電子工学実

習の基礎工学科目と生体機能代行技術学（循環器、呼吸器)、医用機器安全管理学実習が行われてい
る。この期間のもう一つの大切な科目群は､治療を中心とした臨床医学系の講義である。内科学概論、
循環器系、呼吸器系、腎泌尿器系、外科学概論、麻酔科学、集中治療医学、手術部医学等の講義が約
10名の「憩の家」現役医師によって集中的に実施した。
第4期(1～2月）は、国家試験のための補習と模擬試験を頻繁に行い、合格のための猛勉強の

毎日となった。
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表臨床工学専攻科の受験資格（履修条件）

① 人 文 科 学 の う ち 2 科 目 以 上 ② 社 会 科 学 の う ち 2 科 目 以 上
③ 自 然 科 学 の う ち 2 科 目 以 上 ④ 外 国 語 ⑤ 保 健 体 育
⑥以下の科目のうち8科目以上
公衆衛生学、解剖学、生理学、病理学、生化学､免疫学、看護学概論、保健技術学、応用数学、
医用工学概論、システムエ学、情報処理工学、電気工学、電子工学、物性工学、機械工学、材料工学、
計測工学、放射線工学概論、臨床医学概論および内科診断学

3．ダブルライセンス

臨床工学専攻科の開設当初は4年間で2つの国家資格をとる事（ダブルライセンス）が可能であ
るということで出発し、実際には2つ国家資格を取得できない学生もいた。2つの国家資格を取得で
きなかった学生の全ては臨床検査技師国家試験の不合格であった。
この問題を解決するため、平成19年度より一般入学選考試験に加え本校臨床検査学科からの内部

推薦入学選考試験を実施し、臨床検査学科の成績が優秀な学生を入学させる制度を設けた。この結果
として、臨床工学専攻科は開校以来13年間、国家試験の合格率は毎年1 00%を維持した。また臨床
検査学科についても本校入学当初よりダブルライセンスを目標とするなど国家試験合格の意欲がより
高まり、平成19年より臨床検査技師国家試験においても8年間100%の合格率を示した。
臨床工学専攻科の設立は国家試験だけではなく多くの面でも良い影響を与えた。l年制の教育は先

號、後飛がないのが普通であるが、本校臨床工学専攻科の学生は臨床検査学科の卒業生が多く、臨床
検査学科の学生にとっては最上級生のような感がある｡朝の参拝､誰義､実習の出席率が100%に近く、
夏休みも短く、ハードなカリキュラムをこなす臨床工学専攻科の学生は臨床検査学科の学生に対して
学習面においても生活而においても模範となり励みとなった。
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第4節天理医学技術学校閉校

1 .閉校までの経過
18歳人口は平成3年頃より減少の一途をたどり、進学希望者および保護者の大学指向はますます

強くなる傾向が認められ、専修学校への希望者の減少傾向が加速してきた。現に平成10年13校程
度であった大学が平成20年には40校を超えるようになり､専修学校の大学への移行は増加してきた。
さらに医療の進歩に伴い、学習内容は増加すると共に高度化し、医療分野への貢献を高めるためには、
大学に移行し、より優秀な学生を集め高度な教育をする必要が生じてきた。

この見解に基づき天理よるづ相談所において天理医学技術学校と天理看護学院を統合し、大学とし
て教育することが検討された。平成22年11月2日の理事会において、天理看護学院および天理医
学技術学校は資質向上の視点から、平成24年開学予定の天理医療大学に教育を移行し、平成26年
3月をもって閉校とする事が決定された。
天理医療大学の設置申請、開学に伴い、本校においては校舎を共に使用する事の申請ならびに学生

募集の停止等の閉校に向けての手続きを開始し、平成26年3月31日付けで近畿厚生局より「学校
廃止認可」通知を受け、同日をもって閉校となった。
閉校等に伴う手続き

平成22年12月「臨床検査学科の募集中止届」を近畿厚生局長に提出
平成23年12月「校舎の各室の用途及び面積の変更承認申請」を近畿厚生局長に提出
平成24年 2月「校地変更（減少）届」を奈良県知事に提出
平成24年 9月「臨床工学専攻科の募集中止届」を近畿厚生局長に提出
平成25年 1月「校地変更（減少）届」を奈良県知事に提出
平成25年 9月「臨床検査学科・臨床工学専攻科の指定取消申請」を近縦厚生局長に提出
平成26年 1月「学校廃止認可申請」を奈良県知事に提出

2．閉校式典

平成26年3月22日午前10時より真柱様ならびに山澤廣昭内統領ご臨席のもと、天理医学技術
学校閉校式が挙行された。閉校式には真柱様を始め招待者83名、同窓生167名の合計250名が出
席した。曽山奉教専任教員の司会で、上野治彦天理医療大学事務局長の開式の辞に始まり、教会本部
遥拝､よろづよ八首奉唱、19名の物故者への黙祷を行い､引き続き真柱様よりお言葉（本誌巻頭掲載）
を頂戴した。その後、横山一郎理事長挨拶、奥村秀弘学校長式辞、来賓挨拶として内統領山澤廣昭先
生、天理医療大学学長吉田修先生よりご挨拶をいただいた。最後に同窓生全員で仰げば尊し、蛍の光
を斉唱して約1時間で滞りなく閉校式が終了した。

山澤廣昭内統領挨拶

第 1章教育方針・沿革

真柱様 お言葉
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錘，。＃第1章教育方針・沿革

横山一郎理事長は挨拶で天理医学技術学校の国家試験合格率の高さや、皆勤賞受賞する学生の多さ
などの実績を踏まえ、歴代学校教職員に対し、労いの言葉をかけられた。そして教育について、教育
とは教えて育てることであり、教えることは自分の持っている知識、技術を学生に伝えることでそん
なに難しいことではないが、信条教育を基に人を本当に育てる事の難しさを説かれた。信条教育にお

いて天理教教義を説くのは容易だが、それを通して学生を本当に育てることが大切である。本校の実
績は朝の参拝などを通して信条教育が実践された結果であると述べられた。また、「人に尽くすこと
を自らの喜びとする」を建学の精神とする天理医療大学にもこの信条教育の伝統が引き継がれていく
ことを確信していると述べられた。知識､技術に加え､信条教育を通し人格を陶冶し､「おたすけの心」
で周囲への心遣いをすることが大切であると締めくくられた。

「

l ｡ " u
横山一郎 理事長挨拶 奥村秀弘学校長式辞

奥村秀弘学校長は式辞で恩師の割|鵬潜ﾀ性に教えrて1凱淀言葉筋る｢封麹､終わりを全うすべし、すなわ
ち最悩涯で立淵城し遡j3るという言葉臆J1の大切さにつしYて述べられた｡斗城9年に高勵f鯛交長の後を引き継ぎ
本1如倒流の継承と動る発展のために必要なことを考えたときに､設Xゆ理念をしっかりと心に納め､科判勺なﾀ源IIM、
櫛|乾学ぶだけでなく宗教的な温かい豊かな心を身につける学校であるべきと考え、そのために特に信条教育に力を
注↓だと述べられた。信条教育の-つとじて朝の昇殿参拝を刷子することに力を入れた。その結果亙円戎11年に↓措
勤賞を受ける学生力柑てくその後卒業生の半数以上が皆勤賞を受賞するようになり、同瑚こ臨床倹雪学科の国家試
噺細合格率も8婿車続で1 00%となった。これらは勇慨参1勅､ら始まる繩I征しい生活がもたらした成果筋り、平成
13年に設立された臨床.鞘必雛|につしても13年連続国家言蠅始格率100%を糊寺できたのも同様であると述べら
れた。
本校は絵本音肋ご#鶚のもと､堂上も教職員も一体となり、我が国で例のなしツ載里勝樹1f判如素晴らしい伝

統と歴史を築しTてきた。糊尉羨で立派に終わりを全うすることができたと考えておりま式卿つくば天理医療大学|獅未
検査学科にｦ訟里蝋勧li削勧説まらしい伝統と歴史を受け継しでしただけるよう斗獺ｨ､したいと締めくくられた。
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閉校式終了後、真柱様のご臨席のもと、来賓、招待者を対象とする閉校記念パーティーが5階食堂
にて開催された。閉校記念パーティーは上野治彦天理医療大学事務局長の司会で始まり、上田純治世
話部長および高橋浩前学校長に挨拶をいただき、引き続き市村義輝同窓会会長の音頭で乾杯し、開宴
となった。会場は日本民謡協会､津軽三味線家元内田寅社中の津軽三味線､民謡が披露される中､終始、
和やかな雰囲気に包まれていた。最後に奥村秀弘学校長よりお礼の言葉が述べられ、約1時間20分
の宴がお開きとなった。
一方で、同窓生については看護学院棟3階の大教室C、D、Eにて仕出し弁当を食べながら、在学

時のアルバムを見たり、学友と在学時の思い出話に、楽しい時間を過ごした。また、途中から高橋浩
前学校長ほか、恩師の教員も交え和やかな時間が流れた。

天理医報術諏職

I

第1章教育方針・沿革
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第2章各期の卒業生(卒業記念写真･卒業生氏名・メッセージ）
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臨床検査学科（天理衛生検査技師学校） 第1期生（昭和44年9月20日卒業）

入学後、最初の実習は荷解き
前年に病院が開院。大変な時期に先生方は開校

に向けての準備作業に大わらわ。でも、そんなこ
ととは勿論知らない私たち｡最初の実習は荷解き。
本当に手作りの学校って感じでした。
若い時の苦労は青春の味
昼間は病院でのお手伝い。夜間は勉強。講師で

あるドクターは私たちに情熱をもって講義してく
ださったことが今でも強く心に残っています｡｢大
変だったね」と思われるかわかりませんが、いま
振り返ると、楽しかったなぁ～ということしか思
い出せません。この時期に学んだことが、臨床検
査技師としての基礎となったことには間違いあり
ません。

橋本志津香
平井清子
平山好美
藤本佳永
前川芳明
町田勢津子
松田陞

マユーマアントワン

南本正篤
村 上 治
森田敏子
山口太
山本眞蝿子

ふらすこ 1969
今、手元に卒業記念文集“ふらすこ”がありま

す。現在も“ふらすこ”は続いているのでしょう
か。「一期生におくる｣。これは高橋浩先生のお言
葉。慣れない天理に赴任、開校準備、初めての卒
業生を送り出す。この大役を果たされた思いが痛
いほど伝わってきます。
母校は天理医療大学へと発展。1期生としてこ

れ程晴れがましくもあり、ありがたいことはあり
ません。益々の発展を祈念いたします。

（前川芳明記）

4 7
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Graduates

小倉津由子
楳田正
大川良子
岡静子
大崎和恵
岡本光生
梶間清隆

加藤晃
神田道代
木原鹿子
小木幸人
杉原宏美
高l嶋克子
立花ヨシエ

谷口泰則
筒井誠
中尾礼子
中崎利彦
中村操
西尾育子
野田慶徳



識，。ゞ;第2章各期の卒業生

臨床検査学科（天理衛生検査技師学校） 第2期生（昭和45年9月22日卒業）

【第2期生から思い出の一言】
･神様に ひきよせられて今日の幸
･伝統校続いてほしい我が母校
･「臨床病理部分室」（仕事・教育の原点）
･ウサギからの採血、床に溢した水銀拾い
･職人の腕を競ったサンズとミニペット
･アラいやだ「上手に採って」と言う自分
･ 動物舎餌を求めてピクニック
･実習後の夜の講義、すべての声が子守唄
・講義は部長クラス よかった休講多くて
･世界遺産登録？冷（冬）暖（夏）完備の我が校舎
．懐かしい古い校舎、仲間・先輩、しみじみ感謝
･ 軽やかに社交ダンスの天中講堂
･記憶に残るは食べて喋って笑った寮生活
･別所荘屋根の上で フトン干す
．ストーブに当たりながら聴いた世界の名曲、

そこは教室の延長となった深夜の職員室
･病院実習、夜間授業、寮生活、戸惑いと感激の
ひとときでした

．勉強しなかったか。悪友ほど真剣に生きている
．逃避行ラッパ吹きや夢の中
･月日は百代の過客にして…･の心境、青春の一部
･学校には私の全てを作ってもらったと言っても
過言ではありません。

．若く充実の日々、姻爽と遊び（学びは不足）
･はじめてのバイト、ゴルフキャディ、寿司屋、
中華料理とチャーハンの本格料理、習い覚え、
寮で夜腕をふるう

｡実は酒豪だったと判明
･貧乏でもはち切れそうな丸い顔、人生の分岐点
･ 貧 乏 ひ ま な しで す （ 編 集 ： 木 田 光 雄 ）

Graduates

青木健治
阿式一恵
有馬幸子
市村輝義
梅田保子
大河内卓ゴ
大" I I礼子

MesSage

ふみ代
佐和子
義朗
文世
裕子
正子
幸恵

松本逸枝
宮西節子

岡田雅幸
小野喜雄
川村節子
木田光雄
木寅千恵子
切戸美子
阪井照子

酒井
阪木
瀬川
竹内
竹内
出口
中里

中林ふでみ
西栄子
原田敦喜
春名桃江
樋口やう子
増井ひさ子
増田喜一
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臨床検査学科（天理衛生検査技師学校） 第3期生（昭和46年3月24日卒業）

入学生は大半天理教関係の人達で、現役生と少
し年齢の離れた人が約半々､女子が少し多かった。
ちなみに上田先生も一緒に入られ担任であった。

一年生の授業で驚いたのは、基礎科目にドイツ
語があること、当時はまだドイツ語の医学文献が
支流でその文献を読むための授業だそうだ、イッ
ヒリベン…わからない。もう一つは、剖検の見学
があること、授業中突然○○さん病院の剖検室に
見学に行って下さい、アァ心の準備が…剖検室で
は患者さんが横たえられ剖検が始まる、医師、先
輩達がてきぱきと肝臓・肺・心臓・腸など取り出
している、私達はただ固まったまま身動きも出来
ず見ているだけ、途中で気分が悪くなり出て行っ
た人もある、子供の剖検の時は、なぜか涙が止ま
らなかった。夏、合同のキャンプ1･2期生の都

合上一泊だが、キャンプファイヤーでの歌・各期
の出し物・ホークダンスなどアルコールが入るの
でヒートアップ夜遅くまではしゃぎまわった。文
化祭、会合は1．2期生が昼病院夜学校で夜八時
ごろから始まる、文化祭前一週間ぐらいは帰る
のは12時をまわっていた。メインは2日目のダ
ンスパーティ、天理アルスジャズバンドを入れて
行ったため大盛況、接待で忙しくダンスまで手が
回らない。
二年生病院実習､朝から夜遅くまで病院にいた、

化学検査、血液検査はその曰のルーチン検査が終
わってから実習、生理検査はほとんどルーチン検
査の手伝い、心電図はポータブル心電計をもって
病棟に、脳波検査は患者さんの脳波を検査、その
為 勉 強 も し た 。 （ 石 原 明 記 ）

49

Graduates

有持益江
石川多美恵
石出腿子
石原明
板場信子
井村朱視
小田唱子

Message

八原敏子
和田安美
大橋功
片山博正
森岡義守

加納ゆり
川澄淵子
川端淑恵
桑野美千代
近藤満哩子
阪本節代
佐藤秀子

重田裕司
柴崎定男
滝沢清
谷澤道子
永田容子
中村眞知子
中山泰行

疋田裕子
増田徳代
松本育子
三根たまよ
森直仲
森本正代
柳瀬公香



鐡迦．；悌2章各期の卒業生

臨床検査学科（天理衛生検査技師学校） 第4期生（昭和47年3月21日卒業）

4期は学校創立4年目、まだ病院も真新しく、
職員も20代ばかりの勢いのある黎明期とも言え
る時代でした。学校もまだ手探りで、それ故に挑
戦と思える授業があり、私達に強烈な印象を残し
ています。入学時に渡された血液学、血清学、免
疫学、のﾊｰ「ｶﾊ､-の英語原書が教科書であり、こ
れを訳して説明、と言うのが初日からの授業でし
た。解読に明け暮れ、将来解ると言う先生の言葉
を信じるには基礎知識も無い私達には、単語を追
いかける日々、午前に9 0分× 3の 2 7 0分の時
間は長かった。松田先生の強烈な個性と熱意、な
により凄かったあの高度で迫力ある講義内容は今
でも集まれば必ず4期生の話題に上り同期の宝と
なっています。英語だけでも？なのに、なんとド
イツ語までも！今では、男性名詞と女性名詞があ

ることくらいしか頭に残っていません。午後から
の基礎実習は定時に終れず、結果を出すのに夜遅
くまで必死でした。4期のﾁｰﾑﾜｰｸはここからきた
ものだと思います。今では出来ない動物実験に関
わることができたのもあの時代だったからでしょ
う。これらの授業は学校の内容充実への挑戦では
なかったかと思えます。卒業時は4期生だけしか
経験していない事がありました。当時、術生検査
技師から臨床検査技師に移行する年でしたので合
宿しながら、天下の京大で補習講義を、京大生？
として受講することができたのです。授業外の思
い出は大人の1，2期生につられてﾀﾞﾝｽﾊﾟｰﾃｨやｺ
ﾝﾊﾟ、夏のｷｬﾝﾌﾟ、文化祭、卒業旅行と盛りだくさ
んで活動的で充実した学生時代が今でも良き思い
出 に な って い ま す。 （ 藤 野 吉 田 記 ）

Graduates

荒川小百合
上野秀雄
内田有紀
宇都宮築子
小川みの江
木原福女
金城佐登志

栗栖千里
黒木英子
古場峰明
小宮山節子
薦田芳子
佐野麗子
角和子

高丸元代
竹上惠
巽義美
田辺恵三子
寺脇成子
長谷川妙子
畠中美文

藤木久夫
文沢幸子
堀一江
松井三枝子
松阪淳
松本秀子
山本みや子

山本慶和
吉田四男美
渡辺包子

Message

5 0



臨床検査学科（天理衛生検査技師学校） 第5期生（昭和48年3月20日卒業）

5期生同窓の想い出
5期生のポジションを確認しよう。団塊の世代

の次、デザインキャラクター世代、縛られない自
由な発想、個人の尊重が特徴。父親世代は何らか
の形で戦争経験、検査技師学校時代は、高度成長
期の余勢をかって明るく派手な消賀時代、医療技
術的には、セミオートの燗熟期、ITへの変換へ
の揺総期、まだ検査項目は、病態の影を追ってい
た時代。名人的テクニッシャンが存在して、華麗
な職人芸､職人気質がひとつの目標であった時代。
臨床検査をまとまった学問の領域まで高めるとい
う高邇な学校運営集団者の意志。そういった時代
背景の中で､よりによってほぼ全員がまじめ人間、
善良なる魂の持主､前向きな姿勢､といったグルー
プ性格がはまりにはまって、優秀で堅実なまさに

検査技師にうってつけの人材を輩出したようであ
る。男性は8名、理科系の冷静で芯の強い女性が
多かった。学生時代はレポート・レポートで追い
まくられ、つかの間のコンパが息抜き、人間とし
ての素養を深める他のジャンルの読書、スポーツ
などに時間をさく余裕のない、検査づけの時代で
あった。瓦、木、廊下の校舎と時代背景が実にな
つかしい。ちょうどこの寄稿が寄せられる今年は
定年を迎える5期でもある。昭和はその前半は暗
く後半は明るくのびやかであった。父親世代から
暗さも語り伝えられながらも、正午に向かう元気
な時代に、人間性を保てながら、青春時代と検査
技師を堪能した幸せな期である。

（松田誠（旧姓：岩井） 記）

51

Gradua t e s

秋山裕子
石津徹幸
五十川静男
乾あけみ
猪口直子
岩井誠
上柿初代

MeSsage

江嶋祐美
大城恵子
揖ヶ瀬孝
鎌松千鶴
小池里恵
小芝百合子
佐久間美也子

笹田健好
島津美恵子
杉山淳子
立川元枝
谷口恵美子
戸崎みき
中島たつみ

中村和子
西健裕
西岡旬子
西川博之
橋口由紀子
三浦久吉
村上みき

惠正子
森田淳子
山口京子
山谷和子
山本歌子
吉岡竜子
和田ふさ子



鋪罪｡i第2章各期の卒業生

臨床検査学科（天理衛生検査技師学校） 第6期生（昭和49年3月20日卒業）

ご他聞にもれず、我が6期生も全国各地から
来ており、卒業した37人（男：13、女：24）
の出身地を列記すると、東北、北海道:4、関東：
2、中部：9、近畿:10、中四国:6、九州沖縄：

6人、と津々浦々といった感じでした。ちなみに
私は岐阜出身です。在学同時の先生方の事は今も
折に触れ思い起こされます。担任の喜多村昭子先
生にはいろいろとお世話になりました。北陸方面
の研修旅行もご一緒いただき、金沢大学中央検査
室の見学をメインに､冬の荒れた日本海と東尋坊、
兼六園の散策など、はじめて訪れた北陸の地はす
ばらしい思い出として残っています。教務主任の
松田信義先生、教授目標のみにとらわれることな
く、脱線ありきといった独特な授業は印象的で講
義時間が早く感じられたものです。

また実はやさしい先生でしたが、当時はこわ～
い感じだった岡村先生や、見るからに温和で明る
い桐林先生など、入学した直後から始まったハー
ドなオリエンテーション実習、学内実習や講義、
病院実習では素晴らしい講師の先生や先輩技師の
方々にたいへんお世話になりました。2013年の
今年は6期の多くの方が60才の還暦を迎えられ
ます｡私もこの4月に迎え定年退職いたしました。
(まだまだ…)、（これからが青春…）ではありま
すが、健康管理にはより一層の注意を払っていき
たいものです。同期の方々は元気でお暮らしの事
と聞いておりますが、天理医学技術学校同窓会員
の皆様方の益々のご健康とご多幸を祈念しつつ在
学時の思い出のページといたします。

（岩谷一雄記）

芳野克久
米田和子

大西とよ
奥沢松枝
奥村勇
笠倉和之
北川ふく
久保田理彦
佐野孝子

清水貞俊
上木正成
鈴木一枝
鈴木朋子
高橋のぶこ
田中恵子
田中みのり

谷満理子
田村まち子
知花千鶴子
鶴田昌子
渡具知 稔
中上道治
中岡節子

中西智恵子
中村洋子
東岡利枝
前実世子
村上公江
森道広
横内芳子

Graduates

青山信昭
安部なみよ
新井旱百合
岩崎恵美子
岩谷一雌
上原明彦
大峠和彦

Message

5 2



臨床検査学科第7期生（昭和51年3月19日卒業）

石 川 和 子 大 河 内 睦 子 高 橋 陽 子 松 田 徳 子
稲 葉 康 則 太 田 隆 田 崎 昭 夫 松 宮 千 恵
今 村 理 喜 代 大 野 幸 子 田 中 宏 幸 松 村 和 彦
岩 室 ち さ と 奥 矢 万 里 子 千 歳 と も 向 井 照 美
上 西 薫 熊 谷 寿 代 露 口 好 江 安 田 正 利
上 西 久 美 子 小 林 育 代 中 田 茂 湯 川 弘 子
上 野 真 由 美 瀬 良 和 子 林 ひ と み 渡 辺 明 美

|  Message
7期の我々が入学した年は、臨床検査技師を養いたのだなあと思い返されます。

成するべく従来の2年制の天理衛生検査技師学校 自治会活動も自由關達で、新しいキャンプ場
を天理医学技術学校に改称し、新たに3年制とし （洞川）での学生同士のコミュニケーションや学
て出発した時期でした。我々は天理医学技術学校校内の広い講堂で臨床病理部と合同のダンスパー
としては第1期生になります。 ティーを行ったりと楽しいひとときを過ごせたこ
天理教校ゆかりの木造校舎を使用し多くの検査とも良き思い出となっています。

学を学んでいました。記憶にあるのは、化学実習28名が卒業し、天理よるづ相談所病院をはじ
ではデータ集計で計算が必要なとき、現在のようめ各地の医療現場で、病める人たちの一助になれ
に電卓が発達していなかったため、紙に計算式をばと現在まで頑張ってきました。その我々も定年
書いてみたり、ソロバンを使ったり、計算尺をを迎える時期が間近となり、定年後は検査技師と
使ったりと工夫して結果を出していました｡また、 して継続する者もあり、また第二の人生を証歌す
学校には大容量の蒸留水製造装置がなかったためる者もあるでしょう。天理医学技術学校が閉校に
か､実習中に蒸留水タンクを自転車の後に積んで、 なることは実に寂しい限りですが、当時の学生生
本院の7階中央材料室へ蒸留水を貰いに行った記活の良き思い出は、それぞれの胸の中に永遠に残
憶があります。このように苦労して実習を行ってるものと思っています。 （安田正利 記）

’ Graduates

5 3



鐵韮I第2章各期の卒業生

臨床検査学科第8期生（昭和52年3月19日卒業）

8期生思い出話ベスト5
その①上田先生が「この実習室に入ってはいけ
ません」と言われた。入ってはいけませんと言わ
れると入りたくなるもので､なんだろと入ったら、
机と床に白い挨の様なものが付いていて、ダニの
大量発生だった。ギャー11その②その当時パ
ソコンどころか電卓さえ無い時代で、実習後の変
動係数や、標準偏差を出すのに、紙に書いてソロ
バンや計算尺で計算したので、夜中の2～3時
頃までかかった。しんどかつた。その③ 2013
年の今年､風疹が流行しているが､思い起こせば、
私達が学生の頃も大流行した。なんと、修学旅行
に行く船中で、GさんとNさんが発熱！結局彼
女達は、ホテルで寝ていることに、さらにK先
生も倒れ、旅行から帰ってからも次々と感染し、

クラスの大半が風疹にかかってしまった。
その④ 1年生の時、文化祭でダンスパーティが
開かれた。ワルツ、ルンバ、ジルバ…しかも生演
奏付き、病院の他部署の方、外国の方、先輩方々
も来られ、超満員で大盛況だった。その⑤学生
だった30数年前の洗浄液は硫酸に二クロム酸カ
リを加えたクロム硫酸というものを使用してい
た。このクロム硫酸､つけた覚えがないのに､ジー
パン、ストッキング、Tシャツに穴をあけてしま
う恐ろしい洗浄液だった。作り替えた直後は発熱
するため、固いピペット洗浄そうのプラスチック
がぐにゃぐにゃになって筒状のものが変形し、こ
のままだとあの恐ろしいクロム硫酸が流れだすん
じゃないかとドキドキした。

（岡山、奥村、池内、久保記）

’
小山富子
佐々木さと
下地朝子
砂原佳代子
竹下洋子
竹中裕子
寺脇邦子

西原えり子
原まゆみ
原 都
東中千鶴子
藤田恵子
藤田憲治
前田啓子

森井紀里
赦田邦子
山本隆子
吉村房子
渡部智恵子

Gradua t e s

芦田公子
石原弓子
上西千鶴
岡山幸成
桑野法子
郷内るみ子
小原喜志子

MesSage
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臨床検査学科第9期生（昭和53年3月18日卒業）

新 井 緑 岡 本 幸 子 鴻 池 資 啓
池 田 正 子 小 川 匡 之 佐 藤 政 一
井 上 多 恵 子 鐡 原 拓 雄 篠 原 茂 子
丼 上 信 代 川 岸 直 子 芝 田 陽 子
榎 本 道 子 北 浦 啓 子 下 地 朝 夫
岡 田 典 子 北 川 教 子 末 吉 範 行
岡 本 陽 木 寺 英 明 関 谷 真 理

|  Message
検査科9期生の特徴と思い出
9期生34名の出身地は、北は北海道から南は

沖縄県宮古島まで全国各地から縁あって集まった
仲間たちでした。卒業後も遠く離れた同窓生に久

しぶりに会いに行く名目で9期生同窓会は継続
され、卒業して30年以上経っても十数名が集ま
る仲の良い仲間たちです。
卒業後に作成した9期生卒業アルバム「ああ

青春」を開くと、一気に学生時代にタイムスリッ
プできます。学生当時の34人の写真と紹介コメ
ントを見ていると思わず微笑んでしまいます。こ
のコメントも才能の1つです。当時は鍬といえ
ばフォークソングで、自分でギターを弾いて学校
でも寮でもよく歌を歌っていたS君の影響は大き
く、放課後旧校舎の学生ホールに集まってはよく

歌った記憶が蘇えってきます。他に、病院職員の
野球チームのレギュラーになった人、本校の10
周年記念パーティーで得意のバトンを披露してく
れた人など、持ち前の才能を色々な所で発揮する
ユニークな仲間たちでもありました。
3年間担任をして頂いた市村先生には、成人式

の前日の宴会で新築された家でところ構わず吐く
者もいて、大変ご迷惑をおかけしました。若気の
至りといえ、今となっては事の重大さを痛感して
います。
思い出が多い天理医学技術学校が閉校になるこ

とはこの上なく寂しいことですが、今の自分があ
るのは学校や恩師や先輩方のおかげであると思う
と感謝の気持ちでいっぱいです。

（木寺英明記）

5 5

Graduates

高松良樹
田口紀久代
中原文子
東岡定子
藤本幸代
増田郁子
松尾京子

松下博文
三鬼ひでみ
満畠裕美
谷口和歌子
山田祐一
横地正勝



嶽態（第2章各期の卒業生

臨床検査学科第10期生（昭和54年3月20日卒業）

開校から、半世紀が経過した。感慨深く、10
期生の足跡を辿る。
昭和51年3月の二次試験合格者は42名（男

9 )、4月の入学時では34名（男8 )、卒業時は
28名（男6）で、近年の傾向（入学者と卒業者
数および男女比率はほぼ同じ）とは、かなり違っ
ていた。
10期生の特徴1元OL、作家、大学志望（医学

部他)、昔でいう「防人」だった人など、個性溢
れる集団であった。思い出話のベスト51①開
校初の国家試験合格1 00%達成②木田先生を
交えての宴会の多さ③仙台、東京方面の研修旅
行④臨検祭での演劇⑤教室外授業以上は同窓
会でも必出話題である｡それぞれのミニ詳細！「松
ぼっくりの会」と称する国試対策勉強会グループ

藤井ひとみ
南義弘
村田初恵
杢田眞知子
山下純子
山梨三代子
横道富喜子

5 6

GraduateS

今井教嗣
大久保徹
大河内淑恵
片岡良子
片山美都子
北得維子
小池ちおり

MesSage

富 崎緑
中川宜子
中村恵子
野田純代
萩原長子
橋本匡子
萬砂秀雄

河野淵子
佐藤三千代
杉浦紀子
高橋秀一
瀧本順三郎
竹下貴子
辰己勝代

の発足と活動における苦労話。入学2週間後の
T君（今、教職）企画の宴会を皮切りに、木田先
生ご結婚の祝宴会など、3年間の宴会数は、実に
十数回！おかげで深い絆が誕生12年次の東北、
北里、および東海大学病院の見学と、東京での最
後の夜、学会帰りの高橋校長が合流され、たっぷ
りと激論の反省会!l年次の臨検祭の後夜祭で、
なんとクラス全員で演劇実演！シナリオは今や心
エコー学会重鎮であるT君が、2日間で書き上げ
たもの。基礎生理でのソフトボール、微生物での
花見、医学英語でのレコードによるクリスマスソ
ングの鑑賞、など。忘れえぬ感動の3年間！
忘れえぬ言葉！「人を大切にする人は人の理を与
えられる」（宗教の授業にて）
教職員先生方に熱く感謝11 （南義弘記）



臨床検査学科第11期生（昭和55年3月19日卒業）

11期生は40名で最も多い期でした。そのた
め上の写真を他の期と比較すると一人ひとりが小
さく写っており損した気分です。しかし、人が多
いことは良いことです。前回平成24年の同窓会
では旧姓三根先生も同席してくださり13名の参

加で他の期よりも多かったと思います。同窓会で
は出席番号1番から40番まで順にハガキに書か
れた近況報告、何処にいるのか、連絡はとれたか
など確認し合い盛り上がりました。どうやら全員
達者でいることが分かり何よりでした。住所では
北は北海道から南は広島県、愛媛県までの人がい
て、九州、沖縄にはいないようです。また幸い東
北地方太平洋沖地震では、その地域に住んでいる
人はおらず、被災した人もいないようで安心しま
した。

学生時代の思い出を書くように依頼されました
が、既に30年以上たっており思い出すことは僅
かなこと。そこで本当に久しぶりに当時作製した
アルバム開いてみました。びっくりしたのは若さ
と躍動感のある写真が多いことです。当時1枚撮
るのもお金が必要で今のように気軽には撮れない
時代です。撮られた写真が傑作なものが多いのは
そのためかもしれません。プリントもお金がな

かったので白黒写真が混じっていますが、かえっ
て落ち着いた感じが出され、躍動感のあるカラー
写真のとのコントラストがあり、面白く編集され
ています。私がどうこう言うよりアルバムを久し
ぶりに見てみて楽しかった学生時代を思い出して
ください。

（河野久記）

GraduateS

石川明美
石川真由美
石神|場子
石田順子
猪田猛久
内野知子
大東礼子

MeSsage

奥田里美
角田道久
蒲池和恵
亀江なおみ
唐木幹次
木本柄津子
神津厚子

河野久
在長和廠
酒井美智子
坂本律子
杉本佳世子
田上美鈴
塚本敦子

問本佳予子
都所きみ子
永坂ユキ
西江紀美子
納口英次
福貴和雄
福田弘美

藤原美智子
北条恵美子
堀川明美
巻幡信広
正木修一
松丼英子
松田玲子

村松啓江
村松宗子
守谷みゆき
渡辺加代子
渡辺由佳里

5 7
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臨床検査学科第12期生（昭和56年3月20日卒業）

12期生の思い出
私が天理医学技術学校へ入学したのは1978年

で、古びた校舎を見てこれが学校か？と驚いた。
当時は臨床検査技師がどのような職業なのかを知
らないまま入学し、初めての採血実習では、緊張
して手が震えた記憶がある。12期生は市村先生
が担任で、非常に個性のある学生が多かった。市
村先生の言葉で覚えているのは「どうにかなると
思っていても、どうにもならん」という言葉で、
確かにテスト勉強もろくにせず、テストに臨んだ
ときは、そのとおりだと思ったものである。一年
時の学生のキャンプは先発隊から参加し、草刈や
場所づくりに汗を流した。夏のおぢばがえりのひ
のきしんでは駐車場で車の誘導を行った。2年の
病院実習では、いつの間にか迫ってくるレポート

の提出期限を気にしながら、なるべく期限内に提
出しようと頑張った。3年の研究実習ではなかな
か思うような結果がでず、指導していただいた技
師の方々には大変お世話になった。国家試験の時

は緊張した。12期は残念ながら100%合格では
なかったが、皆頑張っていた。当時は病院のサッ
カークラブに学生も参加していた。私はサッカー
などやったことがなかったが、若さだけでやって
いた。不思議なことに、憩の家に就職した今もま
だ続いている。もうすぐ天理医学技術学校はなく
なり、これからは天理医療大学が技師の養成を
行っていくことになる。さびしい気もするが、こ
れからは大学卒の技師の活躍にも期待したい。

（豊田充宏記）

Graduates

阿 部浩
伊藤康彦
稲森茂美
上岡政重
上田多惠子
浦穂波
大谷敦

MeSsage

大眉あけみ
片岡こず江
杉岡玉恵
鈴木昭雄
砂田広子
田中教雄
谷口和代

津田淳
豊田充宏
中川真澄
中嶋千恵子
中村克也
名田久恵
原田讓

春永育子
藤本一満
松井正之
丸谷佐代美
森實和代
薮内博史
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Graduates

伊藤起久子
宇野眞弓美
岡崎寿美子
勝山政彦
可畑真美
小瀬古領
園田直樹

Message

仁垣美香
西岡正彦
野村和子
長谷川正行
原和子
肥後覚子
福塚勝弘

藤本伸泰
藤原郁子
枡丼千鶴
松田雅美
松本京子
三笠正則
矢島良子

山口博子
山本眞代
吉田秀人

臨床検査学科第13期生（昭和57年3月20日卒業）

同級生が集まれば必ず話題に上るオリエンテー
ション、注射器を手にしたこともない者がいきな
り他人の静脈へ針を刺す恐怖、忘れもしない動脈
噴水事件。毎日繰り広げられる器具争奪戦。忙し
い技師さんたちのおっかけをしないと終われない
病院実習。火傷しそうなほど熱い先生方、友達と
いう言葉でいいつくせない同志たち。学校名は消

えても私の血や肉になっています。

by宇野真由美
天理医学技術学校の授業や実習を担当している

こともあり閉校になることの実感が湧きません。
この30年、学生を指導すると共に私自身も大変
勉強させていただきました。自分の為でなく患者
さんのために、つまり、患者中心の医療こそ天理
医学技術学校の基本だと思っています。これが私

の財産となっています。天理医学技術学校は閉校
しますが、天理医療大学へその精神を引き継いで
もらえるように、我々卒業生は今後もより一層、
患者さんの為に医療技術者として精進しなければ
ならないと考えます。

by吉田秀人
就職して30年余り、天理医学技術学校で、先

生方・仲間と共に大変ハードな3年間を、乗り
越えたことを誇りに、頑張ってくる事ができまし
た。皆さんとの出会いに､心より感謝しています。
そして、天理医学技術学校は、心の灯台となり、
いつまでも皆さんを素晴らしい人生に導いてくれ
ることでしょう。

by福塚勝弘
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鎌3。’i第2章各期の卒業生

臨床検査学科第14期生（昭和58年3月19日卒業）

14期生の特徴と在学中の思い出
14期生は天医校を卒業して31年目になりま

す。平成25年4月1日憩の家永年勤続30年を
5人が迎えることができました。同期生各自も各
地でベテランとして活躍していることと思いま

す。
14期生の特徴はこれと言ってありませんが、

敢えて表現すれば「平均的でおとなしい」でしょ
うか。個性が強かった12期、13期、15期の間
に挟まれていたこともその一因と考えます。
今ではパソコンやスマートフォンで何でもでき

る時代ですが、当時はテレビを持っている人も少
数で、唯一の文明の利器と言えば、親から買って
もらった関数演算ができる電卓でした。2年生時
は8ケ月に渡り病院実習で各部署を回り、レポー

トに追われる日々を過ごしました。3年生時は発
表まで5ケ月程度費やして研究実習を行いまし
た。研究実習の抄録は手書きか一部の人が植字型

のタイプライターを用いておりました。スライド
もブルースライドであったため撮影から現像まで
丸一日掛かり、失敗すれば一からやり直しの繰り
返しでした。
当時から天医校卒業生は、国家試験の合格率が

高く日本各地で即戦力になる人材であると重宝が
られておりました。現在もその校風は着実に受け
継がれております。天医校が閉校し天理医療大学
に移行しても、その伝統を是非とも引き継いでも
らいたいものです。

（士屋直道記）

Grad uates

井藤則子
宇城千穂
梅景知美
岡本久
尾山多恵子
菊山美貴子
岸本ひとみ

岸森千幸
近藤敏枝
芝山美和子
城正志
杉邑芳樹
高田章美
伊達祥子

田中聡子
士屋直道
中河須美代
中村たまき
三重さゆり
西尾久明
西久保みち子

橋本儀一
畑中徳子
平井利彦
船内和美
古谷浩子
松本雅子
丸谷みゆき

森下恵美子
渡辺真美

Message

6 0

一
一



麟
臨床検査学科第15期生（昭和59年3月19日卒業）

15期生の想い出
かれこれ30年！前に、15期生は、天理医学

技術学校に居りました。
自分たちで言っていいものかどうかわかりませ

んが、ひとことで言うと、「ユニークで最高に楽
しい15期」だったと、いまでも思っています。
とにかく、“学校の授業以外のことをするとき”
は、とても団結できた、私たちにとっては、すば
らしい15期でした。お酒の飲めない私が、卒業
式の夜は、人生初の四次会を経験できたのも、こ
の仲間だからこそと思っています。ただ、次の日
から、職場のオリエンテーションが始まり、同期
の男性全員が講義中に一番後ろの席で爆睡してし
まい、ひんしゅくを買ってしまいました。今考え
ると、なんていう奴らだったんだろうと反省して

松下由美
宗岡悦子
森田加津美
山下瑞穂
山下宗人
吉井孝依

Gradua t e s

赤瀬丈二
今中ひとみ
岩月豊盛
麻植芳郎
大石典子
大西博之
大林準

MesSage

弓$

う
げ

r＝

’リ
L

I ‘山

一
詞

乎
一

佐藤洋
重久宜子
草加英子
高橋一美
田中裕子
中||鳴貴代
仁井 忠

メq

r，I

笥際

盆
誕齢 蕊篭

柏屋美貴子
加藤美千代
菊地雅彦
岸 正幸
小崎節子
小寺謙一
小林良充

います。
また、教務の先生方には、ご迷惑ばかりかけて

いた15期だったと思います。ほんとうに申し訳
ございませんでした。そして、暖かく見守ってい
ただき、ありがとうございました。
卒業して30年になりますが、今出会っても、

時間を飛び越して、心を開いて話の出来る、かけ
がいのない仲間たちを作らせていただいた、天理
医学技術学校に感謝しています。

（ 大 林 準 記 ）
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鎌鷆&I第2章各期の卒業生

臨床検査学科第16期生（昭和60年3月20日卒業）

阿 比 留 仁 北 川 和 成 杉 本 由 美 子 前 川 眞 吾
荒 尾 正 久 保 克 美 関 口 き よ み 松 下 陽 子
大 串 和 弘 小 出 泰 志 高 田 和 子 宮 本 文
大 西 規 陽 子 斉 藤 永 実 大 東 律 子 薮 内 り か
大 矢 敬 子 澤 井 章 子 服 部 玉 緒 山 口 尊 子
尾 崎 俊 也 島 川 宏 一 濱 石 理 恵 琉 健 二
角 み ふ く 末 永 千 津 子 林 田 明 子

Message
在 学 時 の 思 い 出 だ っ た こ と 。 そ し て 、 1 つ 1 つ の 思 い 出 の そ ば に

この3年間はとても濃く、険しい道のりでした。は、いつも笑顔の友達があったこと、などを思い
振りかえると、◆校舎◆旧校舎は、横からも下出しました。◆教務4 '最後に、私は個人的に本
からも、すきま風だらけだったこと。◆朝礼◆ 校には、学生として、教員として2度お世話に
朝礼でのスピーチはとても緊張したこと。◆キャなりました。諸先生方のご苦労を知るとともに、
ンプ◆先発隊を結成し、草むらを伐採することか学生を育てながら、私自身も成長させていただき
ら始める、何もかもが本格的なサバイバルキヤンました。誇りに思うことは、この学校の精ﾈ' l 'は、
プだったこと。◆ひのきしん◆今も昔も変わりま脈々と後輩へ受け継がれていること、多くの卒業
せんが、炎天下の中でのおぢばがえりひのきしん生が国内外問わず､活躍されていることです。今、
は、とても暑く、肌が真っ黒になるまで働いたこ多くの思いを胸に、天理医学技術学校の閉校を受
と。◆臨地実習・研究実習◆諸先輩方には、厳しけ止めるとともに、お世話になった多くの人々に
くかつ、優しく指導していただいたこと。現場の感謝を申し上げます。ありがとうご､ざいました。
先輩の仕事に対する情熱やプロとしてのプライド（後藤きよみ（旧姓：関口） 記）
の高さに大きく影響を受けたこと。当時の発表ス
ライドは手造りで、夜遅くまでかかりとても大変

Graduates

62



臨床検査学科第17期生（昭和61年3月15日卒業）

卒業から早20数年、45期生の卒業をもって
閉校となると知り少々寂しい気持ちでおります。
さて学校での最初の思い出は入試日の事。待合室
となっていたホールの扉が受験生側に倒れるとい
うアクシデント！扉が外れる？平屋の外観とい
い､重要文化財並の木造校舎に衝撃を受けました。
学校生活が始まると朝は参拝からスタートで自宅
生にとっては朝早く通学するのは大変だったと思
います。実習は夜の8時を過ぎることもありま
したから…。実習・レポートに追われる毎口でし
たが、キャンプや臨検祭、研修旅行、体育授業の
スキーやスケートといろんな経験もできました。
ちょうど卒業の年が教祖百年祭の年でひのきしん
をしながら国家試験の勉強をしたことも思い出さ
れます。ただなによりも重要なのは17期として

私達が出会ったこと。医技校に来た理由、天理教
の信者だから･･国試の合格率が高いから…学費が
安いから…それぞれに理由があったと思いますが
私達は出会いました。そして別れもありました。
在学中にひとり、30歳を前にまたひとり友人を
亡くしました。命について、生きること．生かさ
れていることについてより強く考えさせられた期
だったようにも感じます。木造校舎が近代的な建
物に変わり天理医学技術学校は閉校となっても、
確かに私達は出会い、学び、巣立ちました。天理
の地でまた皆さんと再会できることを楽しみにし
ております。

（坂本よう子（|日姓;木村） 記）

63

Graduates

阿部聖美
阿部洋士
出田也寸志
井上雅章
上坂朋子
浦西さよみ
大迫昌代

Message

山本祥代川本佳代
木村よう子
小松正志
滝本春美
竹内文江
武田真由美
田島幹子

田中秀子
田中みつる
藤愼二
虎丼由紀子
中島博子
中山惠美子
那須幸博

西田幸代
藤田桂子
藤原しのぶ
細野香
真下照子
松田美由紀
御前均
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癖moli第2章各期の卒業生

臨床検査学科第18期生（昭和62年3月20日卒業）

18期の特徴というか、自慢できるところは、
男女関係なく学生時代から、現在までみんなの仲
が良いことです。仲が良すぎて、同期同士で結婚
して今もラブラブな関係を維持しているS夫妻は
特別ですが、何年ぶりかであっても、一|瞬で打ち
解けて飲んで騒げる仲間がいることは人生におい
て幸せなことだと思います。私だけかもしれませ
んが､クラスの中には一人ぐらい話しにくいとか、
ちょっと苦手なタイプの人がいるのが普通だと思
いますが、18期の中にはそんな人は一人もいま
せん。

18期の同窓会は5年毎の同窓会総会前夜に行
う事が恒例ですが、今年はGWに同窓会をしまし
た。昼に集合して、みんなで奈良公園を歩いて、
茶粥とわらび餅食べて、ゼーゼー言いながら若草

山に登って終わりという、超健康的な内容で行い
ました。その間､ゲームや余興があるわけでなく、
だらだらしゃべっているだけですが、それでも結
構楽しく感じるし、来てよかったと思えます。そ
の仲間の一人が今年の冬に結婚するというビッグ
ニュースがあり、お祝いパーティーを盛大に行う
予定です。
近頃老眼が進行し、白髪も増加し全身の衰えを

感じざるを得ない年代で、あと5年もすれば爺
ちゃん、婆ちゃんになっている人もいるでしょう
が、まだまだ元気で仲良く集まってわいわい騒ぎ
たいと思っています。
学校が閉校する事は寂しく感じますが、こんな

良き仲間と出会えた天理医学技術学校に感謝申し
上 げ ま す。 （ 小 林 靖 雄 記 ）

小林靖雄
坂井よし
崎幸代
崎田光人
笹谷育代
佐藤順子
佐藤裕司

城内美香
鈴木健
西尾陽子
西川昌伸
平野智美
村井明子
森井睦美

GraduateS

有澤由美子
石本真弓
乾佐知子
岡崎哲也
梶木三佳
皮田順美
幸田暗康

MeSSage

横田洋
和田光代
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臨床検査学科第19期生（昭和63年3月19日卒業）

入学から卒業までの私の記憶を辿ってみまし
た。1985年（昭和60年）に30名が入学。1
年次は冬には雪が振り込む旧校舎での講義、学内
実習、2年次は病院での臨床実習で怖い先輩方か
ら愛情と厳しさの詰まった指導を受け、レポート
の期限に追いまくられ、3年次には研究実習、国
試対策とあっという間の3年間でした。厳しいス
ケジュールではありましたが、鍛えられた分み

んないい子に育ちました（笑)。3年間の最大イ
ベントはやはり国家試験でした。「国試落ちれば
ただの人｣、「めざせ合格率100％連続記録更新」
を胸に国家試験を受験(近畿大学にて）しました。
丁度、男子9名であったため野球のユニホームを
着て挑みました｡女子においてははつぴ着てる人、
首や頭にレイをしてる人もいたでしょうか？そん

細田薫
村上珠美
元慶暢子
森嶋良一
米田由美子
渡辺周吾

GraduateS

伊禮みどり
大|鳴剛史
神田典尚
窪真理
倉橋雅
小島君子
酒向治恵

Message

田村玲子
二重実
西村康司
西羅睦子
原II鳴一幸
日野睦
別所直子

清水俊宏
下原洋子
千崎香
高|鳴徹
高田みづき
高橋由佳
竹岡加陽

な事をしても受験拒否のされないいい時代でした
(笑)。全員合格の知らせに達成感を感じ、1 988
年（昭和63年、昭和末期？の年、バブル全盛期
だったよな！）に27名が卒業しました。卒業し
て26年になり改めて本校で教えて頂いたことを
省みると①問題意識を持ち、②解決のため努力を
惜しまず耐え、③その先には達成感があることで
あるとではないかと思います。私事ですが現在、
管理職と社内教育に従事しています。教えて頂い
た思想、理念を伝えることが私の責務と思ってお
ります。高橋校長先生、市村先生、喜多村先生、
上田先生、平山先生、岩谷先生、木寺先生、松井
さん、田村さん、柘植さん本当にお世話になりあ
りがとうございました。

（原嶋一幸、南 睦、竹岡加陽 記）
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臨床検査学科第20期生（平成元年3月20日卒業）

早くも卒業してから、四半世紀がたちました。
わくわくした気持ちを持ち、それぞれの思い・大
きな夢を描いて、旧天理医学技術学校を訪ね、縁
あってともに学ぶ仲間になりました。あの木造の
校舎を見つめ、門の前で決意を新たに足を踏み入
れたこの世界…。一致団結とはほど遠い、ばらば
らの自分勝手な個人の集まりでした。
憧れの白衣は、いつも青く、すぐに始まった洗

浄実習ではびしょびしょになり、毎日が手書きレ
ポートに追われ、なんとも長く感じた日々でし
た。気がつけば、食後の食器までも40回洗浄を
してしまうほど身についていました。学内実習で
は、割れていない器具の取り合い・二人組みのう
さぎ心臓採血・写真実習…わいわいがやがやうる
さい学生達でした。研究実習では、日本酒をコツ

プ1杯飲んでl升瓶を前に酔っ払いがぐだぐだ2
時間、採血と検尿のために閉じこもっていました
ね。「歯医者に行く」と車の運転免許をとりに行っ
たり、代返に憧れ授業を抜け出したり…長続きす
るはずがない、そんな印象をみんなが持っていた
はずなのに、結局、どっぷりとはまってしまった
のです。
「新人類」と呼ばれていたことからも、諸先號

方とは少しずつ変化し始めた時代だったのでしょ
う。
これからもマイペースでわたしたちらしく、前

へ進んでいきましょう。
（桑野（旧姓：黒濟） 記）

GraduateS

今西えみ子
大谷正伸
落合由佳子
岸本明子
北浦朋子
北野康子
久保典子

Message

矢野智仁黒濟和代
古山真由美
坂本真一
澤喜代美
塚谷百子
鳥飼己容子
中村智子

萩原裕子
東美子
藤田美晴
前田朋代
前田美和
松林光代
宮本厚子
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臨床検査学科第21期生（平成2年3月20日卒業）

21期生は、男子3名、女子21名と男子の少
ない期でした。私たちが2年生のときには学校全
体で男子が10名という状態で、野球チームも結
成が難しく、このまま天医校も女子校へと変わっ
ていくのではないかと危機感さえ感じていまし

た。私たち21期生は、今から思えば非常にまと
まったクラスであったように思います。女子は男
子を立て、男子は女子を引っ張るという感じでし
た。3年間、一緒に学校生活を送っていると最後
は男子も女子も訳がわからない感じでしたが･･。
上の写真を見ても分かるように、卒業式にはみ

んな同じ服装で参加しました。白いシャツに同じ
ネクタイ、近鉄百貨店に24本のネクタイを買い
に行ったのを覚えています。卒業式の朝にはみん
なでネクタイを結び合い、ネクタイが長すぎて、

制服の下からはみ出していた人もいましたが、ス
カートやズボンの中に入れて隠してました。女子
は、なんとも様にならない格好でしたが、こうし
て振り返るといい思い出の一つです。また、バレ
ンタインデーの日には、培地に見立てたチョコ
レートを男子に作ってくれました。自宅生は寮に
泊まり作ってくれたようでした。そのチョコレー
トは見事で、さまざまな色の、なんともリアルな
コロニーにたべるのがもったいないというより、

腹が痛くならないかと心配になるくらいでした。
このように誰も発想しないような事を、なんとも
簡単にこなせる明るく、楽しいクラスであったと
思います。

（北川孝道記）
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Graduates

青塚文枝
池澤令子
井谷香奈子
岩本通子
樫根則子
片岡麻衣子
河合和美

MesSage

宮本和子
森口優子
安野真美

北川孝道
桜井佳子
更谷佳容
塩津直美
嶋田昌司
田原 綾
富山まどか

中井実美
永谷道一
林りつ
福田有里
前川ふみよ
宮内尚子
宮村和江



第 2 章各期の卒業生

臨床検査学科第22期生（平成3年3月19日卒業）

卒業後、12年余り勤めた検査センターを退職
して以来、臨床検査からも天理からも離れた生活
を送っています。今lgI、天医校が閉校と聞き、寂
しく、そして卒業からずいぶん時が過ぎてしまっ
たのだなと感|既を覚えています。そして記念文集
のために、天医校の思い出を寄せるようにと言わ
れました。が、同窓会の度に、他の同級生たちが、
学生時代のことをよく覚えているのに驚くばかり
だったので、かなり不安です。それでも忘れられ
ないのが、何時に終わるかわからない実習です。
生徒もげんなりですが、つきあってくださった先
生方の忍耐に頭が上がらない思いです。自分が努
力しても終業時間の見えない残業、わが身に置き
換えたら、愚痴ばっかり言いそうです。その節は
本当にお世話をおかけしました。

そして次に挙げるのは、大好きだった木造校舎
です。もう、現物を見たことのない卒業生も多く
なったのでしょうね。医療系の学校にはとても見
えない和風木造平屋建てでした。夏はホールに涼
しい風が吹き、廊下はギシギシ鳴り、床板の隙間
からは地面が見える所もありました。そんなレト
ロな環境と学んでいる内容のギャップが素敵でし
た。あの校舎が更地になったのを見たときは､｢母
校」がなくなってしまったという思いで、かつて
門のあった場所でしばらく呆然としていました。
今回の閉校は、大学制への移行に伴うもので、歴
史は続いていきます。旧校舎のなくなった時のよ
うな悲しみはありません。今後のさらなる発展を
お祈りして､駄文をし締めくくりたいと思います。

（加藤さおり（旧姓：羽重田） 記）

Graduates

太田奈津子
岡前文子
岡本純子
片畑まゆみ
菊池 まつよ
久保和代
桑野彩

MesSage

河 野京
佐々木 雅美
島崎雅美
|嶋田史子
田中敬一郎
田村訓子
手嶋敏裕

天白奈里
豊田一宏
中山美保
羽重田さおり
日置貴美子
部谷晃子
町田みち子

松井恵美
安岡宏子
安田明子
山本由佳子
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北野宏
小松方
後藤公恵
染谷絹子
田中千晶
辻敦美
筒井孝一

中傳博子
夏秋知佳
野口由貴
福井由美
藤原仙子
松浦久美
横内陸

Gradua t e s

伊藤むつみ
植田隆史
大谷有美
小野多加子
河合真紀
川副しのぶ
神田京美

Message

吉川綾子
吉田難
吉村国晃

臨床検査学科第23期生（平成4年3月19日卒業）

私たち23期生は平成元年に入学し、青春（?）
の3年間を今は懐かしの旧校舎ですごしました。
廊下の隙間から見える雑草の緑、夏は暑くて冬は

寒い教室、薄暗いトイレ、暗い実習室の片隅に置
かれた人体模型、などなど、校舎は古くてこわ～
い感じでしたが、明るく楽しい学生生活を送って
いたように思います。

さて、23期生の思い出と言えばやはり卒業旅
行です。卒業旅行では国試が終わった開放感から
か、“賑やかな夜”になったことは言うまでもあ
りません。トイレの鍵を閉め忘れ、「お尻見られ
た～～!!」と叫ぶ女子、枕と便器を間違えて抱え
込んで寝ていた女子、などなど今思えば若かりし
頃のよき思い出です。また、23期生は人材豊富
でしたが、中でも忘れてはいけないのがMr.小

松の存在です。3年生の時は学生ホールで“小松
塾' 'なるものを開き、お世話になった生徒は数知
れず･･お陰で23期生は全員無事国家試験に合
格することができました。
卒業後は、臨床検査技師を続けている人（中に

は副技師長になった人も)、主婦してる人、なぜ
かどこぞの接骨院で受付をしている人、子育て
真っ最中の人、独身を躯歌してる人…23期生男
子5人、女子19人、合わせて24人。今はそれ
ぞれ別の道を歩いていますが、みんな頑張ってい
ます。
“輝かしい青春の3年間､'、実習とレポートと

試験に追われ苦楽を共に過ごした同期生のみなさ
ん11母校は無くなってもいつでも“第2の故郷”
天理に帰ってきてください。（木下真紀 記）

6 9
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臨床検査学科第24期生（平成5年3月16日卒業）

在学時の思い出
24期生は、人学時21名、卒業時17名という、

少数精鋭（?）の個性派（強者）ぞろいでした。
少人数であったがゆえ、教室での一人当たりの

占有面積は広く、1人でも風邪で休もうものなら
2～3人休んでいるかのような印象を与え、実習
では使用する器具や機器は一人一人余裕を持って

使用することができ、途中でサボろうものなら誰
がサボっているかも一目瞭然、臨床実習（今の臨
地実習）も各部署にはほとんど一人ずつ行かせて
いただきマンツーマンで熱血指導（あまりのでき
の悪さに『帰れ！！！』と何度叱られたことか)、
キャンプや臨検祭は一人一人がパワー全開（？）
で大はしゃぎ、一人でも落ちようものなら合格率
は95％を切ってしまうというプレッシャーの中

での国家試験みごと全員合格…。
医技校での思い出は本当にたくさんあります。

人数が少ない分、一人一人の個性が強調され、ぶ
つかり合うこともしばしば（結構？）ありました
が、卒業して約20年経った今、たったの3年間
でしたが、先生方や職員の方、たくさんの先輩方
や後輩達のおかげで本当に充実した学生生活を送
ることができたなぁとしみじみ感じております。

（中野佐多子記）

Gradua t e s

大谷敦子
上林里佳
久保美由紀
桑木康子
佐藤直美
田中淑恵
冨 岡 万 里

Message

前 田保
宮崎和子
柳田裕起
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臨床検査学科第25期生（平成6年3月15日卒業）

学校を卒業してずいぶん経ちますが、今でもみ
んなで集まると学生時代の話で盛り上がります。
学生生活は大変でしたが、それ以上に楽しかった
日々が記憶に刻み込まれているのでしょう。
学生時代の思い出のNo．1は、私たち25期で

臨検祭を一度無くしてしまったことです。理由は
なんとなく忘れてしまいましたが、誰もリーダー
になりたがらなかったからでしょうか？私たちは

団結力はあるけど面倒臭がり屋という、やる気が
あるのか無いのかよくわからない期でした（今の
臨検祭があるのは、次の年に頑張って復活させた
26期のおかげですね)。
次に思い出すのは、国家試験です。天理駅での

お見送りや、後輩のみなさんがお弁当とハチマキ
とタスキを一人一人に用意してくれたことが、と

ても力強く感じました。でも少し目立ったみたい
で、試験官に午後からはハチマキとタスキは外す
ようにアナウンスされた時、天医校生らしさに笑
いました。
あとは、終電がなくなりそうな程遅くまでした

学内実習。ひたすら暗記した試験勉強。レポート
に追われた臨床実習。ギリギリまで頑張った研究
実習。隠し事なんてありえないほど打ち解けた寮
生活．．など挙げればキリがありません。

25期生のみなさんと出会えた事に感謝します。
先生方が親身になって教えて下さったから、今の
私たちがいます｡本当にありがとうございました。
学校がなくなっても、私たちは忘れません。

（廣田貴代記）
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Graduates

飯田雅美
井田淳
井原敦子
岩切早苗
湘見|場子
遠藤佐夫
大須賀直美

MeSSage

吉井園美荻野真弓
奥清寿子
小倉登
佐々木綾美
下元勝喜
鈴木聖子
竹内良枝

堤笑子
中村恵
長坂|場子
永野綾子
臓田貴代
廣中義之
藤枝さおり

星加智子
望月弥生
本山知春
諸井万季
山崎善夫
山田ちとせ
山本周一

’
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臨床検査学科第26期生（平成7年3月15日卒業）

在学時の思い出

天理医学技術学校を卒業して20年近くがたち
ます。26期同窓会を幾度か行いましたが、一家
を養っているお父さん、仕事しながら子育て中の
お母さん、検査技師から離れている人、それぞれ
の環境は現在さまざまですが、思い出話、近況報
告などに話がつきることがないくらい楽しい時間
を持つことができます。それというのも、あの医
技校の3年間、共に頑張ってきた仲間だからだ
と思います。
26期の特徴をあげるとすれば、『まとまってい

ないようでまとまっていた」といったとこでしょ
うか。一人一人は自他とも認める個性派ぞろい。
一見まとまりようがないクラスでしたが、キャン
プ中に行われた運動会では、力を合わせ3年連

続優勝、臨検祭は2年次に一度なくなったもの
を話し合いを重ね、3年次に中心となって復活さ
せました。また就職では、ほとんど求人情報がこ
ない超氷河期だったため、夏休みに手分けして多
くの病院などに自ら電話をし、就職がないかを問
い合わせ就職試験先を開拓しました。国試対策で
は、それぞれの科目で得意な人が講師となり、放
課後勉強会や、模擬試験の答え合わせなどを行い
ました。このようにクラス全員が一つとなり乗り
越えたり、成し遂げたりしたことは、26期の誇
れる思い出です。
思い出の基礎となる天理医学技術学校は閉校し

てしまいますが、これからも良き仲間で、それぞ
れが年齢を重ねていく姿をみていけたらいいなと
思います。 （松田江身子（旧姓：和田） 記）

Gradua t e s

浅沼舞子
阿曽基子
阿部貴子
伊藤朋行
加藤佳代子
木多有香
木村さっき

近藤恭世
下田まどか
下村大樹
麿取三和
滝川晶子
豊嶋麻美子
中島政司

、
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中西 昇
名倉理教
鉈橋聖美
橋本武昌
橋本ゆみ
藤岡博美
藤谷尚代

山本容子
和田江身子
和田昌巳
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Graduates

安 藤忍
上野浩司
上村香穂里
大谷直美
勝本早苗
加藤順子
小林昌弘

合田三樹子
佐藤浩司
澤井みちよ
園須美子
空岡千明
谷口由美
中尾秀代

中島明美
中島美千代
名原佐織
野村優子
濱田幸子
林 裕 子
日浦和美

諦章各期"卒業生菫雪謹' 一 一 一

臨床検査学科第27期生（平成8年3月15日卒業）

早いもので私達27期生が卒業して17年の歳
月が過ぎました。私達が学んだ旧校舎、そして生
活した男子寮、女子寮は跡形もなくなってしまい
ました。意外と少ないスペースで勉強し、生活し
ていたのかと改めて感じます。27期生の特徴は
とにかく宴会好きでありました。事あるごとに理
由をつけよく宴会をしていました。宴会の為にク
ラス費を使い込み、クラス費が底をつきそうに
なったこと、スキー実習ではなぜかお酒の思い出
ばかりが残っていることなど、宴会にまつわるエ
ピソードはこれ以外にもいっぱい残っています。
もう一つの特徴は29名中男子がたったの4名と
非常に少なかったことです。たとえは実習などで
クラスを4グループに分けるとその中に男子は一
人だけになってしまいます。そのため男子の肩身

は狭く、あらゆる物事の決定権はすべて女子に
あったように思います。
こんな27期生でありますが全員が国家試験を

合格することができました。今では仕事をバリバ
リやっている人、仕事を辞め家庭に入った人、仕
事と家庭を両立している人、様々です。そして昔
のようにみんなで集まって宴会をすることもなく
なってしまいました。天理医学技術学校の閉校と
いうことでこの文章を書いていますが、書きなが
ら少しさみしいような、とても懐かしいような気
分になっています。またみんなで集まって思い出
話や今の状況などについて話が出来る機会があれ
ばと思います。

（小林昌弘 記）

穂羅＃
重 電 ; 雲 画 四 J 茶

■

霞
▼

土

q

が 底

鋪O

i s

L .  k /

M1
｡

ー 騨
一 噛

り ■

藍更詞k異

蓄

P

列

X 1 h K R

南 祐 三
宮本恵理子
村上忍
森本有香
保田智絵
山田道代
山本智恵美

山本光美

垂 垣

I

←

騨
一

-
ー

尉
一

『
ノ

ィ

心

洞 百 両 ’

隆{皇

割
# 11

f

ー
■

￥

今
動

瀞
一 ! 画

別
？ ■

ー 陸 一 文

’
両

§

7 3

-

MeSSage

瀞

贋

卯

哩
延

一
一

一

一

一

一
一

帥
“恥
四
一

｝

←

・
畠
一

Ｌ

＆

『

Ｐ

ｕ

唾
雇

一

認
膨
、
＆
や『

ｑ
５
１

Ｖｖ
列Ｉ

‐
‐
蕪
鱈

ｒ

‐

罰
嘩

別
海
？



"m"鶴2章各期の卒業生

謹
鯵 一

瀞糎蒋■；

窪

一ら
h

臨床検査学科第28期生（平成9年3月15日卒業）
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GraduateS

中村文井 口 り え 北 爪 玲 子 松 川 裕 一
石 上 純 悦 久 保 愛 子 西 川 重 輝 三 重 野 和 恵
江 川 友 美 篠 田 和 子 福 田 砂 織 三 島 範 子
奥 田 浩 司 柴 田 正 慶 藤 野 充 普 森 | 隆 之

古川雅也小 倉 美 和 巽 壮 生 山 本 将 毅
小 田 切 隆 貢 豊 川 道 代 前 本 奈 保 子 和 井 元 篤 美
川 畑 麻 乃 中 埜 伸 二 町 田 正 代
|  Message
寄稿文の依頼をうけ卒業から10年以上すぎた退学者も多かったのだと思う。

学校生活3年間を振り返り印象に残った事、ど 3年間を「しんどかつた」と誰もが納得する。
んな28期であったか改めて考えてみた。 もう一度やり直す？と聞かれたら私は即座に
28期生は入学時、2，3年の先輩は女子が多い "NO"と答えるだろう。では違う学校がよかった

なかで男女割合が均等で目立った学年であった。 か？と問われるとこれも"NO"である。3年間同
学生もオリエンテーションが終わる頃に退学を決じクラスで早朝から夜遅くまで生活（苦楽）を共
意した者、基礎実習が終わるまでに退学を決意しにした時間は、小学校から始まった学生生活で最
た者、留年したもの、留年してきた者、新たな将も多くのクラスメイトときずなが築けた大切な3
来をめざし退学したもの等々卒業するころにはメ年間でもあったからだ。
ンバーがかなり変化していた。今から思うと将来社会人となった今でも同じ目標に向かって進ん
がぼんやりしていた高校生から技師として働けるでいる仲間たちとは学会先や仕事の相談などで関
までの学力と経験と精神面を3年間で学ぶカリュわる機会も多い。これからもつながりを大切にし
キュラムは自分にあった仕事であるか真剣に考えていきたい。
さ せ ら れ る 場 に も な っ て い た 。 そ の 中 で 新 し い 方 （ 福 田 砂 織 記 ）
向（将来）を決断できる若者が多かったからこそ
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臨床検査学科第29期生（平成10年3月14日卒業）

家 重 純 子 櫻 井 妙 子 平 清 美 仲 野 隆 一 ボ l l l 谷 順 子 森 本 有 喜
石 塚 ゆ か り 柴 田 あ か ね 高 橋 弓 枝 永 松 道 代 前 田 裕 美 山 脇 知 美
出 雲 正 昭 清 水 真 由 美 武 井 哲 也 西 尾 美 知 子 松 尾 愛
植 田 香 下 田 智 子 田 中 順 子 濱 岡 美 春 松 本 有 香 子
大 川 洋 毅 杉 野 泉 辻 裕 美 子 林 寛 子 三 上 和 代
越 智 光 恵 杉 本 佳 世 土 橋 洋 子 久 永 悠 子 三 島 裕 美
木 村 素 実 杉 山 佳 代 中 尾 百 合 細 井 優 作 森 奈 津 恵
|  Message
2 9 期 生 の 思 い 出 史 を 感 じ る 貴 重 な 経 験 を さ せ て 頂 き ま し た 。 ま
私達29期生は、旧校舎・新校舎それぞれの学た、29期生は女子の多い学年でした。しかも女

び舎で同じ時間ずつ過ごした学年です。入学時にらしさの中にも個々をしっかりと持ち何事にも前
は「これが学校･･？」という思いを誰もが抱くほ向きなたくましい女子が多く、唯一5人の男子
ど古い木造校舎で、歩けばぎしぎしと軋む廊下には肩身の狭い思いを多々させていたかもしれま
に、夏は暑く冬は隙間風の寒さに耐えながら学ぶせん。教室には全国各地色々な方言が飛び交って
教室。中でも夏の唯一の涼であった天井からの大おり「～じゃけん｣、「～じゃろ」などの広島弁が
型扇風機は回すと屋根がギシギシと軋み落下して響いていたのが印象的です。そんな仲間達も技師
くるのではないかという恐怖感を感じながら授業になって早16年目に突入しました。検査業務の
を受けていたことが懐かしく思い出されます。そ他各認定資格取得への挑戦やMRIや内視鏡検査
んな校舎とも一年半でお別れし夏休みには冷暖房などに多'|皮に渡って活躍している者もいれば、専
完備の新しい校舎へと引っ越し作業。クラス全員業主婦として頑張っている仲間も沢山います。こ
で実習の器具や教材など諸先輩方が旧校舎で築きれからも医技校卒であること誇りに思いそれぞれ
上げてこられた数々の思い出を梱包しながら積みの人生歩んで生きたいですね。
あがっていく段ボールの多さに、この医技校の歴（北田佳世（旧姓：杉山） 記）
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鐡鷆ギ第2章各期の卒業生

臨床検査学科第30期生（平成11年3月13日卒業）

30期生は旧校舎を知る最後の学年です。軋む
木製の廊下､全然涼しくならない天井のプロペラ、
休み時間になると煙で真っ白になる学生ホールな

ど、入学当初は驚きの連続でした。夏休みに入り
高校の同級生達がアルバイトに明け暮れながらも

キャンパスライフを楽しんでいる姿を横目に、何
故自分達は新校舎への引越しを手伝っているのか
不満に思ったこともありました。しかし、新校舎
に移り快適な環境で殆どの学生生活を過ごしたに
もかかわらず、旧校舎の様子は今でも脳裏に焼き
ついています。それだけ旧校舎には言葉では言い
表せない歴史が詰まっていたのだと思います。旧
校舎で過ごした4ヶ月間は本当に良き思い出で
す。

さて、どの学年にも言えることでしょうが、

30期生にはそれぞれに役割分担があったように
思います。キャンプになると天才的な能力を発揮
する者、存在だけで周囲を癒してくれる者、母親
のように温かく相談に乗ってくれる者など、それ
ぞれに個性がありながらも頼りになる仲間達でし
た。中には卒業してから一度も会っていない友も
いますが、風の噂で元気にしている様子を聞くと

それだけで嬉しくなるのは、苦楽を共にした仲間
だからなのだと思います。天理医学技術学校は閉
校しても縁あって巡り合った同級生はこれからも
お互いに大切な存在です。
30期生のみなさん、今後ともよろしくお願い

します。また会いましょう。
（曽山奉教記）
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伊藤修司
氏家あかね
大西句美子
岡田潤平
輕賀満
川野久美子
熊澤巳和

河野さよ
小松由明
佐々木新介
佐野あゆみ
杉本浩世
曽山奉教
武田朋美
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出口真太郎
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笠松千代
勝井由紀
加藤丈明
兼安優子
北川愛子
児玉綾子
小林史孝

臨床検査学科第31期生（平成12年3月13日卒業）

31期生の思い出
31期生は天理医学技術学校が新校舎になって

から初めての入学生でした。一見、濃い人間の多
い集団のように思われがちでしたが、実は常に
リーダー的な存在であった小林さんを中心に（当
時6歳上になるとこんなに大人なんだ～と思っ
てとても頼りにしていました)、よくまとまった
いい学年だったと思います。その団結力で新しい
取り組みもたくさん行いました。臨検祭では、一
般の方に対して初めて実習（病理の染色や化学の
分析等）を取り入れ、皆さんにより臨床検査を身
近に感じてもらうことに成功しましたし、他校の
方を招待し情報交換会を行い、当時天理医学技術
学校しか知らない自分たちにとってとてもいい刺
激を受けることができました。また、藤本一満先

一

第2章各加卒業生雲蕊
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秋田博之
明穂一広
市場恵利子
岩根文男
宇井孝爾
大西小百合
小野敦子

MesSage

坂口明徳
坂口徹
迫田理恵
杉村宗典
高橘裕治
滝祐子
武山佳代
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佃笑美
寺岡洋美
巾村知恵
中森隆志
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生を中心にバレーボール部を結成し、天理よるづ
相談所病院院内バレーボール大会で優勝を飾った
のもいい思い出となりました。勉強面でも団結力
が発揮され、上位数人が1人で突っ走っていく
のではなく、試験前になると下の面倒をよく見て
くれましたし（お世話になりました)、臨床実習
も週末には情報交換会（宴会？）を行い、その週
のよく分からなかったこと、失敗談を聞いてもら
いアドバイスしてもらっていたからこそ乗り越え
られたんだと思っています。改めて振り返ると、
いい思い出ばかりではなかったのですが、お互い
支えつついい関係だったと思います。

（永井直治記）
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臨床検査学科第32期生（平成13年3月13日卒業）

平成10年4月、私たちは32期生として天理
医学技術学校門をくぐり、長い3年間がスター
トした。そういえば、「制服」の情報が錯綜して
いたのを思い出す。ちょうど上下制服への移行期
であり、入学前の情報では入手しきれていなかっ
た者がほとんどであり、これはいつ着るのか？ま
さか､毎日？いやいや先輩はそうでもないぞ。と、
高校を卒業したにも関わらず、引き続き制服生活
になるとは思っていなかった者たちが嘆いてい
た。私も含め。そのような学生の意識改革に教務
の先生方は苦労されていたのは分かっては､いた。
今思えば本当に小さいこと。
在学中の3年間は、各々が目標や夢、日々の

課題をクリアするために精一杯頑張った。その中
での思い出や印象はまちまちで、これを機に思い

返してみることも、楽しいと思える時期に差し掛
かっている年齢ではないかと思う。少なくとも、
みんな3年間で、少～しだけ大人に近づけさせ
てもらえたのではないかと思う。

卒業時、超就職氷河期であり、そんな中でも夢
が叶った者、思うように就職が決まらない者、と
りあえずの就職になった者､進学した者､様々だっ
た。そしてこの十数年、おそらくみんな自分のこ
とでいっぱいだったのではないかと思う。
医技校が閉校となった今､改めてみんなのこと、

在学中のことを立ち止まって思い出し、何か行動
に移したくなる人がいればいいと思う。私はいつ
も天理で待っています。

（高橋千恵子（旧姓：齊部） 記）

撫 戯

大久保彰繕
亀井紀子
河野佑一
木村光絵
小畠和美
小堀小百合
齊部千恵子

佐々木哩沙
瀧上仁美
竹内彰浩
竹内和美
烏豆英子
中澤務
中西まこ

西尾隆史
橘本陽子
花尻康人
慶長良実
藤村美幸
藤原名緒子
正山量子

Gradua t e s
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臨床検査学科第33期生（平成14年3月13日卒業）

時が経つのは早いもので天理医学技術学校33

期生が卒業して11年になります。つい最近まで
学生だったような気がしますが、それがいつのま
にか「天理医学技術学校47年の歩み」での各期
の卒業生代表として在学中の思い出を書くという
立場になっています。こうして今、在学中の思い
出を振り返ると思い出すのはやはり臨床実習や研
究実習そしてレポート、試験など勉強関連のこと
が多いように思います。1年生では高校までの勉
強内容とは全く変わり臨床検査技師という医療専
門職の重要性や大切さ、難しさを痛感し、2年生
では臨床実習で毎週レポートや予習などで病院に
行くのが嫌だったことを思い出します。3年生で
は研究実習と国家試験の勉強とで在学3年間は
勉強ずくめだったような気がします。しかし、そ

の勉強の思い出よりも印象に強く、楽しかったの
はもちろん遊びの思い出です。卓球や野球、ボー
リングなどで仲間と明け暮れた日々が僕の一番の
思い出です。授業や実習の後に暗くなるまで野球
や卓球をして帰りにコンビニによってカップ麺を
食べて家に帰る。3年間、ほぼこの繰り返しでし
たが今、思い出すとすごく懐かしく楽しかったこ
とを思い出します｡33期生のほとんどの人達と
は現在、会えていない状態ですが勉強会や学会で
見かけたときにはぜひ声をかけてくださいね。同
窓会をやりたいといつも思っていますがなかなか
できていない現状です。いつかやりますのでこれ
を読まれた方はぜひご参加よろしくお願いしま
す。

（倉村英二 記）

Graduates

生|鳴兼治
石橋優紀
井手大輔
乾光一郎
植西美由貴
奥田陽子
木村優友

倉村英二
胡内恵利奈
小澤悟
齋藤芳子
佐々木亮介
田口貴子
都竹亜紀子

寺田純代
西田知秀
服部一希
福谷和也
藤田千|場
細川知子
松房むつみ

松本瞳
眞鍋嘉子
向井真理子
薮内優子
山上祐果
山下絵美
山中あいか
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脇本理栄子
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篠原夕佳
瀬口|場子
中島里絵
中村彰宏
二階堂まゆみ
西山由里子
林真理子

早瀬綾子
藤川彰子
宮尾ひとみ
山口寿子
湯谷真弘
若井英恵

て奮い立たせて頂けると幸甚に存じます。今後も
引き続き同窓会活動にご尽力の程よろしくお願い
致します。

（中村彰宏記）

臨床検査学科第34期生（平成15年3月13日卒業）

第34期生
天理医学技術学校第34期生は男5名､女22名、

計27名のとても男が少ない期で女性陣の力が強
力な期でしたが、本当にこの期は男女隔たり無く
大変仲が良いクラスで、また先生とも仲良くさせ
て頂きました。担任の木寺先生とは男子寮で秘密
会議をし、副担任の喜夛村先生とはプライベート
なことまでいろいろ相談に乗って頂きました。ク
ラスー丸となり開催にこぎ着けたキャンプや臨検
祭もいい思い出です。
卒業後も何度も集まろうと企画をしてきました

が、結局企画が成功したのはたったの1回(BBQ
しました）…、同窓会計画委員として大変惨めな
実紙で申し訳ございません。今後は心を入れ替え
て企画しますので何卒皆様のやる気を私にぶつけ

80

Gradua t e s

石渡真紗子
今出麗菜
印藤翔一
上村日登美
上村哩沙
大本かおり
鬼村道子
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臨床検査学科第35期生（平成16年3月8日卒業）

今 久 保 佳 美 杉 本 浩 士 友 野 悦 見 松 田 浩 明
大 上 卓 也 鈴 木 | 場 介 中 井 理 絵 三 島 拓 士

中村智美金 田 智 美 武 田 侑 子 山 沖 亜 衣
川 中 瑠 衣 辻 本 貴 美 東 良 憲 吉 田 光 萌
近 藤 万 奈 美 角 田 真 弓 廣 居 睦 美 吉 田 睦
榊 原 弘 光 津 山 和 由 藤 原 基 誠 吉 野 未 佐 子
白 士 慎 一 郎 冨 田 江 里 子 松 岡 梨 栄
[  Mess週g
早いもので卒業して10年経ち、現在研究実習策講座を開き、国試合格100%を目指したこと

にきている学生さんが45期生ということもあり、です。今でも当時作った「国試対策ゴロ合わせ」
時の流れを感じずにはいられません。しかし、在は忘れられません。そして無事に全員合格できた
学時の思い出は今でも色槌せることなく心に残っことが1番の思い出です。
て い ま す 。 最 近 は な か な か 同 窓 会 を 開 く こ と も で き て い ま
私たち35期生は男性10名、女性17名、計せんが、学会誌等で同期生の名前をみる機会もふ

27名のクラスでした。普段はそこまで仲良しクえ、皆の活躍を嬉しく思っています。医技校の閉
ラスではありませんでしたが、臨検祭やキャンプ校は残念ですが、天理医療大学の後輩達にも今ま
等のイベントになると一致団結できていたと思い での47年の志を引き継いでいっていただきたい
ます。3年時の大雨でのキャンプ決行や、卒業旅 です。今では天理よるづ相談所病院に残る35期
行のディズニーランドで強風でア1,ラクションも生は最後の1人となってしまいましたが、これか
パレードも中止になってしまったことも、今とならも学生時代のフレッシュな気持ちを忘れずにが
れ ば い い 思 い 出 で す 。 ん ば っ て い き た い と 思 っ て い ま す 。
中でも特に記憶に残っているのは、国家試験前 （阿部梨栄（旧姓:松岡） 記）

には各科目に教育担当者を決め、放課後に国試対
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臨床検査学科第36期生（平成17年3月10日卒業）

秋 山 美 香 木 村 真 実 千 枝 貴 幸 藤 田 宏 吉 田 舞
井 ノ 上 哲 智 久 保 直 美 近 本 か ず み 藤 原 知 佳 子
井 上 加 奈 子 小 林 史 宜 中 川 恵 美 船 津 忠 年
岡 田 明 菜 坂 口 悟 中 川 沙 織 細 川 無
神 谷 真 知 子 澤 井 千 佳 藤 井 恵 理 前 野 舞
亀 井 良 恵 隆 藤 千 沙 藤 川 麻 由 美 森 田 弘 道
神 田 明 子 竹 田 直 美 藤 北 尭 彦 森 本 隆 行
|  Message
在学時の思い出を綴らせて頂くにあたり、兎に が無かったツワモノが多数在籍しておりました。

も角にも先ずは同期の皆に謝罪させて頂きたいと そのツワモノ達は皆一様に喋ること喋ること。毎
思います。寄稿するのが私なんだ。ごめんね。日にぎやかに過ごしていました。そのおかげか今
私たち36期生の最大の特徴と言えば、大学を振り返ってみると、実習にレポート、テストにイ

卒業してから本校に入学した方が3人もいた事 ベントと忙しい毎日でしたが、つらく厳しい日々
ではないでしょうか。3人とも年齢差を感じさせ といった印象は無く、不思議とあの頃に戻りたい
ない気安さで接してくれつつも、教員や実習先の と思ってしまいます。とは言え、問題が無かった
先輩技師とはまた違う立場で高校出たての私たち わけではないし、ややこしい事も多分にありまし
を導いて下さったように思います。逆に先生方に たが、それでも国家試験には全員合格するなど締
おかれましては、規律が厳しい校風に対して斜に めるところは締める。そんな集まりだったように
構えがちな私達に手を焼かれたものと思います。思います。
次に36期生と言えば、元気でうるさかった事 多少美化されている上､大雑把ではありますが、

でしょうか。36期生は、北は北海道から南は九 以上が36期生として過ごした私の思い出になり
州までのI幅広い出身者で構成され、天理で3年ます。
間 を 過 ご して も 決 して 標 準 語 や 関 西 弁 に 染 ま る 事 （ 藤 北 尭 彦 記 ）

Graduates
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|臨床検査学科第37期生（平成18年3月10日卒業）

私たち37期生は、天理医学技術学校の開校以
来はじめて男子生徒が女子生徒よりも多い学年で
した。その為か、担任の前川先生（現在医学研究
所に勤務）には容赦なくしごかれた事をよく覚え
ています。天理医学技術学校で過ごした3年間
は、みんなで頭の上に？？を並べた講義から、グ
ループ単位で練りあいながら進めた実習、制服の
まま汗だくになってバスケットをした昼休みまで
とても充実した日々でした。また、講義実習以外
にも臨検際やキャンプなどの自治会行事では、同
じ学年同士だけでなく3学年が協力し合って進
めていき、そこから一体感や達成感を味わうこと
が出来ました。これも医学技術学校の良さだった
と思います。当時、2年連続国家試験1 00%合格
したあとの3年目に100％を逃すというサイク

ルを数回繰り返しており、私たちはその「3年目
のジンクス｣にあたる年に入学してしまいました。
国家試験に向けては、なんとか全員で合格を目指
し取り組みましたが、結果的にはジンクスとおり
100％を達成する事が出来ませんでした。しかし、
その反動があったおかげで、37期以降、現在に
至るまで一度も国家試験合格率1 00%を逃すこ
となくこれているものと自負しております。
天理医学技術学校で学んだ知識やそこで築かれ

た人とのつながりはこれからも絶えることはあり
ません。これからも卒業生である誇りを持って仕
事や学術活動に取り組んでいきたいと思います。

（松谷勇人記）

Gradua t e s

泉美香
丼上沙津紀
今村あい
岩III帝美樹
梅田耕太郎
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平山博子
深田万紀子
藤井孝晃
本庄一壮
本田香織
松 井 優
三代洋宣

村井洋子
諸井ひろみ
山本成紀
吉岡明治

田中芳惠
寺田弥生
長岡俊治
馬場智弓
林将生
早渕勇貴
飛田香織

Gradua t e s

石川幸佳
井上小百合
今村亮太
大月昭人
苅田健
久保寺一徳
潮崎裕也

MeSsa9e
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臨床検査学科第38期生（平成19年3月10日卒業）

私が天理医学技術学校38期生として入学して
から、早いもので10年が経ちました。入学時は
親元を離れての憤れない生活や医学という未知の
領域への不安など、様々な思いの中での学生生活
のスタートでしたが、38期生は25名と少人数
であり、すぐに全員と仲良くなり不安もなくなっ
たのを覚えています。天理医学技術学校の良いと
ころは、全員が同じ講義・実習や病院実習を受け
る事ができ、不安や悩みをみんなで共有すること
ができたことです。38期生はみんな真面目で仲
が良かったため、お互いに協力し合うことで乗り
越えていけました。国家試験勉強もグループ学習
などに取り組み、無事に全員合格することができ
ました。学業面でも非常に充実しており、教員か
ら病院での指導者まで全員が学校の先輩であり、

3年間技師の手で技師に必要な知識や技術を習得
させてもらったことは大きな財産となりました。
そして就職して次は自分が後輩の指導者となるこ
とで､技師としても成長させてもらうことができ、
天理医学技術学校の教育は学生のみならず技師に
なってからも多くことを学ばせてもらいました。
天理医学技術学校は閉校となってしまいます

が、このような素晴らしい環境で学習できたこと
に感謝し、卒業生としての誇りをもってこれから
も日々精進していこうと思います。

（吉岡明治記）
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Gradua te s

伊勢奈々子
植松耕平
大門由輝
大谷祐哉
梶谷美咲
川口直也
小林彩乃

佐賀洋子
佐藤栄次郎
澤井舜仁
住奈帆子
高ll鳴亜衣
高瀬早紀
高橋里香

武田祐美
武野建吾
谷口恒輝
外嶋彩香
中村はる香
中村優貴
白畠大地
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臨床検査学科第43期生（平成24年3月9日卒業）

三年間の思い出

43期生は相当にラブ＆キッチュな連中であり、
いい意味で個性のある人間が集まっていたのて、
個人的にはこの3年間楽しませてもらった。学
校の先生方、病院の技師さんもこのクラスはおと
なしいという評判だったが、授業が終わればにぎ
やかになってたのを良く覚えている。
そんな医技校の一番の思い出は、やっぱり3年
の臨検祭。国家試験が迫ってくる中、部門の準
備､そしてダンスの練習など忙しい時期だったが、
43期生の気持ちがついに1つとなって、ダンス
では誕生日サプライズで『一人の乙女？』を嬉し
泣きさせることも出来て、忙しかったけど一番の
いい思い出だった。
専修学校の最後の試練である国家試験では、

43期生の一部は僕も含めてあまり勤勉とは言え
ず､全員合格を先生方に心配される程であったが、
土壇場での底力はあったようで無事に全員合格す
ることが出来た。また僕たちの期は医技校初の6
連頼という期であったが、先生方曰く『奇跡』や
『夢』の域だったようである（笑)。
現在では僕も勤務しており、日々の業務と先叢

方の技術を吸収しようとすることで精一杯です
が、これからも立派な技師になるべく頑張ってい

きます。
（谷口恒輝記）
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田中富之
田渕磨美
中野雄太
中本樹
成田真奈美
平川弥寿与
松尾はる花
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臘山正弥
礒脇志舞
井手理彦
大野裕貴
岡崎瑞
小川真実
北川歩
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臨床検査学科第44期生（平成25年3月7日卒業）

今思えば私たち44期生は個性が強いというか、
マイペースな人が多かったです。悪く言ったらま
とまりがないようにも見えました。担任の瀧本先
生はたくさんご苦労されたと思います。ですが、
44期生がどこにも負けないくらいクラスのまと
まりを発揮することもありました。それはキャン
プや天医祭などのイベントごとの時です。キャン
プは皆を楽しませようってダンスの練習をした
り、初となった天理医療大学との合同の天医祭は
展示や出しもので気合入れたり、それぞれが工夫
して合格点を超えようと国家試験に向けて勉強会
をがんばったり、そのおかげで当日の国家試験は
危なげもなく全員が合格できました。先生たちも
大喜びでした。他にも九州に行った手作りの卒業
旅行や謝恩会の出しものなどなど、44期生の皆

といっしょにがんばったり楽しんだりした日々は
いい思い出です。
私は年上組で入学したので、年下の現役組との

接し方もわからず当初は友人との交流はあきらめ
ていた学生生活。それがこんなに楽しい3年間
を過ごすことができたのは他ならぬ44期生の皆
のおかげでした。今は立場違えど、それぞれが充
実して健康的な日々が送れるものになるよう、こ
の場をお借りして44期生の皆のご多幸を願いま
す。

この記念原稿を書くことが決まり、学生生活の
3年間を振り返った時、真っ先に思い浮かんだこ
とは岡崎さんのマツコDXな上木でした。ありが
とうございました。

（上木元次記）
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臨床検査学科第45期生（平成26年3月7日卒業）

阿 野 真 奈 川 健 司 杉 谷 美 香
伊 藤 直 之 河 内 彩 美 高 田 旬 生
植 田 慶 喜 黒 田 教 太 高 橋 陸
岡 田 紗 矢 香 後 藤 光 希 田 上 剛 史

小林真悟岡 谷 萌 手 島 裕 治
岡 本 朋 子 佐 藤 め ぐ み 野 口 延 由
梶 田 二 愛 菅 沙 央 里 馬 塲 創 汰
|  Message
最後の卒業生として
天理医学技術学校の最後の学生として入学して

から3年が経ちました。私達の次年度からは天
理医療大学となり、もう天理医学技術学校の生徒

として後輩は入学してきません。今まで全学年
で行っていた行事も毎年1学年ずつ減っていき、
伝統がなくなっていく寂しさを感じました。しか
し、最後の学生であるからこそ経験できたことも
たくさんあります。まず1つは、天理医学技術
学校、天理看護学院、天理医療大学の三校合同で
行った天医祭です。その際大学生は、学校が違っ
ていても私達を“先輩”と慕ってくれ、嬉しい反
面、同じ天理医学技術学校の生徒として後輩を迎
えたかったという気持ちも強くありました。もう
1つは、医技校生同士の絆が深まったことです。

"国家試験8年連続全員合格を達成し、有終の美
を飾ってほしい”という言葉にプレッシャーや不
安を感じることもありましたが、“自分達で最後
なのだ”という意識があったからこそ手を取り
合って頑張れたのだと思います。そして何より伝
統を貫いてきた先輩方の頼もしい背中を追いかけ
てきたからこそ、ここまで成長することが出来ま
した。
個性が強く、上手くまとまらなかったことも

多々あった45期生ですが、最後まで諦めず、時
には暖かく時には厳しく三年間ご指導くださいま
した先生方、技師の方々に心から感謝申し上げま
す。本当にありがとうございました。

（伊藤直之、岡谷萌 記）
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諭,。礫2章各期の卒業生

魔

臨床工学専攻科第1期生（平成14年3月13日卒業）
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Message
1期生は、医技校検査学科卒の4名、他校卒の

2名の計6名でした。他校卒の私は、「ここに馴
染めるだろうか？」という不安でいっぱいでした
が、その不安は1週間も経たないうちに消え去
りました。あ1天理のあちらこちらに「ようこそ
おかえり！」の文字が…。自分自身を「よそ者」
と位置付けていた事を恥ずかしく思った記憶があ
ります。
専攻科での1年は､私にとって大きな財産です。

勉学はもちろんですが、天理で過ごした全ての時
間が今の私を形成しています。
彼女と同棲(その後めでたくご結婚されました）

しているのに毎晩21時には寝る健全な人、に対
して何故か意味もなく毎日寝不足な不健全な人、
彩○ラーメンのバイトと麻雀に明け暮れる苦学生
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なのか何なのかよく分からない人、呼んでもない

のに毎朝参拝前に押し掛けてくる迷惑な人、キャ
ンプで泥酔し暴れて泣き出す人、そんな個性的な
人たちを紅一点で母親のように世話するこれまた
個性的な人。6人全員で協力し合い、時には喧嘩
になるんじゃないかと思える位の熱い激論を交わ
し、その後はみんな笑顔で熱い彩○ラーメンをす
する、そんな日々でした。生涯の戦友達です。ま
た、そんな私達を、温かく、時に厳しく指導して
頂いた先生方、特に杉邑先生、田崎先生には感謝
の言葉しか出てきません。
最後に、医技校は閉校してしまいますが、（少々

臭い言い回しとなりますが）医技校魂は閉ざす事
無く、日々精進して行きます。

（後藤和大 記）
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臨床工学専攻科第2期生（平成15年3月13日卒業）

在学時の思い出
卒業から10年が過ぎましたが、今でも鮮明に

覚えているのは臨床実習です。臨床の現場を見る
ことは本当に大事だと改めて思います。私が専攻
科を希望したのも、検査科の時の見学がきっかけ
でした。臨床実習では、開胸した心臓を覗かせて
もらったり、止まった心|倣が動き出すのをハラハ
ラしながら見学したり、心外の松山先生が人工血
管の切れ端を投げてくれたり、木村くんがうっか
り手術室の電気を消して真っ暗になってしまった
り、患者さんと話をしながらのペースメーカの植
え込み術や当時では症例数も少なかった腹腔鏡の
手術など何もかもが新鮮で、将来の技士像を思い
浮かべて非常に励みになりました。今も恒例と
なって続いている臨床実習前の懇親会ですが、岡

田さんが自慢の達筆で「果たし状」を作って、学
校と病院の対抗でボーリング大会をしました。非

常に和気あいあいと、時に厳しく育てていただき
ました。今では、病院の技士も20人近くになり
ましたが、当時は10人足らずで短い実習期間に
も関わらず、研究発表までよく指導してもらえた
なと、自分が指導する立場になって改めて感じま
す。また、数学や電子工学が非常に苦手で落ちこ
ぼれだった私には、ほとんどマンツーマンの授業
のようでした。数学の田端先生は、じっと私の解
答を観察していて、うんうんと首を縦に振ってく
れるまで何度も消しては考えたものでした。杉邑
先生、田崎先生をはじめ、多くの熱意ある教師陣
のおかげで、全員が無事合格卒業できたと思って
います。 （長岡真理子（旧姓：向井） 記）
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鋪､。ド第2章各期の卒業生

臨床工学専攻科第3期生（平成16年3月8日卒業）

私は臨床工学専攻科3期生でした。3期生の大
きな特徴は全員が女子ということです。前例にな
い男女比のバランスの悪さに担任の先生が困惑
し、やや曇り顔で挨拶されていたのを今でも覚え
ています。そんな担任の先生のもとで、私の専攻
科生活はスタートを切りました。

3ケ月ほど臨床工学技士というものを大ざっぱ
に学んだ後、病院実習に入りました。その病院実
習も終わるころにはレポートや研究発表に追われ
ながらも、具体的な就職を考える時期になってい
ました。9人の就職が決まるころにはもうすぐ国
家試験という時期になっていました。忙しくあっ
という間の一年でしたが臨床工学技士というもの
の基礎をしっかり学ばせて頂きました。特に病院
実習では大きな影響を与えられました。初めて見

るものや感じるものがたくさんあり、学校での授
業とは大きくかけ離れたものでした。また臨床工
学技士の方々に忙しいなか、直接指導して頂いた
時間はとても有意義なもので忘れてはいけないも
のだと思います。こんな技士になりたい！！と自
分の目標を持てたのもこの頃でした。
卒業後、私は天理よるづ相談所に約8年勤めま

した。今では別の病院に勤めますが、天理の工学
技士の良さをヒシヒシと感じています。天理医学
技術学校に入学していなかったら今の私もなかっ
たと思います。
天理医学技術学校 臨床工学専攻科がなくなっ

てしまうのはとても残念ですが、いつまでも私の
工学技士のスタート地点としてありつづけます。

（高橋清香記）
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繍
きな声で曽山先生が笑ってくださっていたことが
本当に嬉しくとても印象に残っています。国家試
験の時は全員で合格するという目標を達成するた
めにみんながそれぞれの立場で助け合って頑張っ
ていたので、全員合格がわかった瞬間は本当に嬉
しかったのを覚えています。そして国家試験前日
に男子寮でみんなでワイワイ騒いでしまったこと
も本当にいい思い出です。また同窓会でみんなと
いろんな思い出話ができる日を楽しみにしていま
す。

（安田健治記）

臨床検査学科第39期生（平成20年3月10日卒業）
Graduates

新井恭平
石川豊
石谷彩
井上卓哉
岡佑一郎
尾|勝みち子
川井久実

川崎卓弥
菊地可恵
近藤日路子
四宮千恵
辰巳智香
田中亜耶乃
田中敬子

長倉秀城
萩原理未
羽田憲司
本江英公子
前田博史
松下隆史
武藤淳平

八百絵里子
安田健治
山本あい美
横田隼一郎
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3 9期生在学時の思い出
39期生の在学時を振り返るとやはり『変化』

に富んだ期ではなかったかと思います｡入学当初、
男16人、女14人の30人でスタートしたので
すが、気がつくと卒業時には25人に減っていま
した。また担任の先生も途中で変わったり各教科
を教えていただく担当の技師さんもいろいろと変
わってしまったりで3年間退屈な時間などなく刺
激的な毎日を送っていた記憶があります。その中
でも特に印象に残っているのは3年次の臨検祭で
行った出し物（大塚愛のCHU - L IP )と国家試
験です。臨検祭の出し物の時は忙しい合間を縫っ
てみんなでダンスの練習をしたり、当日は本物の
ダンサー達に似せるために女装っぽいことをした
りで大変だったのですが、当日ほかの誰よりも大
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念､。ド第2章各期の卒業生
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臨床検査学科第40期生（平成21年3月10日卒業）

天理医学技術学校40期生の思い出
40期生はとにかく個性豊かなクラスで、リー

ダーシップをとり引っ張っていくタイプの学生が
いなかったので正直初めはあまりまとまりのいい
クラスとは言えなかったと思います。しかし、ス
キー実習や研修旅行、臨検祭など学校行事を重ね
るごとに徐々にクラスとしてまとまりが生まれま
したo3年次には国試三連覇を目標にかかげ、そ
れを達成するためにみな一丸となって努力し、互
いに協力し合いながら勉強することで、みごと国
家試験全員合格を果たすことができました。今で
は年に一度同窓会を開き、卒業後も互いに親睦を
深めあっています。
3年間の学生生活では、実習のレポート作成、

テスト勉強などにより臨床検査技師としての知識

と技術を勉強させて頂きました。しかし、それだ
けでなく寮生活や学校行事、毎日の朝づとめ参拝
をはじめとする天理教の信条教育を通して、人間
性についてもたくさん勉強させて頂きました。こ
の部分が他の学校にはない特色であり、医療従事
者として患者さんと接する中で、知識と技術では
補うことのできない最も大切な部分であると私は
思います。

どうか40期生の皆様が臨床検査技師、臨床工
学技士として今後もご活躍されることをお祈りい
たしております。最後になりましたが、3年間勉
強面に加え生活面においても熱心にご指導頂きま
した瀧本先生、木寺先生、本当にありがとうござ
いました。

（川邊晴樹記）
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臨床検査学科第41期生（平成22年3月10日卒業）

みなさんこんにちは。41期生､学籍番号27番、
龍神です。これから、41期生の特徴や在学中の
思い出話などを書きます。

まず、41期の特徴としては、とにかく女性陣
が強かった。というのも、この期は男子が9人
に対し、女子は18人。クラスの3分の2が女子
ということもあり、男子の意見は常に少数派でし
た。クラスのキャラクターも村山君を筆頭に個性
的な方が多かったように思います。
続いて思い出話。入学してすぐに自己紹介が

あったと思いますが、その時佐藤君（お父やん）
が"33歳です”と言ってました。色んな意味で忘
れないです。あとは、7月頃から、吉澤君の“お
腹痛”が始まって、1ケ月くらい入院しちゃいま
した。あの時はどうなることかと思いましたが、

今では好きなものを食べられるようになってい
て、ホッとしています。あと、スキーは楽しかっ
たです。

2年目はやっぱり臨地実習の思い出が強いで
す｡先輩からいろいろなことを聞いていましたが、
まあキツかつたです。週1で提出するレポート
をいかに早く終わらせて遊びに行くか、そんなこ
とばかりに頭を使っていました。

3年目は研究実習がキツかつたです。病院のこ
とや、先輩技師さんのことが色々わかりました。
3年間を通して、天医校では人生の中で1番勉

強した3年間でした。あの時頑張れたから今も頑
張れているんだなと思います。またいつか、クラ
ス会でみんな集まれたらいいなと思います。
ありがとうございました。 （龍神翔太記）
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長谷川真弓
濱田由香里
柵割まさ代
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臨床検査学科第42期生（平成23年3月10日卒業）

思い返せば私たち42期生は、特別キャラの濃
い人ばかりであったように思います。その強烈な
個性は互いに化学反応を起こし、時に波乱を巻き
起こすこともありました。ですが、何か一つの物
事に取り組もうとした時にはなぜか個々の歯車が
がっしりとかみ合い、絶大なエネルギーが発揮さ
れる、そんな不思議なパワーを秘めたすばらしい

期であったように思います。そして、私たち42
期生を見事にまとめ、その熱き魂と底知れぬ情熱
をもって私たちを国試合格へと導いて下さったの
が、我らが担任、曽山先生です。この方なくして
42期生を語ることはできません。先生は私たち
が入学した直後から3年後の国試をしっかりと
見据えておられて、“3年間などあっという間だ、
今やらないでいつやるんだっ！”と、最初からエ

ンジン全開で私たちに接し、常に明確なViS ion
を提示し続けてくださいました。始めのうちはた
だただ圧倒されるだけの私たちでしたが、国試が
近づくにつれ、先生の熱意に共鳴するが如く皆の
意思が一つになっていき、見事、全員合格を果た
すことができました。また先生は、御自宅に42
期生全員を招いて宴会を開いて下さるなど、豪快
で粋な方でもありました。現在でも先生より同窓
会の招集が掛かるとほぼ全員が曽山先生宅に集結
します。この団結力は先生あってこそのものであ
り、42期生の絆の現れだと思います。これから
先、何年経ってもこうして皆で集まり、大宴会を
開きたいです｡42期生に乾杯1曽山先生に乾杯！
そして、こんな素敵な仲間たちに巡り会わせてく
れた天理医学技術学校に乾杯！（宮林知誉 記）
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第2章各期"卒業生睾雲趣

Gradua te s

|直西美由貴

Message

大上卓也 杉本浩士 松田考浩 三烏拓ゴ

臨床工学専攻科第4期生（平成17年3月10日卒業）

専攻科4期生は、A型男子4人とO型紅一点
のわずか5人。A型4人はそれぞれ個性的で、①
とっても真面目！、②独創的！？､③軽い！…じゃ
なかった、明るい！、④自由奔放～j、でありな
がら、揃いも揃って4人とも意外と細かい…。そ
んな4人を、おおらかなO型レディーがまとめ
ている（…というか仕切っている！？)、そんな
クラスでした。
在学中は、毎日講義に実習にと、専攻科はカリ

キュラムがぎっしり。でも、5人しかいないので、
講義中は3人寝ると過半数を超えてしまい、先生
方にはバレバレ。常習者が2名もいたので、残り
3人はいつもなんとか頑張っていましたが…先生
方、ゴメンナサイ。

でも、みんな（ほぼみんな？）何故か賢かつ

たので、ME2種も国試も余裕。応用数学では、
ちょっぴり理系の苦手なO型女子をみんなでサ
ポートしてくれ、まさかの92点！みんなに自慢
しようと思ったら、他のメンバーは97～100
点で、「一体何を間違ったん！？」と、逆に怒ら
れる始末…。でも応用数学の先生には「この学年
は素晴らしい！！」と、とっても褒めていただき
ましたjこれも担任の杉邑先生のご指導の賜物で
すね！（←杉邑先生ファン）
そんな4期生、なんやかんやで仲も良く、在学

中も卒業後も、何度かみんなで食事にも行きまし
た。最近はなかなか会う機会もないですが、また
会う日まで、天理医学技術学校専攻科4期生で
あったことを誇りに、それぞれの道を進んでいき
たいと思います。（松田美由貴（旧姓植西） 記）

9 5



鎌諺ド第2章各期の卒業生

臨床工学専攻科第5期生（平成18年3月10日卒業）

専攻科5期生は男性4名、女性2名の計6名
で構成されていました。他の分類で申しますとボ
ケ45名に対しツッコミ1.5名と圧倒的にツッコ
ミが足りていない状況でありました。ちなみに猫

派4名、犬派2名でした。更に詳しくマニアック
に申し上げるならば、戦士、戦士、武道家、魔法
使い、魔法使い、遊び人といった、回復なんて気
にしない超攻撃的なパーティーだったと自負して
おります。
そんなアンバランスな5期生ですが、たった

1年間にたくさんの事がありました。球技大会の
オープニングにワイングラスでシャンパンタワー

を作ったり、研修旅行の富士登山の際、限られた
時間で頂上手前まで行ったり、味噌カツが食べた
いと言い出し、名古屋まで車で往復したり、国家

試験前だというのに雪山まで滑りに行ったりして
いました。ええ、全部某遊び人の事なんですけど
も。また、臨床実習中に数学のテスト勉強をして
いた事についてお叱りをいただいたこともありま

した。あの時は本当に申し訳ありませんでした。
何せ超攻撃的パーティーの5期生です。勉強も、
それ以外も全力でした。特に6人が同じ目標に
向かって努力した時のエネルギーはすごいもので
した。6人全員が無遅刻無欠席で1年間を乗り切
りました。何よりもそのように指導してくださっ
た田崎先生、杉邑先生のおかげで6名全員で国
家試験に合格できたのだと思います。
以上、美化されても色あせない、専攻科の思い

出でした。
（藤北尭彦記）

欝勾一手一

Graduates
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西畠良記 藤北尭彦ill l谷真知子 久保直美
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臨床工学専攻科第6期生（平成19年3月10日卒業）

|  Message
専攻科6期生を代表し、クラス委員の杉村よ

り思い出を述べさせて頂きます。入学して驚いた
ことに、まず誰も参拝を休みません（参拝前に決
まった場所に全員で一度集合してから神殿に行っ
ていた)。先生の誕生日にはプレゼントをあげま
す（東さんは手作りケーキを焼いていた)。自分
たちでもお互いにプレゼントします（僕は加藤
ローサの写真集などをもらった)。授業は誰も寝
ません（わからないところや過去間などをみんな
で共有した)。休み時間は常に大富豪をします。
(さとしとよしぞうは東さんに、カードを「はよ
出せよ」とか「なんでそれ出すねんゴルア」と暴
言を吐きまくっていたため東さんに「言葉の暴力
団」に指定されていた｡）一方、カメは真面目で
マイペースな優しいやつでした（試験前夜しっか

りノートをまとめた亀澤のノートを朝の参拝中に
｢カメ、貸してみ」といって流し読みしたさとし
がカメより点が良かった)。テルモ見学＆富士山
も楽しかったです。（夜はみんなで集まり、やは
り大富豪をしていた。翌日も快晴で5人中3人
が山頂を制覇した｡）やがてみんなきっちり就職
先を決めました。もちろん国家試験は全員合格。
私はみんなより年上で病院勤務経験もありました
が、みんなびっくりするほど本真面目で優秀で
した。専攻科にいた1年は私にとって大切な思
い出です。卒業して早6年の年月が流れました。
一度5人で集まって大富豪しましょう。

（杉村宗典記）
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鐵遥i第2章各期の卒業生
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控鯉
臨床工学専攻科第7期生（平成20年3月10日卒業）

閉校記念誌に掲載する原稿の依頼を頂き、借越
ではありますが専攻科7期生の代表として筆を
執らせて頂くことになりました。
我々専攻科7期生は男性4名、女性4名の計

8名の個性派ぞろい、というより少人数な分、一
人一人の特徴が際立っていたとでもいいましょう

か、そのおかげで非常に印象深い一年間だったと
思います。最初は検査学科と同じ顔触れが多い
中、臨床の場で数年間業務経験のある男性看護師
がやってくると聞いた時には皆揃って少々緊張し
たりしたものですが、まったくの杷憂に終わりま
したね。全員すぐに打ち解けて、いつも笑いの絶
えない和気藷々とした雰囲気の教室はとても居心
地の良いものでした。
学業では熱心な先生方のユーモア溢れる授業が

あり、実習では現場に立つ先輩方の暖かい指導が
あって、楽しく興味を持って学ぶことができまし
た。また、それ以外のところで専攻科7期生は
何かとイベントが多かったように記憶していま
す。ボーリングをはじめ、バーベキュー、ソフト
ボールにバドミントン、本当に色々ありました。
もちろんそれらが終われば打ち上げがあって、先
生やCEの先輩方と酒を酌み交わしながら交流が
持てる場というものは当時の我々にとって、将来
像を考えるのに良い刺激になったと思います。
共に勉学に励み､遊び､誰かが悩んでいればそっ

と手を差し伸べられるそんな思いやり溢れる仲間
たちに出会い、成長できた天理医学技術学校に深
く感謝し、筆を置きます。

（今村亮太記）
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私が在籍していた臨床工学専攻科8期生は、7
名全員が臨床検査学科からの内部進学生でした。
専攻科に入学した当初は､7名の教室は閑散とし、
教室が広く感じましたが、検査科で3年間一緒に
過ごした気心が知れた仲間だったので安心感もあ
りました。先生には8期生はおとなしいとよく言
われましたが…。でも、バレーボール大会では無
敗を貫き､結束力は強いと証明できたと思います。
専攻科では、1年間という短い期間で、講義で必
要な知識を学びつつ、学内実習や臨床実習、課題
発表会があり､慌ただしくも充実した日々でした。
また、恒例の先生VS学生のボウリング大会、バー
ベキュー、病院の技師の方との飲み会などのイベ
ントも盛りだくさんで、学校生活以外でも一緒に
過ごす時間が多く、検査科の学生の時よりも、先

生や技士の方との距離が近いことも、専攻科に入
学しないと得られない貴重な経験だったと思いま
す。
私は、働き始めて5年目になります。今の私が

あるのは、親身になって指導してくださった学校
の諸先生方、患者さんへの熱い思いを語ってくだ
さった技士の方々、そして、励ましあった同期の
みんな、本当にたくさんの人たちのおかげだと実
感しています。本当に感謝の気持ちでいっぱいで
す。このような恵まれた環境で学ぶことができ、
多くの素敵な人と出会うことができた天理医学技
術学校で4年間過ごせて、本当に良かったです。

（石谷彩記）

臨床工学専攻科第8期生（平成21年3月10日卒業）
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鐵詮ド第2章各期の卒業生

臨床工学専攻科第9期生（平成22年3月10日卒業）

専攻科第9期生は、臨床検査学科40期生7名
(私を含む）と高知学園短期大学医療検査専攻科
からやってきた高橋和也の計8名で構成されてい

ます。9期生の特徴としては、真面目で勉強熱心
な子が集まり、授業や実習には真剣に取り組み互
いに高め合って、成績優秀であったと自負してお
ります。「一年間遅刻をしない」という目標を自
分たちで立て、さらに、検査学科の学生の手本と
なるように、朝の参拝を毎日本来の集合時間の
30分以上前に自分たちで集まり、参拝させてい
ただきました。このような理想的な充実した学校
生活をおくることができたのも、偏に田崎先生、
瀧本先生、杉邑先生、曽山先生、その他諸先生方
のご教示の賜物であったと考えます。
専攻科の一年間の思い出の中で、私が最も印象

に残っていることは、5月の初めに先生方と学生
でボーリング対決をし、そのあと、曽山先生のお
宅で食事会をさせて頂いたことです。ボーリング
では先生方に敗れたものの、専攻科に入学してか
ら初めてチームワークが芽生えた瞬間であったと
思います。また、先生方と初めてお酒を酌み交わ
し、これからの学校生活について自分たちの意見
を交わし合い、また先生方のお話もたくさん聞か
せて頂きました。この会のおかげで、学生同士、
また先生方との距離も縮まり充実した学校生活を
送ることができたと感じます。

以上、簡単ではありますが、専攻科第9期生の
紹介とさせて頂きます。

（山本利二郎記）
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|臨床工学専攻科第10期生（平成23年3月10日卒業）

我々専攻科10期生は本校検査科41期の卒業
生6名及び外部からの入学生3名の計9名が在
籍していました｡全員が寮生であったこともあり、
同期とは学校内に関わらず常に一緒に過ごしてい
たような気がします。10期生として過ごした1

年間はかなり濃密でした。そして幾度となく壁に
ぶちあたった大荒れの1年だったような気がし
ます。（あくまで自分の主観ですが…）常に渦の
中心にいたのは我々検査科卒業生組であり、問題
が生じる度に先生方には多大な御苦労をお掛けし
てしまいました。この場をお借りしてお詫び申し
上げたいと思います。そんな我々ではありました

が、1年という過程を無事乗り越えられた背景に
は､しっかりしている外部組の存在がありました。
皆年上であったということもあるが、明らかに落

ち着きぶりと姿勢が我々検査科組と違っていまし
た。彼らの姿に刺激され、自分を見つめ直すこと
が何度もあったような気がします。また、学習面
や精神面で悩んでいるときは一緒になって解決策
を考えてくれる頼もしい存在でもありました。こ
の1年は色々ありましたが同期でワイワイした
時間はどれも楽しくかけがえのないものであり、
苦楽を共にできた素晴らしい仲間に出会えたこと
は本当によかったと思っています。そして我々と
正面から向き合い導いて下さった先生方には本当
に感謝しています。ありがとうございました。

（吉澤潤記）
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私たち専攻科11期生は男子7人、女子2人の
計9人。皆が検査科からの友であった。室長を
努めるは柿本苗世、福岡出身のおとなしい性格で
ありながら四方八方を向く残り8人をがっちり

とまとめてくれた。石田真誠、根っからの関西人
でありいつも周囲を明るくした。大喜利という舞
台では力が発揮できないらしい。上林亨、少し変
わった北海道人であり漫画・アニメの知識は非常
に豊富、料理も良くできたのではなかろうか。衣
笠佑基、これまた関西人であり元気君という言葉
がよく似合った｡時折熱くなりすぎることもあり、
一触即発の場面も何度か垣間見た。澤井崇、本当
に頭が良い人とはこの人のことを言うのだと..､違
う意味で皆が知らない世界を教えてくれた。杉山
晴彦、鳥取出身の男前である。顔だけではなく何
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をするにも男前だから驚きだ｡田代成潤､マイペー
ス…今ここに万人が認めるマイペースを連れて来
いと言われたら皆が彼を連れて行くだろう。千場
美里、いつも笑顔で男臭い教室に花を咲かせてい
た？と思う。そのヘロヘロ顔とは打って変わって
大事な場面では非常にしっかりしていた。そして
この原稿を務めているのが、私、清水一茂であ
る。また11期の担任を務めるは田崎昭夫氏。教
科書には書かれていない病院の実際、人としてあ
るべき姿など熱のこもった講義の数々は忘れられ
ない。私たちは人間として、医療従事者としてお
世話になった方々が胸を張って自慢できる臨床工
学技士になります。

（清水一茂記）
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臨床工学専攻科第12期生（平成25年3月7日卒業）
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Message

臨床工学専攻科12期生は外部入学者はおらず、
全員が臨床検査学科43期生からの内部入学者で、
とても仲の良いクラスでした。しかし、入学当
初は検査科から存在する、女子が強いという固定
観念、男女間の小さな壁に悩まされ、それを取り
払うべく、4月から花見やカラオケ、食事など全
員で出かける機会を設けたり、放課後には学校の
閉まる20時までトランプやゲームなどをしたり
毎日のように遊んでいました。そうしているうち
に、最初にあった壁はいつの間にか無くなってい
ました。基本的に遊ぶのが大好きなクラスで、し
かも遊ぶときは常に全力で、時には後輩も巻き込
んで遊んだり、キャンプでは1番上の学年にも関
わらず、専攻科が最もはしゃいでいました。もち
ろん、遊んでばかりではなく、真面目なところは
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真面目で、毎日の朝の参拝は全員がどの学年より
も早く到着し、健康管理もしっかりとして、全員
が参拝・授業ともに皆勤となりました。また、就
職活動も全員が第1希望の病院に1発採用を果た
しました。成績自体は決して優秀な方ではありま
せんでしたが、皆で支えあいながらなんとか国家
試験も全員で合格することができ、現在は各地で
臨床工学技士として精一杯働いています。卒業し
てからも、全員で温泉旅行に行ったり、天理に集
まって遊んだり､連絡を取り合ったりしています。
これからもずっと仲の良い同期として居続けたい
と思います。

（山本早希記）
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在学時の思い出
臨床工学専攻科第13期生全員は、患者さんを

救いたい一心で臨床工学技士を目指しています。
クラスの中には、検査科時代に学校参拝遅刻常習
の穐山正弥がいましたが、入学以降は別人の様に
心を入れ替えて頑張り、現在は毎朝全員揃って昇
殿しています。またその他の学生も患者さんを救
うために、勉学・人間性・社会性を含めてこの1
年間成長して、立派な臨床工学技士になるための
第一歩を踏み出したところです。
担任の田崎昭夫先生には、90分授業の大半を

臨床工学技士として、人間としての指導、悩み相
談にあてて頂きました。私達が知識，技術を学ん
でいく上で、土台となる患者さんのために努力を
積み重ねること、何事もやり遂げるという心構え

を教えて下さったのは、間違いなく担任の田崎昭
夫先生です。また田崎先生だけでなく、我が子の
ようにかわいがってくださる他の先生方にも心か
ら感謝しています。先生方の期待が私達の努力の
糧になっています。
閉校記念誌の原稿を書いている今、私はまだ学

生ですが、この閉校記念誌が手元に届いた時、「最
後の学年にふさわしい医技校生」として有終の美
を飾り、卒業後、医療よふぽくとして新たな道が
開くこと、また天理医学技術学校の先生方や歴代
の先輩方のみなさんが喜んで開校を迎えていれば
と思います。

（清水貞則記）
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第 1節学生自治会の変遷

1 .自治会活動

本校の学生自治会の始まりは、学校創立直後の昭和42年6月に天理衛生検査技師学校学生自治会
として発足している。その中から自治会役員を選出し、学生達は崇高な理想を掲げて討論を重ねなが
ら、自治会会則作成のための準備をすすめていった。昼間は病院実習、夜間は学校で9時まで講義
という状況の中で、自治会会則の内容には本校の学生としての自覚と、校風を打ち立てようという、
当時の学生の意気込みがうかがえる。
その一部猛ここに紹介すると、会則前文には「天理衛生検査技師学校学生自治会は、会員が医療な

らびに医学の進展に貢献しうる有能な人材となることを目指し、合わせて信条教育、真理の探究を通
して豊かな感性を身につけ、また会員相互の親睦を図ることを目的とする。我々はこの目的達成のた
めに手を取り合い、自主的な活動を行うべくここにこの会則を確立する｡」とうたわれており、本校
の自治会会則として最後まで原文のまま引き継がれている。さらに、機関・運営についても自治会会
則第二章に、

第4条本会目的達成のために次の機関をおく。
1．総会
2．自治会役員会
3．クラブ部長会
4．ホームルーム

5．選挙管理委員会
6．会計監査

第5条総会は、全会員によって構成される最高の議決機関である。
第6条本会役員会は、本会における最高執行機関である。

となっている。
毎年、前期と後期に自治会役員の選挙が行われ、会長1名、副会長2名、書記2名、会計2名、

会計監査1名の計8名が選出される。これらの役員を中心に自治会が運営され､キャンプと文化祭(衛
検祭．臨検祭・天医祭）と卒業文集「フラスコ」や卒業新聞「～Time's～」に関しては、別に実行
委員や編集委員を選出して具体的な活動が行われてきた。

自治会活動の活発な時期と不活発な時期があったが､選ばれた役員は学生相互の親睦を図るために、
一生懸命に頑張ってきた。

2．キャンプ
学生自治会行事のひとつとしてキャンプが行われるようになったのは、天理衛生検査技師学校が開

校して3年目の昭和44年7月からである。第1回キャンプは滋賀県の桐牛で行われた。学校として
も初めての試みということで、学牛代表だけでなく教員も天理教少年会中級キャンプ研修会に参加し
て、キャンプ技術や運営方法を修得して行ったということである。初回にもかかわらず、天理教少年
会の協力を得て大道具なども準備され、ハイキング、肝だめし、キャンプファイヤーなどの行事が行
われ、学生達の心の奥に強烈な印象を残したキャンプとなった。
キャンプ場として奈良県の洞川が昭和49年に新たに加えられ、昭和60年まで桐生と洞川で交互

に実施するようになった。キャンプに必要なテントや寝袋、ナベ、ナタ、スコップなどの道具は少年
会から借用していたが、11期、12期、13期、17期の卒業記念品としてキャンプ用テントと集合テ
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ントが学校に寄贈され、学校名の入ったテントでキャンプができるようになった。
桐生はキャンプ地としてはよかったが､よく雨に泣かされたり、色々と災難が続いたため､別のキャ

ンプ場を探し、昭和61年から奈良県の東吉野キャンプ場が新たにキャンプ地として加わった。東吉
野へは天理から車で約1時間と近く､水はけがよい所で雨によるテントの浸水の心配がなかったため、
3年連続して東吉野キャンプ場で行われた。キャンプも学生自治会の行事として定着していたが、お
風呂に入れないことやテントで寝た経験がない学生が多くなって見直しを余儀なくされた。平成19
年からは奈良県御杖村にある「みつえ青少年旅行村」でバンガローに宿泊し、近くの温泉でお風呂に
入れるキャンプとなって継続されている（下表)。

このように昭和44年から続いてきたキャンプでは、台風や雨のため中止することもあったが、大
きな事故もなく行うことができたことは、準備の段階から色々と努力してきた実行委員の人達の苦労
があったことを忘れてはならない。キャンプでは日頃接触の少ない先輩、後輩が一堂に会して同じ釡
の飯を食べ、寝起きを共にすることにより、親睦を図る機会はまたとないものであった。本校卒業生
の多くの人は、3年間の学生生活のよき思い出として心に残る行事であったことと思う。

表キャンプ開催地の変遷
桐生キャンプ場
洞川キャンプ場
東吉野キャンプ場
東吉野キャンプ場
東吉野キャンプ場
洞川キャンプ場
青山高原保健休護地
東吉野キャンプ場
洞川キャンプ場
洞川キャンプ場
洞川キャンプ場
洞川キャンプ場
洞川キャンプ場
天川村キャンプ場
東吉野キャンプ場

信楽キャンプ場
洞川キャンプ場
東吉野キャンプ場
洞川キャンプ場
洞川キャンプ場
学生自治会行事中止
洞川ハイキング
悪天候のため中止
みつえ青少年旅行村
みつえ青少年旅行村
みつえ青少年旅行村
みつえ青少年旅行村
悪天候のため中止
みつえ青少年旅行村
みつえ青少年旅行村

キャンプを楽しむ学生

桐生キャンプ場
日野大教会
桐生キャンプ場
部祁村青少年活動ｾﾝﾀｰ
桐生キャンプ場
洞川キャンプ場
桐生キャンプ場
洞川キャンプ場
都祁村青少年活動ｾﾝﾀｰ
桐生キャンプ場
洞川キャンプ場
桐生キャンプ場
洞川キャンプ場
桐生キャンプ場
洞川キャンプ場

平成11年
平成12年
平成13 ff
平成14年
平成15年
平成16年
平成17年
ilz成18年
平成19年
平成20年
平成21年
平成22年
平成23年
平成24年
平成25年

昭和44年
昭和45年
昭和46年
昭和47年
昭和48年
昭祁49年
昭和50年
昭和51年
昭和52年
昭和53年
昭和54年
昭和55年
昭和56年
昭和57年
昭和58年

昭和59年
昭和60年
昭和61年
昭和62年
昭和63年
平成元年
平成2年
平成3年
平成4年
平成5年
平成6年
平成7年
平成8年
平成9年
平成10年
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キャンプを楽しむ学生

天医校最後のキャンプ（奈良県御杖村）

3．文化祭（衛検祭・臨検祭・天医祭）
学生自治会主催で文化祭を行うことになったのは、開校2年目の昭和43年秋のことである。この

行事は学校が設定したのではなく、学生自治会からの要望を聞き入れた形で始まった。天理衛生検査
技師学校の初期は夜間制であり、月曜日から金曜日は朝8時30分より夜9時まで実習・講義がびっ
しりと詰まっていた。このカリキュラムの中で、病院と学校を休んで行わなければできないので、病
院の関連部所の了解を得て、学校とも幾度も折衝した末に、ようやく準備も含めて2日間の日程が
許可された。開催に向けての準備は夜9時以降の放課後に行われるというハードスケジュールの中、
1人2役、3役受け持ち、全員で力を合わせた結果、第1回文化祭は外部からも多数の参加者を得て
盛況であったということである。その内容は、1日目は学術的、2日目は娯楽的要素のある組み合わ
せであった。また、クラブや有志による、うどん、たこやき、カレーなどの模擬店も軒を並べ、お祭
気分も十分味わえるものであった。
本校の文化祭はこのようにして始められたのである。高校までの文化祭とは異なり、学生自身が自

主的な勉強の発表の場を求め、自分を表現する場を求める気持ちを結集して、その場所と時間を勝ち
取ったのである。その精神は今も語り継がれ、これからも受け継いでいってもらいたい。
第2回以降は衛生検査技師の名前を対外的にアピールすることを目標に、「衛検コーナー」を設け
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旧校舎での臨検祭

鍵

三校合同の天医祭

ていろいろと趣向を凝らし、一般の方々にも知ってもらおうとする努力が払われた。また日程として
は、第2回までは準備も含めて2日間であったが、第3回から3日間、第4回では体育祭を含めて
4日間と増え、第5回から7日間と大幅に増え、学生週間という名称で、ゆとりある日程で当分の
間定着していた。

天理医学技術学校への移行に伴い、それまで「衛検祭」と呼ばれていた文化祭は「臨検祭」と銘う
たれるようになった。「臨検祭」は衛検祭の伝統を受け継ぎ、毎年統一テーマを掲げ、部門ごとの展
示発表が中心として行われてきた。この部門別発表は1年生から3年生が希望する部門に入り、あ
るテーマについて勉強してきたことをまとめて展示発表するものである。最初1年生は予備知識を持
たないので、2年生、3年生が講義する形で始められる。これが割と教育的効果が高く、教える方も
教わる方もよい勉強となり、得意科目となるケースが多かった。学校としても臨検祭の部門別発表
で、テーマの着眼点がよい部門やかなりの努力の跡がみられる部門、わかりやすい発表を心掛けた部
門に対して､表彰状と記念品の贈呈を行った。これは第14回（昭和56年）から第25回（平成4年）
までの12年間行われた。
新校舎となって展示やバザーに使えるスペースが広くなり、色々と趣向を凝らした結果を学生たち

の家族や天理高校の後輩達が見学に来ることが多くなり、にぎやかなものとなった。また、天理看護
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学院と合同で開催したこともあり、来校者の数は以前と比べると多くなった。平成24年には天理医
療大学の1年生も加わり、三校合同で行うため「天医祭」と名称を変更して継続されている。

4．卒業文集「フラスコ」と卒業新聞「～Time's～」
「フラスコ」と「～Time's～」に関しては2年生が中心となり編集から校正まで行っている。「フ

ラスコ」編集委員は学校長をはじめ教職員、講義・実習でお世話になった先生方、寮でお世話になっ
た方々などに卒業生への饅の言葉をお願いし、卒業生には3年間の思い出を振りかえってもらう文
章と研究実習でお世話になった指導者と共に映った写真を掲載し、在校生の送る言葉を入れて構成し
ている。卒業生にとってもこの「フラスコ」が学生時代のよき思い出となっている。毎年欠かさずに
発行されている文集であるが、自治会役員および編集委員は、この発行を卒業式の日までに間に合わ
せるために並々ならぬ苦労をしている。編集委員となった学生は、学年末試験やレポート提出で忙し
い時期にもかかわらず原稿の回収や文章の校正に追われ、一生懸命、卒業生に喜んでもらえる文集作
りに努力しているのである。

新入生歓迎会（バレーボール大会）

第3章学生樹治会と学生寮睾望謹

- - - ＝ ‘ 一

国家試験見送り(在校生と必勝だるま）

国家試験見送り（受験生と必勝だるま）
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第 2節学生寮の変遷

1 . 男 子 寮

男子寮は天理市田井庄町にあった憩の家職員男子寮である（旧）おやさと一号館の一部を、昭和
44年度より使用させていただいた。しかし､老朽化に伴い平成15年8月28日､天理市富堂町に(新）
おやさと一号館が建築された。

（新）おやさと一号館は2790.15㎡の敷地に建築面積80766㎡（延床面積1338.16㎡,鉄筋造り2
階建て）となっており50室の居室、ホール（食堂)、管理人室、浴室、洗濯室、簡単な厨房などが
設備されている。また、ホールには神棚もあり、礼拝場としても利用される。外には駐輪場・バイク
置場（80㎡）と27台分の駐車スペースもある。1，2階とも25室の居室があり、各室約14㎡（約
9帖）でクローゼットや洗面台があり、学生のみ簡易ベッドも置かれている。主に1階を天理医学技
術学校と天理看護学院の男子学生が使用させていただいていたが、平成19年度より全館が本校と看
護学院学生のための学生専用寮となり、平成24年度からは天理医療大学男子学生も使用させていた
だいている。また、食事に関しては、平成22年度までは教会本部炊事場から希望に応じ配食されて
いたが、平成23年度以降は自炊となっている。

旧おやさと一号館（男子寮）

旧おやさと一号館（男子寮）寮4

おやさと一号館（男子寮）

おやさと一号館（男子寮）寮生

1 1 2
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2．女子寮
女子寮は平成19年まで憩の家女子職員寮である別所荘新館を使用させていただいたが、老朽化お

よび憩の家入院棟建設のため、平成19年3月をもって閉寮されることとなった。それに伴い本校の
女子寮は別所荘新館に隣接する「よろこび寮」に移転することになった。「よろこび寮」は以前より
天理看護学院の女子学生寮に使用されていたが､その一部を改造の上､｢天理医学技術学校女子学生寮」
と称し、平成19年4月7日より独自の寮として開寮した。
憩の家入院棟建設がよろこび寮の敷地を含めることになり、平成21年9月をもって「よろこび寮」

が閉寮されることになった。それに伴い天理医学技術学校および天理看護学院共通の女子学生寮とし
て「別所よろこび寮」が学校に隣接して建設され、平成21年9月「別所よろこび寮」が開寮した。
「別所よろこび寮」は総数229室の6階建てで、多目的ホール（参拝場)、事務所、大浴場などが

設備されており、調理室とトイレが2階～6階ではそれぞれ2ケ所、1階にはそれぞれ1ケ所、洗
濯室が各階にlか所設備されている。外には駐輪場もある。居室は1階に13室、2階に46室、3

階～6階にはそれぞれ42室ある。各居室約12㎡(3.6坪）で洗面台､クローゼット、エアコン､ベッ
ド、机､椅子が設置されている。また、インターネット接続口も各部屋にあり、希望すれば有料でネッ
ト接続ができる。天理医学技術学校の学生と平成24年4月に開校した天理医療大学の検査学科の女

子寮生は全員2階を使用している。
なお、両寮共、世話部の管轄下で運営されている。

第 ‘ 章学生富治会と学生寮

0

準

〆

「

F

～

駒
■

別所荘新館（旧女子寮）

一

一

、

- - Ⅱ ■ ■ ■ ! ー ̅

准准

后 唇 裁 … ＃ 鯉

。笛̅感1Ⅱ登Wに竺了。笛̅感1Ⅱ登Wに竺了

二

J 『‘｡a -̅1

』ｲ

朔

別所荘新館（旧女子寮）寮生と先生

L

全

11

一一

癖

裡哩

ヅ ー&＝ノ ' ､ - 霧，八 郷
一

M噸凡 ル〃
〃 、 〔 迫 ● ’、 『

-．-．〃令一＠コ ・ ̅ - →ー

■■

別所よろこび寮（女子寮）

NN 卜兼 ■器

篭 。

、

簾慧"!#職

天理医学技術学校女子学生寮新入寮生歓迎会

|’

竃
3"'､4 "､､・や

薊

113

■
Ｕ
Ⅸ
 
詞

し
げ
Ⅳ

『
■

■

一

可
０
１
》
‐

卜
‐
卜



念罪輔第3章学生自治会と学生寮

3．各期の入寮者数
本校の授業は朝早くから始まり、実習などで終了も遅くなる事が多く、下表に示すよう多くの学生

(検査学科66.3％・専攻科55.8％）が寮を利用させて頂いた。寮生活は学校の学習が円滑に進む原
動力になると共に、学生にとっては忘れられない多くの思い出を作る場所となった。

表期別入寮者数と入寮率
臨床検査学科

男 子 寮 女 子 寮 合 計 入 寮 率男子寮 女子寮合計入寮率期（男子数.女子数）期(男子数.女子数）（人） （人） （人） （％） （人）（人）（人） （％）
1期（15．19）
2期（9．21)
3期（9．24）
4期(10．21 )
5期（8．27）

6期(13 ･ 24)
7期（7．21)
8期（4．29）
9期（11．23）
10期（6．22）
l1期(9 ･ 31)

12期(11 ･ 16)
13期（10．21）
14期(7 ･ 23)

15期(12．15)
1 6期 ( 1 0 . 1 7 )
17期(7 ･ 22)
18期(8 ･ 15)
19期（9．12)
20期（3．19)
21期(3．21 )
22期（3．22）
23期(5 ･ 19)
24期（2．15）
25期（7．22）
26期（8．23）
27期（4．25）
28期(12 ･ 15)
29期（5．32）
30期(12 ･ 21)
31期(12．19)
32期（11.21）

臨床検査学科

(10 .20 )
(5．22）
(10 .17 )
(9．20）
(14．12)

(13 . 12 )
(12．13）

(15．9）
(9．18)
(12 ･ 13)

(13．15）
(10 .15 )
(13．12）

平均入寮率(%)  66.1  66.5  66.3  66.3

臨床工学専攻科
男子寮 女子寮 合計

期(男子数．女子数）（人） （人）（人）
1期（5．1)
2期（3．3）
3期（0．9）
4期(4･ 1 )
5期（4．2）
6期(4･ 1 )

7期（4．4）
8期（4．3）
9期（6．2）
10期（5．4）
1 1期 ( 7 ･ 2 )
12期（4．4）
13期（5．4）
平均入寮率(%)  61.8  47.5  558  558
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資 料 集

校章の正六角形はぢばかんろだいを示すと共に、化学の代表的な記
号であるベンゼン核を表している。中に図案化されている顕微鏡の鏡
筒レボルバ部は太陽（日）を、鏡体部分は月をデザインし、親里で学
ぶ医療ようぼく技師の使命を象徴化したものである。MTはmedical

technology (臨床検査学）の略である。
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名 氏名 在職期間

学校長
山 本 俊 平
尚 橘 浴
奥 村 秀 仏

昭和42fl
昭和46 fl
平成 911

4月～昭和4 5年
1月～平成 9年
9月～閉校

副学校長 巾 村 脚 i 義
上 u l 慶 子

､12成10ｲl
平成204

4月～平成2 0年 3月
4月～閉校

教務發任

尚 橘 浩
松 l l l 偏 義
商 柵 浩
市村脳 | 職
幽多村昭子
上！｣I慶子
水寺 英明
杉 邑 芳 樹

昭和42年
昭和46年
昭和56年
平 成 6 年
平成10年
平成16年
平成20年
平成20年

4月～昭和4 5年
1月～昭和56年
4月～平成 5年
4月～' I 4成10年
4ノ1～平成16年
6月～平成2 0年
4月～閉校
4ノj～|刑校

12月
3月
3月
3月
5月
3月

専任教員

喜多村昭子
竹 田 妙 子
上 I T I 慶 子
島 本 雅 子
市 村 獅 溌
木 田 光 雄
三根たまよ
芝田｜陽子
平 山 好 美
岩 谷 一 雄
木寺 英明
杉 邑 芳 樹
樫 葉 周 三
藤 本 一 満
亘 弘
田 崎 昭 夫
前川ふみよ
後藤きよみ
瀧本順三郎
曽 山 奉 教
松 田 治 和
諸井ひろみ
上 田 勝 彦

昭和4 4年 4 月～平成 1 0年 3 月
昭和 4 3年 4 月～昭和 4 3年 9 月
昭和 4 4年 4 月～平成 1 6年 5 月
昭和 4 5年 4 月～昭和 4 9年 3 月
昭 和 4 9 年 4 月 ～ 平 成 5 年 3 月
昭和 4 9年 4 月～昭和 5 6年 4 月
昭和 5 1年 6 月～昭和 5 6年 3 月
昭和 5 3年 4 月～昭和 5 6年 3 月
昭 和 5 6 年 5 月 ～ 平 成 8 年 5 月
昭和 5 6年 5 月～昭和 6 2年 1 0月
昭和 5 6 年 5 月～平成 2 0 年 3 月
平成 8 年 6 月～平成 2 0 年 3 月
平 成 8 年 9 月 ～ 平 成 9 年 3 月
平成 9 年 4 月～平成 1 7 年 9 月
平 成 1 0 年 8 月 ～ 平 成 1 9 年 1 月
平成 1 3年 3 月～閉校
平成1 3年 4月～平成2 4年 3月
平成1 6年 7月～閉校
平成1 7年1 0月～閉校
平成 1 8年 4 月～閉校
平成1 9年 9 月～平成 2 1年 1 2月
平成 2 1年 4 月～閉校
平成2 2年 4月～閉校

職名 氏名 任職期間

事務係長
福井
志茂

一
一
一
￥

平成104
平成23 fl
平成24ｲ I

4月～平成1 3年 3月
7月～平成2 4年 3月
4ノl～天理隆療大学

事務主任
俳 浩 nIl 昭和57 fi

平成1341
5月～昭和5 9年 3月
4月～平成2 3年 6月志 茂 フ こ

覗務員

佐 治 隆 則
茅 原 都 子
柘 械 恭 平
今11W久仁子
滕 木 秀 子
松 村 幸 枝
武 谷 典 r
松 本 洋 子
松 井 博 子

I、*､I．

昭和4 2 4
昭和4 2 fl
昭ll 43 fl
昭和4311
昭和44ｲ｜
昭和47ｲ｜
昭和49ｲ｜
昭和51 (|
昭和59ｲ1
平成24(｜
昭和60ｲ I
平成 5 ｲ I

5 0年 3月
4 3年 3月
5 7年 4月
44(12 9j1
47年 5ﾉ1
4 9年 6月
5 1 ff 9 月
6 0年 3月
2 4年 3月

4月～昭和5 0年 3
4月～昭和4 3年 3
4月～昭和57年 4
4月～昭和4 4年 9
9ノ l～ I I " l ｣ 4 7 " 5
6月～11"11 49年 6
6 月 ～ 昭 和 5 1 ff 9

10 ﾉ j～昭和60年 3
4月～平成2 4年 3
4月～天理医療大学
4月～平成 5年 4
5月～平成1 3年 3J 巳 ､ ノ ヘ 力 凹 云

用務員

柘 植 恭 平
（兼務）

柘 植 佳 子
水 谷 篤
（技能員）

水谷八千代

昭和 4 3年 4 月～昭和 5 0年 3 月

昭 和 5 0 年 4 月 ～ 平 成 8 年 8 月
平 成 8 年 7 月 ～ 平 成 2 4 年 3 月
平成2 4年 4月～天理医療大学
平 成 8 年 9 月 ～ 平 成 1 3 年 2 月

ひのきしん生
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こ
子
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子
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よ
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実
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功
や
理
郁
良
佳
美
那
道
さ
真
愛
一

み
真
 
真
寺
ま
 
部

鋸
瓜
田
田
村
口
中
大
林
内
浦
下

大
増
嶋
旭
森
石
江
田
三
小
竹
三
日

昭和44 fi
昭和48 fi
昭和50 fi
昭和54 fl
昭和58 fi
昭1162fl
平 成 3 fl
平成 7 ｲ i
平 成 l l fi
平成15 fl
平成15 fl
平成16 fi
平成20ｲ I

4月～昭和48句
4月～昭和50 f1
1月～昭和54《I
4月～昭和58 fl
4月～昭和6 2 fi
4月～平成 341
4月～平成 7句
4 月 ～ 平 成 l l fi
4月～平成15 fi
4月～平成15 4
6月～平成1 6 fi
4月～平成l9 fl
4月～平成2 0 fi

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

２
２
２
２
２
２
２
２
２
５
７
８
０１



2．カリキュラム変遷
1）天理衛生検査技師学校（第1～6期生）

教育内容と履修単位表

118

数 字 は 時 間 数

科 目
指定規則 本校学則

備 考
講義 実 習 計 講義 実習 計

基
礎
科
目

数 学 30 30 30

45

30

物理学 45 45 90 45 90

化 学 7 5 60 135

有機化学 30

60 135無機化学 30

物理化学 15

生物学 30 写 3 0 30 30

外国語 120 120

英語 lOO lOO

ドイツ語 20 20

小計 300 105 405 300 105 405

専
門
科
目

医学概論 15

60

15 20

60

20

公衆衛生概論 60 120 60 120

臨床病理学総論 60 60 60 60

衛生検査総論 60 90 150 60 90 150

解剖組織学 4 5 30 75 4 5 90 135

生理学 60 90 1 5 0 60 9 0 1 5 0

病理学 60 135 195 60 1 3 5 1 9 5

生化学 90 2 5 5 3 4 5 90 255 3 4 5

血液学 4 5 180 225 45 180 2 2 5

微生物学 9 0 2 2 5 3 1 5 120 2 3 0 3 5 0

血清学 60 165 2 2 5 6 0 1 6 5 2 2 5

医動物学 30 15 45 6 0 15 75

実験用動物学 15 15 1 5 15

小計 6 9 0 1 2 4 5 1 9 3 5 7 5 5 1 3 1 0 2 0 6 5

総 計 990 1 3 5 0 2340 1 0 5 5 1 4 1 5 2470



2）天理医学技術学校（第7～12期生）
教育内容と履修単位表

数字は時間数

1 1 9

科 目
指定規則S45.41～S61.3.31 本校学則（天理医学技術学校）

備 考
講義 実習 計 講 義 実習 計

基
礎
科
目

人文科学 30

120

30 3 0 30

＠印：臨床

実習を含む
科目

社会科学 30 30 3 0 3 0

自然科学 255 375 420 210 630

(数学） 6 0 60 lOO 1 0 0

(物理学） 60 45 105 8 0 80 160

(化学） 7 5 7 5 1 5 0 1 5 0 1 3 0 2 8 0

(生物学） 4 5 4 5 6 0 6 0

(情報科学概論） 15 15 3 0 3 0

外国語 120 120 230 230

保健体育 15 30 45 30 90 120

天理教教義学 110 lOO 210

小 計 4 5 0 1 5 0 600 850 400 1250

専
門
科
目

医学概論 15

6 0

15 20 ー 20

公衆衛生概論 6 0 120 60 60 120

床病理§ 総論 75 7 5 8 0 80

I Ｉ公
側

登
→
、萸査総 60 ＠90 150 70 120 190

Ⅲ 灸査総論Ⅱ 15 ＠30 45 20 30 5 0

解； 沮織学 45 30 75 70 50 120

基 I lｮ理学 45 45 60 60

臨I 主理学 75 ＠105 180 90 300 390

病理学 6 0 ＠ 1 3 5 195 lOO 250 350

生化学 60 60 60 60

臨床化学 6 0 ＠ 2 5 5 315 60 3 1 0 3 7 0

血液学 60 ＠180 240 7 0 200 270

微生物学 90 ＠240 330 130 280 410

血清学 60 ＠180 240 70 190 2 6 0

医動物学 30 15 45 50 60 l l O

実験用動物学 15 15 20 20

放射性同位元素
臨床検査技術

1 5 15 50 40 9 0

医用『 子工学概論 30 1 5 45 70 8 0 1 5 0

関係法規 1 5 15 40 4 0

小 計 885 1335 2220 1190 1970 3160

合計 1 3 3 5 1485 2820 2040 2370 4410

選択科目（学校指定） 3 0 0 300 - ー

総 計 3120 4410



3）天理医学技術学校（第13～20期生）
教育内容と履修単位表

＃資料集

120

数字は時間数

科 日

(@:臨床実習を含む）

指定規則S45.4.1～S61.3.31 本校学則(天理医学技術学校）
備 考

I撒義 実習 ; ’ 荊義 実習 計

埜
礎
科
目

人文 学 30

ー
30 35 ＝ 35

＠印？臨床

実習を含む
科目

社会 学 30 30 35 - 35

自然科学 255 120 375 297 252 549

(数学（統計学)） 60 60 60 60

(物理学） 60 45 105 60 80 140

(化学） 75 7 5 150 96 80 176

(生物学） 4 5 4 5 4 8 2 4 7 2

(梢報科学概論） 15 15 3 3 68 101

外国語 120 一 120 120 120

保健体育 15 30 45 15 33 48

天理教教義学 ー ー 9 6 72 168

’三
一
、

、
１
Ｊノ 450 150 600 598 3 5 7 9 5 5

専
門
科
目

医学概論 15

60

15 15 1 5

公衆衛生概論 60 1 2 0 60 60 120

臨床病理学総論 7 5 7 5 7 5 6 8 1 4 3

臨床検査総論I 60 ＠ 9 0 1 5 0 60 150 2 1 0

臨床検査総論Ⅱ 15 ＠30 4 5 15 3 0 45

解剖組織学 4 5 3 0 75 4 5 3 0 7 5

基礎生理学 4 5 4 5 4 5 4 5

臨 床 生 理 学 7 5 ＠ 1 0 5 1 8 0 7 5 234 309

病理学 6 0 ＠ 1 3 5 1 9 5 7 0 2 5 0 3 2 0

生化学 60 6 0 7 2 120 192

臨床化学 6 0 ＠255 315 7 2 3 3 0 4 0 2

血液学 60 ＠ 1 8 0 2 4 0 60 240 3 0 0

微生物学 90 ＠240 330 9 0 300 390

血清学 60 ＠180 240 7 2 240 312

医動物学 3 0 15 45 30 36 66

実験用動物学 15 15 15 1 5

放身
臨床イ

司位ﾉ直素
毎技術 15 15 20 76 96

医川? 子工学概論 30 15 45 48 1 2 4 1 7 2

関係法規 15 ＝ 15 15 一 15

小 舟’ 8 8 5 1 3 3 5 2220 954 2288 3 2 4 2

合計 1335 1485 2820 1552 2645 4197

選択科目（学校指定） 300 300 ＝
総 計 3 1 2 0 4197



4）天理医学技術学校（第21～33期生）
教育内容と履修単位表

’

’

’

’

資 料 集 ＝

数字は時間数

垂21
- ． つ 一 一 可 一 一 七 一 . 一 ｡ 、 ､ 一 一 二 一 一 _ ‘ ̅

一

1

1

’

llll
ll
ll
ll

lll
ll

｜l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
lllllllll

l
l
l
l
l
l
l
l
l ’

ll
ll

■■■

｜
’

’

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１

Ｉ
ｌ
ｌ

１
１

科 [ 1

（@:臨床火習を含む）

指定規1111 本校'判1リ
i満幾 火脚 I;’ 祇投 峡内実群 臨床実習 ,;’

基
礎
科
Ｈ

人文科学 30

45

30 7 5

60

7 5

#|:会科学 30 30 30 301
''1然科学 150 150 150 210

化'核 60 “ 90

物 R | " 45 30 751
統iIl･学 30 3 0

′'2物学 15 15

外11【Iii 120 120 120 120

災縞 90 901
独総 30 30

保仙体育 15 60 15 45 60

天理教教義学

小 計 345 4 5 390 390 105 495

基
礎
専
門
科
目

医学概論 1 5

30

1 5 3 0

3 0

30

解剖学 4 5 75 4 5 75

生理学 45 45 9 0 60 4 5 105

病理学 6 0 4 5 1 0 5 6 0 4 5 1 0 5

生化学 6 0 4 5 105 7 5 4 5 120

微生物学 4 5 4 5 9 0 4 5 4 5 9 0

医動物学 30 15 45 30 3 0 60

情報科学概論 3 0 3 0 4 5 3 0 7 5

検査機器総論 4 5 4 5 4 5 4 5

医用工学概論 30 30 6 0 4 5 4 5 9 0

小計 4 0 5 2 5 5 6 6 0 4 8 0 3 1 5 7 9 5

臨
床
:叫
門
科
同

公衆衛生学 6 0 4 5 1 0 5 6 0 4 5

60

1 0 5

臨床医学総論 4 5 45 4 5 45

臨床病理学総論 60 60 60 60

臨床I 蟹総論 60 ＠90 150 75 45 180

検 鋪 11総論 4 5 45 45 45

嫡理組織細胞学 30 ＠135 165 6 0 75 60 195

臨床41測1学 90 ＠135 225 1 2 0 3 0 135 285

臨床化学 6 0 ＠180 240 75 “ 60 270

臨床l i l液学 60 ＠135 1 9 5 7 5 蝿 45 210

|： 45 ＠135 180 60 6畑 90 210

15 醜 ＠ 1 8 0 2 7 0 1 0 5 “ 45 285

放射性同位元素検侮技術学 30 15 45 30 30 6 0

iMl係法規 1 5 15 3 0 301
選
択

研究火習 225 2 2 5

油料 麺 90
■
Ⅱ
●
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

ｐ
タ
ロ
昌
■
■

Ｉ、−
Ｊ

ノ 6 90 1 0 5 0 1740 840 7 0 5 7 5 0 2295

合制。 1 4 4 0 1350 2790 1710 1 1 2 5 7 5 0 3585

選択科目 330 330

総 計 3120 3585
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5）天理医学技術学校（第34～37期生）
臨床検査学科教育内容と履修単位表

，”,̅̅｢：

122

- - _ 一

-

｜
｜
｜
｜

（）内数字：時間数

l
l
l

llllllll｜
｜
’

一
 

二

●

’

一
一

一
今
十
一

一
一
 
や

指定規則 学 則

教育内容
Ｌ
Ｆ
Ｌ抑

数 科 目
科目単位数

合計
講義 実 習 ｌ子

伽
へ
口

雑
礎
分
野

科学的思考の基礎

1 4

自 然 科 学
化 学 2（30）

l（30）

2（30）

16
(285）

物理学 l（15） l（15）
生物学 l（15） l（15）

人lHlと生活

人文科学
天 理 教 教 義 学 2（30）

l（30）

3（60）
心理学、哲学
よ り l 科 目 l（15） l（15）

社会科学（社会学、文化人類学、
人権教育論等より2科日）

2（30） 2（30）

外'14‘淵 3（45） 3（45）
保雌休ff l（15） 2（45）
選択科｢I（芸術群） l（30） l（30）

呼
門
雌
礎
分
野

人体の柵造と機能 7

人体解剖学 2（60）

l（30）

2（60）
7

(210)人体ノ 学 2（60） 2（60）
''品化学 2（60） 3（90）

|侭学検汽のJIL礎と
その疾桝との関述

5
臨床検在学総描 l（30） l（30） 2（60）

5
(150 )"綱'1'j4 2（60） 2（60）

薬且'彫 l（30） l（30）
保他|」
|災'､ｿ:イ

ポ補祉と
i査

4
公衆術堆学 2（60） l（30） 3（90） 4

(120 )満‘噛艘（又は医猟柵祉概倫） l（30） l（30）

|災旅|半及び
'i,'i fM科学

4

灰用唯休I量学概諭 l（30）
l（30）

l（30）
5

(150)灰用 I :学概論 l（30） 2（60）
hli州科学概論 l（30） l（30） 2（60）

(III
|Ⅲ1
分
町

剛床ﾘ,ii態学 6
臨床描哩学 2（60） l（30） 3（90）

6

(180）臨床I奨学概論 l（30） l（3()）
臨床I異学播捕 2（60） 2（60）

形態検介学 9

ﾘ1噸'1細織検査学 l（30） l（45） 2（75）

9
(330）

1m液検代学 l（30） l（30）
腿動物検街学 l（30） l（30）
卿i微鏡検衛学 3（135） 3（135）
liIIi像 :断検食学 l（30） l（30） 2（60）

ﾉ|物化'樅分析検介学 11

化学検街学 6（180） 2（90） 8（270）
11

(375）放射fMi l位沁票検侮学 l（30） l（30）
遺 I j暑検資学 l（30） l（45） 2（75）

ﾘ,kilﾉ§|・イ|ﾐ体防御検査学 10
微』 吻検侮学 4（120） 2（90） 6（210） 1 0

(360）
免控検俺学 l（30） l（45） 2（75）
輪li l l移柚検査学 l（30） l（45） 2（75）

唯I'M機能検介学 9
化休機能検査学 6（180） 2（90） 8（270） 9

(300）検休’ 帷検査学 l（30） l（30）

検介総合管即学 7

検在迎桝脅I 稚 2（60）
l（30）

2（60）

9

(270）

検査細庇禰I 膿 l（30） 2（60）
|欠旅↑I1i報脅f 膿 l（30） l（30）
検在↑I1i報処理学 l（30） l（30）
検査機器学 2（60） 2（60）
医疲科学 l（30） l（30）

臨地実習 7 臨地実習 8（360） 8（360） 8（360）

選択実習 研究実習 5（150） 5（150） 7
(210)減習 2（60） 2（60）

総単位数 9 3
6 7

(1815 )
3 9

(1485)
1 0 6

(3300）
106

(3300）
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6）天理医学技術学校（第38～40期生）
臨床検査学科教育内容と履修単位表

資料集
̅ 2 Z ｜ - - - - - ̅ 三 三 ニ ニ ニ ー r - _

’

急蒸函
一尹尹＝-て＝r一三署土宝＝垂型

二 二 一

I

（）内数字；時間数

-
＝ ̅ ＝ 石 一 一 一

酉■両一一一一
m2副

一 一 一 F T 可 一 一 』 - 一 一 一 一 二 』 _

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

指定規則 学則

教育内容 単位散 科目
科目単位数

合計
,蜘疑 火判 合‘I’

払
礎
分
野

科学的胆考の｣IL礎

14

{41然科や（化'}土、物理学、′li物学、

生物学等より2科n以上）

2（30）

I（30）

2（30）

14

(240）

l（15） l（15）
l（15） I（15）

人IH lど|諦

人文科学
天即教数縦学 2（30）

l（30）

3（60）
(心理準、竹学より
l科I31 )

l（15） I（15）

社会科学（l:会学、文化人剛'樅、
人椛敬育‘倫呼より2科1J）

2（30） 2（30）

外国i 2（30） …

保他1 “
」 l（15） 韮 疏

嘩
門
聴
礎
分
野

人体の柵造と機能 弓
ノ

人体解Wll'､14 2（42）

l（30）

… 函
7

(156)
人体生理学 2（42） … 函

生化'j4 2（42） 3（72）

|蝉j4検査の離礁と
その疾病とのM1辿

5

蹄！ 灸諦糊 iIIHil
′ L l（21） l（30） 2（51）

5

(108)
捕珊学 2（42） 2（42）
雛理学 l（15） l（15）

保健辰縦禍ﾈIIzと
i国学検代

4
公衆術生学 2（42） l（30） …

5

(108)将独学 l（15） ■、
|M1係法規 l（21） ”

|欠療T'j4及び
悩報科学

4

陛朋』 水I鳥学慨倫 l（21）
l（30）

(21）
5

(123)|侭用T:学概倫 l（21） 2（51）

＃'i報科学概倫 l（21） l（30） 2（51）

専
門
分
野

臨床病態学 6

臨床病珊学 2（42）

l（30）

2（42）
6

(126)
臨床病理学油習 l（21） l（21）

臨床医学概論 l（21） l（21）
臨床医学各論 2（42） 2（42）

形態検査学 9

病理組織検究学 (2 ）

3（90）

2（51）

10

(246）

血液検査学 (Z ） I（21）
医動物検査学

ク

ノ

」

〃
ｒ
ｌ
、 ） l（21）

顕微鏡検査学 3（90）
画像診断検査学 l（21） l（21）
画像診断検査学油習 l（21） l（21）

形態検査学系特論 l（21） l（21）

生物化学分析検査学 11

化学検査学 6（126） 2（60） 8（186）
12

(279）
放射性同位元素検査学 l（21） l（21）
遺伝子検査'子 l（21） ］（30） 2（51）
['3物化学分析検査学系特論 l（21） ］（21）

病因・生体防御検査学 1 0

微生物検査学 4（84） 2（60） 6（144）
11

(267）
免疫検査学 l（21） l（30） 2（51）

輸血移植検商学 l（21） I（30） 2（51）
病因・生体防御検査学系特論 l（21） l（21）

生理機能検査学 9
生体機能検査学 6（126） 2（60） 8（186） 9

(207）生体機能検査学系特論 l（21） ］（21）

検査総合管理学 7

検査運営管理学 l（21） l（21）

7

( 1 4 1 )

検査粘度管理学 l（21） l（21）
検査情報処理学 l（21） l（21）
検査機器学 2（42） 2（42）

医療科学 l（15） ］（15）

検査総合管理学系特論 l（21） l（21）

臨地実習 7 臨地実習 8（360） 8（360） 8（360）

選択実習
研究実習 5（150） 5（150） 7

(210)演習 2（60） 2（60）

総単位数 9 3 71 3 5 106 106



7）天理医学技術学校（第41～45期生）
臨床検査学科教育内容と履修単位表

資料集

124

猯定規則 学 則

数行内秤 11t位数 :↓ll
科I川i位数（（）内は時1M数）

合川．
jM.捜 火脚 iI

堆
礎
分
野

科学的思考の聴礎

14

内然科学
化 学 I 2 M 2（ （ ■■

18

(390）

化峨11 I l
U I 1

N

生 勿学 I I ｝

人1冊Iと生活

人文科学

火 11数教義 2 Ⅱ

…
2 （

人 11数教鞭学火習 3
｜
ｌ
’

《数学 ’
’
３

− ■■
心 理 学

一
別
一

宙学 I ’ ’
｜
削
一

I

社会科学
文化人類

一

ｔ

’

’
３

−

咲療社会学
ｌ
ｎ
ｌ

外['1‘譜 2
｜
曜
一

2
’
わ

・

嘩

一

保雌体育 1 l（45） 2 il

専
門
堆
礎
分
野

人体の描造と機能 7

人体解剖学 2 i l

I

I （ 3 0）

2 il

I

7

(210）
人体生理学 フ i l 2 il

生化半 2 ヌ 3 Ⅱ

医学検在の些礎と

その疾病との関連
5

臨床検査学総論 I 別 l （ 3 0） 2 il
5

(135）
病理学 2 )1 2 il

錐理学 I 1

保健医療攝祉と
医学検査

4

腱術生予 2 》I l（30） 3 )0）
5

(120）

』

唾学
｜

に

’

｜
剛
一

i）
1

｜

ｑ

’
系法規

医撫に学及び

Wi報科学
4

I
(61

I

l（30）
2

｜
削
一

し

6

(165）

|I生体』二学概論
'1-'二学概論 )（I

1 (31 l （ 3 0） M刺科学概摘

専
門
分
野

臨床病態学 6

＃

腹痢理学 (61

） 2（60）

2 1。Ⅱ■
ｑ
■皇も夕}

6

(180）

I

！ (31 1 M ｝臘桝理学油倒
欄災学概愉 (31 1 ⅡI

ﾙﾐ侭学各鋪 (61 2 Ⅱ’

形 態検 ff学 9

桝珊細織機 f 群 (31

）

(31 I

Ｕ
もI )I ）

9

(270）

Ⅲ1液検在学 (31 11

Ⅸ仙物検 ド (31 11 I

猟微鋺検紺 機I il液） 11 I

馴 微 鋤 拶Ⅱ Ⅱ縦・料11 含） (31 11

顕微鏡検森'1串Ⅲ (難色休・尿沈液） (31 (31

形態検査学系特舗 l （ I（ (31 I

生物化学分析検査学 11

化学検庇学総論 1 Ⅱ

2（60）
(31 I

12

(36()）

化学検査学各論 Ｆ
Ｄ 5 (210）

放射性1司 元条検在学 M ｝0）
遺低寸呈検査学 ’ Ⅱ l（30） リ iO）
生物化学分析検盗系特総 Ⅱ ｝0）

病因・生体防御検汽学 10

微生物検査学糸 Ｉ

弘

Ⅱ

2（60）
;0）

11

(330）

微生物 監学を ﾛ 岡 N 5 50）
免疫付 等

ナ M l（30） i（2

輸血恩 険査学 ’ M l（30） i（2

病 因 I 防御検在 展特論 I｛ Ⅱ

生理機能検査学 9

生 p 賑 検査学 I 総論・酸塩基平衡） M

2（60）

別

9

(270）

生理制 検盗学11 乎吸） M Ⅱ

生理欄 検査学Ⅲ 間環） 1 Ⅱ M

′ t I I 鱸 検在学1V 岬11縄） 1 M 弧

生F1獺 検侮学V 1'1像検査） 2 i（ i（2

生nM機能検査学実 2 i（

111機能検査学系特描 M l（

検ff総合管理学 7

検
迦営管理学 Ⅱ Ⅱ

7

(210）

W庇管理学 Ⅱ )（

恢 尚fM処理学 Ⅱ 弧

愉 猫 学 I （ 蝿 ､ 梢 M ｝（

険曲 勘 学Ⅱ（Wll1I栂 M M

医批 科学 M l（

検間 総合橋 1学系特備 M 別

臨地火習 7

剛
｜
川
一

拠判 形態検代） 2（91 I
巳

Ｐ

■ )（

9（405）

'2
｜
川
一
一

¥ 財IAl・ﾉli体|坊御検ff） l（41 Ⅱ

剛
｜
川
一

｜
酎
一

I IZj1M槻ii 険代） 3（13 3

剛I
｜
Ⅲ
一

｜
脚
引
一

I ど樅検f I (4｛ I 11

臨」
｜

Ⅲ

’

｜
”引
一

I 鯲 f 門剛） 11 I 11

閲
｜
剛
一

｜
側
引
一

I Ⅵ ﾘ11リ 11 剛

選択実習
研ツ 母 5 5 5 7

(210）

５

城澗 2 〕I 2 i（

総雌位数 93
72

(1890）
3 9

(1365）
111

(3255）

111

(3255）
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8）天理医学技術学校臨床工学専攻科（1期生～5期生）
臨床工学専攻科 教育内容と履修単位表

l
l
l

’
ll
ll
ll
ll
ll
ll
ll

|’ ’ ！

L一子
L̅‘̅̅;̅̅テーーーーー-

≦：125
一 一 一 - _ 一 一 』 二 一 一

一 一一I-LI-ヨ且 '四』二I且一二蛤

■■ llll
（）内数字；時間数

ゞ
封
一

一

一

蕊集料資

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

科 I ’
時間数

緋筏 実習 合1W

専
門
鵬
髄
膜
学
科
側

公衆衛生学 15

15

15

医 学 概 総 15 15

人の櫛造及び機能 60 60

病 理 学 概 焔 45 '13

些礎 l 鰹学実習 45

臨床生理学 10 30

臨床生化学 45 15

臨 床 免 疫 学 30 30

臨 床 薬 即 学 30 30

看護学概論 30 30

専
門
基
礎
工
学
科
目

応 用 数 学 4 5

45

/15

医用工学概論 30 30

シ ス テ ム エ 学 30
120

情 報 処 理 工 学 45

電 気 工 学 75 45 120

電 子 工 学 75 45 120

物 性 工 学 聖15 45

機械二 [学 4 5 15

材料工学 4 5 45

計 測 工 学 60 60

専
門
科
目

匡用磯器学概論 120

90

120

生 体 機 能 代 行 装 置 学 180 270

医 川 治 療 機 器 学 60 45 105

生体計測装世学 60 45 105

医用機器安全管理学 60 45 105

臨床医学総論 240 240

| fl 係 法 規 15 15

臨床実習 180 180

合iIl。 1530 585 2115
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9）天理医学技術学校臨床工学専攻科 （6期生～13期生）
臨床工学専攻科教育内容と履修単位表

一--- 一一-一一一一- 一一一一一一一一一一一一｡←41←牛③執Gee-←口争rIG-凸ｮ③③-③③++4-一---!ﾔ ｰｻﾞ←ザゥ◇←△ +■◆←◇缶一一一◇ L G -G --G-一一

一一◇一●4--今●一◇一一一一､一一
弐一̅
1 2 6

’ ’

’

’
−

４

’
−

１
君
』

＋
→
二
一

一
 
。
｝

ｑ
ｒ

〉
③

指疋規則 学則

教育内祥 li i { "
数 科 ! ’

科ll l i i位数
（）内は時M1数

制今
ロ

洲淡 火習 合‘il

＃
野

人文科学 XmI1教教義学 l（15） l（45） 2（60） 2（60）

専
門
基
礎
分
野

人体の柵逓股び機能 6

人体'1抑学 2（30）

l（30）

2（30）

6（lO5）人体＃ Wll学 2（30） 2（30）
病理§ I乳諭 l（15） l（15）
j座礎|災学実1W l（30）

臨床_[学に必要な
医学的基礎

8

l災学概論 l（15） l（15）

8（120）

lHl係法規 l（15） l（15）
公衆衛生学 l（15） l（15）
臨床4 里学 l（15） l（15）
臨床生化学 1（15） l（15）
臨床免疫学 l（15） l（15）
臨床薬理学 l（15） l（15）
看誕学概論 l（15） l（15）

臨 床 T 学 に 必 要 な
理工学的基礎

1 6

応用数学 2（30）
l（30）

2（30）

16（270）
竃気工学 5（75） 6（105）
電子工学 5（75） l（30） 6（]〔}5）
機械工学 2（30） 2（30）

臨床工学に必要な
医療情報技術と
システムエ学の基礎

7

システムエ学 2（30）
l（30） 7（120） 7（120）情報処理工学 2（30）

医療情報学 2（30）

専
門
分
野

医朋生体工学 7

医用工学概論 2（30）

l（30）

2（30）

8（120）
灰用物性工学 2（30） 2（30）
医用材料工学 2（30） 2（30）
医用計測工学 2（30） 2（30）

医 用 機 器 学 8

医用機器学概論 2（30）

l（30）

2（30）

10（180）
医用治療機器学 2（30） 3（60）
医用計測機器学 2（30） 3（60）
医用機器学滅習 2（30） 2（30）

'|皇体機能代行技術学 12 ノ

氷機能代行技1 学I（循環器） 3（45）
2（60） 12（210） 12（210）氷機能代行技1 『‘ 4Ⅱ（呼吸 ） 3（45）

21;体機能代行技#’ 4Ⅲ（'''1液浄化） 4（60）
|災111安全管HM学 5 灰川安全管理学 4（60） l（30） 5（90） 5（90）

|腱l述臨床隆幸 6

臨床内 学I（術剛 Ｉ
？ J野|臘） 2（30） 2（30）

7（105）
臨床内 学11（|[f吸 １

１ 〕 l（15） l（15）
臨床内 学Ⅲ（lill液、消化器、内分泌） 2（30） 2（30）

床外科学（紙 1，典''1治猟、麻酔） 2（30） 2（30）

臨床実習 4

！ H1（li l液浄化業務） l（45） l（45）

4（180）
臨床； Ⅱ（人I:心llIli堆務） l（45） l（45）
臨床も

ｈ

‘
ヴ

ー

Ｄ
Ｐ
Ｉ
●
△
■ Ⅲ（染1'1治撫、手術窄粟勝） l（45） l（45）

臨床典 IⅣ（|矢川機鮒獅瑚業務） l（45） l（45）

総単位数 7 9
71

( 1065)
1 4

(495）
8 5

( 1 560)
85

(156())



3．受験生・入学生の変遷
1）入学試験科目一覧（臨床検査学科)①

期

欝料集拝一一一一一ヶ--へ--●-争十～手③～一ケ、寺～少、ザーグーターー

l
l
l

面接試験
而接試験

127

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

年度 入学試験科目 備考

S42 1 英語B、物I A、化学B、現代国語及び作文 面接試験、身体検査
S43 2 ユ

Ｊ
ａ
ａ嗣
唖
印Ｇ

Ｂ

』

』 B、物f A、化学B、現代国語 面接試験、身体検在
S44 3 剛'1 B，物f B、化学B、イ 伽、数学（I ‘ⅡB )、現代同1 『 愛試験、身体検在
S45 4 肌 i淵B、物I B、化学B、ノ 伽、数学（1．ⅡB)、現代11<Ili I 良‘鋤 身体検術
S46 5 Ⅸ淵B、物I B、化学B、現代国拓及び作文 ！ 慶試§ 身体検介

S47 6 英謡B、物珊B、化学B、現代I{(1,譜及び作文
lii接試験、身体検介、
適性検代

S48 弓

イ 英語、物Fl1、化学、作文 mi接試験、身体検介、
適性検從

S49 8 災i淵、物即、化学、作文 Iji接試験、身体検介、
適性検伐

S50 9 災i淵、物理（1）、化学（1）、作文 Iji接試験、身体検介、
適性検査

S51 1 0 災i淵、物RI1（1）、化学（1）、作文
面接試験、身体検從、
適性検 ff

S52 11 1 iA、物即（1）、化学（11、現代lR職 【＃i接試験、身体検査）I

、 12 脚 １
１ A、物珊（1）、化学（1） 2（1）、現代国諦 I 慶拭§ 身体検在

S54 13 ＃！ｆ
ｉ I 愛‘蝿 身体I 甲

』
源
Ⅱ
』４物理、化学、数学、現｛

園 14 脱 J1

1.I A、キ 111（1）、化'將（I 数学（1）、現代国綿 I 慶拭§ 身{ノ 刑 4ビ
S56 1 5 災 Ｉ

Ｌ 物f 化学、数学、IHlli I 災拭陽 身｛ 対ビ
麺 16 Ⅸ 11

届 物 I !、化学、小捻文 I 災拭§ 身｛ 灸在
睡曜 17 災 副

四
隅 B、 * R'1（1）、化学（1）、小描文 I 炎I蝿 身｛ 狗從

S59 18 」
囮
旧 物 f !（1）、化学（1）、小論文 I 災試9 身体検代

S60 19 災i;i 、数'､膿（1）、化学、小I愉文 而接試験、身体検代、
適性検在

S61 20 英語( I . n )、数学( I )、化学、小論文
面接試験、身体検査、
適性検査

S62 2 1 英語（1．Ⅱ）、数学（1）、理科（物理・化学・生物のうち2科目選択)、小論文 而接試験、身体検査、
適性検査

S 6 3 2 2 英語（1．n）、数学（1）、Bl1科（物理・化学・生物のうち2科目選択)、小論文
面接試験、身体検査、
適性検査

H 1 2 3 英語（1．Ⅱ）、数学（1）、理科（物理・化学・生物のうち2科目選択)、作文
mi接試駿、身体検査、
適性検査

H 2 2 4 英語（I．Ⅱ)、数学（1）、Hl1科（物理・化学・生物のうち2科目選択)、作文 面接試験、身体検査、
適性検査

H3 25 化学、生物、数学（1）のうち2科目選択 面接訂 畠、身体検査
H 4 2 6 化学 ‘生物、数学（1）のうち2科目選択 面接誠 ： 身 体 検 査

H5 2 7 化学、生物、数学（1）のうち2科目選択 面接試§ 身体イ 稀
H 6 2 8 化学、生物、数学（1）のうち2科目選択 面接試§ 身体イ 海
H 7 2 9 化学、生物、数学（1）のうち2科目選択 面接試§ 身体イ dr
H 8 30 化学、生物、数学（1）のうち2科目選択 面接試§ 身体検査
H9 31 数学 I・数学A、物理 I B、化学 I B、生物 I Bのうち2科目選択 面接試月 身体検査

H l O 32 (椎）生物IB、化学IBよりl科目選択
(一）英語I．Ⅲ、数学1．A、化学IB、雑物IBのうち2科目選択

面接試月
面接試月

H 1 1 3 3 (椎）生物I B、化学I Bよりl科目選択、小論文
(一）英語I．Ⅱ、数学1．A、化学I B、生物I Bのうち2科目選択、小論文

而 接 試 験
面接試験

H l 2 3 4
(椎）生物I B、化学I Bよりl科目選択、小論文
(一）英語I．Ⅱ、数学1．A、化学I B、生物l Bのうち2科目選択、小論文

H 1 3 35 (推）生物I B、化学I Bよりl科目選択、小論文
(一）英語I．Ⅱ、数学1．A、化学I B、生物I Bのうち2科目選択、小‘浦文

而接試験
面接試験
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1）入学試験科目一覧（臨床検査学科)②

’

2）入学試験科目一覧（臨床工学専攻科）

f

128

面接試験
面接試験

Ｉ
 
ｆ
Ｉ

年度 期 入学試験科目 肺考

H l 4 36 (推）生物IB、化学IBよりl科目選択、小論文
(一）英1．Ⅱ、数1･A、化学IB、生物IBのうち2科目選択、小論文

而接試験
而接試験

H l 5 37 (椎）′
(一）；

卿l B、化学I B、堆物・化学よりl科L l選択、小附文
1．Ⅱ、数1．A、化'γl B、′| i物l Bのうち2科|E|選択、小I愉文

而側
Ini掴

試験
試験

H l 6 38
( Mf ) IMI;I; l．Ⅱ、
(一) If1,ili 1．，、
選択科 1 i ( 英 諦 I

数学1･A、選択科I｣ (41§物IB、化学IBよりl科|意 I逃択）
数'jji1 ･A、
｡Ⅱ、 ′ |物 I B、化学 I Bより l i : | l l 選択）

而側
I耐リ

( 験
試験

H l 7 39
(IIf) IW,;li 1．Ⅱ、
(一) l ' i l " i l ･Ⅱ、
選 択 科 I I ( 典 諦 I

数学1･A、選択科 I I ( ! | i物 I B、化 ' l j 4 I Bより l科 | _ i逃択）
数学1･A、
･H、/ l i物 I B、化学 l Bより l " | I I 選択）

1m接拭験
1,接試験

H l 8 40
(推）1N
(一）I[訓
選択科’

；
；
１

■
ｈ
Ｌ
・
■
Ⅱ
■
ｐ
Ｌ
。
Ⅱ
Ⅱ

合、数' j41、選択科'二I（'|ﾐ物I、化学Iよりl科'二l選択）
俗ﾔ、数学1．A、
L語 I .Ⅱ、生物 I、化 ' ､腓1より l科11選択）

而接試験
Ihi接試験

H l 9 41 (椎）IHl
(一）IHl

卜ji
Ⅱ｜

則i
l I l

篭合、選択科 | ’ （生物 I、化学 Iより1
篭介、選択科11（数学1．A、′|：物1，1’

H逃択）
41より l科側選択）

■
■
■
■
■
■
■
■
巳

愛試験
愛試験

H20 4 2
(惟）IHl
(一）I側

i総合、選択
i総合、選択

'1（生物I、化識j4 Iより1
'1（数学1．A、′| i物1，1I

||選択）
41より l科H選択）

１
１

愛試験
礎試験

H21 43
(推）旧く’
(--･）

Ｊ
Ｉ
 
ｆ
Ｉ

Ｉ
０
Ｆ
卜
■
Ｆ
１
■
１
１
Ⅱ
Ｐ
Ｆ

F

ql 今、選択
合、選択

' 1 （生物 I 、化学 l より 1
| I （数学 1．A、 ′ | ｛物 I 、｛ I

||選択）
塊Iよりl科11避択）

−
１

陽試験
産試験

H22 4 4 (推）IRI,｜
(-･）'1(11I

P

q

lP 今、選択
､T、選択

' 1（ ' | : 物 I 、化学 l より 1
'1（散学1．A、′| i物I、｛I

|̅I逃択）
41より l科 I i 選択）

｜

’

２
１

験
験
ｉ
ｆ

H23 45 (椎）|I（
(一）1K

畿合、選択
畿合、選択

1 -1（牝物 I、化学 lより l科 I |逃択）
'1（数学1．A、41i物I、化準Iよりl科'三|逃択）

而捌
1m接i

(験
試験

ff度 期 入学試験科 |」 肺考

H l 3 1 物理・数学、小論文 面接試験

H l 4 2 物理・数学、小論文 面接試験

H l 5 3 物 理 ・ 数 学 、 小 論 文 面接試験

H l 6 4 物理・数学、小論文 面 接 試 験

H l 7 5 物理・数学、人体の構造と機能、小論文 面 接 試 験

H l 8 6 数学、人体の機能と櫛造、小論文 面接試験

H l 9 7 (推）内部推薦
(一）人体の機能と描造、小論文

而接試験
面接試験

H20 8
(推）内部推薦
(一）人体の機能と枇造、小論文

面接試験
而接試験

H 2 1 9
(椎）内部推薦
(一）人体の機能と橘造、小論文

Ⅲi接試験
面接試験

H 2 2 1 0
(推）内部推薦
(一）人体の機能と構造、小論文

面接試験
而接試験

H23 11
(推）内部推薦
(一）人体の機能と構造、小論文

H24 1 2
(推）内部推薦
(一）人体の機能と柵造、小論文

面接試験
面接試験

H25 1 3 (推）内部惟鱒
(一）人体の機能と柵造、小論文

而接試験
而接試験



3）受験状況・入学者数一覧（臨床検査学科）
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一
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一
一

一一一
口
〕
’

一
一
一

一

｝

年度 期 志願者数
受験者数 合格者数

補 欠 競争率
入学者数

男 女 計 男 女 ＰＰＩ①ＪⅡⅡ
一
一
・
・
Ⅱ 男｜女 計

S 4 2
S43
S4 4
S45
Q j R

Ｊ
１
八
こ
つ
Ｊ
刈
詮
兵

8 6
7 3
7 1
5 1
7 川

4 3
3 0
2 8
23
ワ 口

4 3
4 3
4 3
2 6
列 つ

６
３
１
９
、

８
７
７
４
７

９
２
１
３

１
１
１
 
１
｡

23
23
27
21
つ ◎

4 2
3 5
38
3 4
つ ワ

2 0
2 1
1，9
1．4
r  f ̅ ､

喝
９
胞
吃
０

2〔〕
2 2
2 5
2 0
r ＞ ○

38
31
35
32
つ 心

J 卦 f

S48
S49
S50
唖 員 1

Ｕ
７
８
９
1 ，

ソ
Ｒ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
ｎ
Ｕ
侭

ｏ
７
８
ｎ
秬

ﾆ イ

2 1
3 2
4 6
厘 1

● 己

4 3
4 8
5 5
7 1

ｗ
Ｍ
鈍
伽
唖
１
１

朏
８
７
２
、
１
１
 
１

○
５
３
９
つ

色
３
３
２
つ

4 U

4 3
4 0
4 1
， 1 つ

1 - ●

1 . 5
2.〔〕
2 . 5
つ 1

上
８
６
皿
○

○
２
０
３
企

乙
２
３
２
つ

ｆ
Ｏ
６
４
細

ｄ
３
３
３
つ

色
３
４
５
負

ｑ
５
５
５
医

Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

1 1

12
13
14
1 反

l j J

203
1 7 7
1 1 6
1 ， 1

函
”蠅
妬
恥

ｊ
３
７
６
反

ｊ
７
５
５
川

1 ○ ひ

1 8 0
1 5 3
1 0 1
0 別

Ｊ
７
３
４
つ

J 1

24
29
26
つ 湘

4 4

4 1
4 2
40
つ ヲ

J ･ b

4 4
3 ‘ 6
2 5
『 〕 つ

３
０
１
つ

１
１
 

１
１
 

１
１
 

１

り Ｕ
７
５
２
ｎ

Ｊ
ｌ
２
２
勺

ソ
０
５
３
つ

Ｊ
３
３
３
つ

。 D ／

S58
S 5 9
S60
C 侭 1

Ｄ
７
８
９
ｎ

１
１
１
１
つ

皿
皿
即
兜
皿

雫 ｡

5 3
5 6
37
う 虞

4 J

4 4
6 6
50
ワ ワ

U J

9 7
1 2 2
87
1 J Y 二 J

l j

l 2
12
13
』ミ

乙ノ

28
30
28
つ 刎

fA U

4 0
4 2
41
川 イー 1 一一 一一一 一一堂

ｄ
４
９
１
侭

己
２
２
２
つ

ｌ

ｌ

Ｌ
８
８
１
ｑ

ｌ l ／

2 5
1 6
1 9
つ つ

ごイ

33
24
30
つ 兵

J ･ 色

S63
H1
H 2
H3

１
２
３
４
５

乙
２
２
２
２

1 1 ｡

9 5
7 4
53

①154
‘ ' 5 、 医 用

｡ ､ ］

2 4
2 2
17
4 5
つ ？

の
“”詑
噸
つ 1

岬
群
花
“、
姫

、
７
８
８
７
１

J 4

36
29
27
32
1 ，

坐 U

4 3
3 7
3 5
39
1 1

色．／

2 0
1 9
1 4
3．8
川ノ1

ｊ
４
６
４
６
１

色
４
１
７
５

己
２
２
１
１
□

乙 0

2 8
27
21
21
1 ，

n 4

H5

H 6

H 7

H 8

ご b

2 7

2 8

2 9

3 0

Ｊ
９
９
５
７
０
０
２
ｌ
刑

ｏ
４
９
５
１
４
３
４
４
亡

１

１
 
１
 
１

し
②
①
②
①
②
①
②
①
（

● U

l 7
3 4
14
4 9
14
38
14
4 7
1 企

５
３
３
７
３
０
５
８
踵

２
６
３
６
つ
』
９
ク
］
８
つ

l U U l : 〕 U

蛇
卯
輻
叱
評
畷
調
畷
掘

５
１
５
１
Ⅳ
２
８
１
脚
っ

皿
９
訂
８
副
５
副
５
型

刑

”、
兜
９
粥
７
羽
６
犯
公

Ｇ
２
０
２
１
３
３
５
６
ｎ

１
４
３
５
３
５
３
６
３
ワ

七
Ｆ
■
■
■

、
１
５
１
５
２
６
１
吃
ワ

ー

心
８
副
６
喝
４
詔
４
型
ｑ

“９
妬
７
詔
６
型
５
弧
貝

H U

H l O

H l l

H l 2

H l 3

。 ’

3 2

3 3

3 4

3 5

ｂ
９
０
９
５
６
３
３
１
ｎ

芯
２
２
６
２
５
２
５
３
列

山
②
推
一
推
一
推
一
推

J j

l O
4

2 9
12
18
8
l 5
14
p 弓

4 U

l 6
15
4 0
12
3 6
15
3 3
l 7
J-pK〕

“６
９
９
４
４
３
８
１
厘

否
２
１
６
２
５
２
４
３
八

１

３
２
１
７
５
２
２
７
つ

1 ● “５
９
旧
５
劃
皿
旧
９
禧

､うり

1 1
3 0
12
2 6
12
2 0
16
1  0

8

，
＝

Q

□
３
７
３
０
１
９
４
９
頁

■
千
■
■
ｂ
■
■
■
ｄ

己
３
１
２
２
２
１
２
１
つ

つ
Ｊ
つ
白
口
〕
ワ
ー
句
○
呵
乙
 
ｑ
Ｕ
弓
ｆ
 
つ

l 坐 、
４
９
吃
５
胴
ｍ
Ｍ
８
川

エ
７
皿
創
に
四
に
Ⅳ
巧
直

H l 4

H l 5

H l 6

H l 7

H l 8

d b

3 7

38

3 9

4〔〕

９
３
６
９
４
２
〈

５
３
５
３
５
３
“

一
推
一
推
一
推

渕上 Z J
- 6 5
推 30

l l

l 9
14
2 9
19
2 4
2 3
2 9
1 6
〆 》 え

l ご

3 8
1 6
2 8
14
2 9
1 6
2 1
14
1 J 。

Ｊ
７
０
７
３
３
９
０
０

乙
５
３
５
３
５
３
５
３
舟 F ̅ 咄

ｆ
３
９
５
９
８
９
８
８
ｏ

Ｉ
ｍ
９
ｍ
６
８
７
８
７
ワ

４
３
３
５
５
ハ
０
６
６
５
反

１
ワ
』
５
 
４
 
６
 
５
’

、
５
７
８
２
３
４
１
０
７

甲
干
■
■
Ｐ
■
Ｂ
■
士

１
２
１
３
２
３
２
３
２
つ

ｆ
ワ
Ｊ
Ｑ
〉
剤
４
○
口
貝
Ｊ
凸
Ｊ
弓
ｉ
Ｑ
Ｕ
口

ｆ
侭
Ｕ
ｑ
〉
頁
Ｊ
Ｒ
Ｕ
ｐ
Ｕ
弓
ｒ
ラ
ー
ワ
ー
ヮ

１
没
へ
岨
》
〔
Ｋ
Ｊ
，
１
，
頁
Ｊ
２
Ｊ
Ｒ
Ｊ
４
Ｔ
目
Ｊ
ｎ

H l 9

H 2 0

H 2 1

H 2 2

H 2 3

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

裂
調
訓
墾
皿
２
伽
Ⅱ
２
７
４
０

推
一
推
つ
つ
縫
や
つ
艇
剖
維
詑

Ｕ
８
０
５

ｌ
ｌ
 
ｌ
ｌ

６
吟
鋤
５
11
2 7
13
2 8

1 4

1 5
11
13
4
9

11
1 9
11
3 2

１２
（
ｂ

乙坐

3 3
2 1
2 8
10
2 2
4 1
11
2 2
4 6
2 4
6 0

ｂ
５
７
ｍ
２
７
６
０
３
７
８
５

７
９
０
７
９
２
６
８
４
９

1 1

10
Ｊ
５
４
９

ｌ
ｌ
 
ｌ
ｌ

２
４
５
２
９

１
１

５
２
４

勺
１
０
▲
４
ト
ー
ト
ュ
曇
１
１
且

つ
』
ｑ
Ｊ
１
１
 
川
生
旬
色
 
匡
Ｊ
つ
Ｊ

４
２
５
５
０
６
７
５
４
１
０
３

画
■
■
■
■
士

１
２
１
１
５
１
２
５
２
３
？
］
４

Ｕ
ｑ
Ｊ
７
ｊ
ｎ
ゴ
ク
］
ワ
ー
Ｅ
Ｊ
〈
Ｕ
つ
り
７
ｊ
Ｑ
ｏ
Ｅ
Ｊ

ｑ
〕
７
７
０
７
８
ク
〕
６
８
４
９

1 1 ｊ
２
４
６

１
１
凸
 
２
１
 
６
１

２
Ｍ
Ｂ
２
９
５
２
４

１
１
１

4 8 3 7 1 9 3 4 2 5 5 1 4 4 8 5 5 3 4 1 1 9 4 1 7 2 8 4 8 4 5 6 9 4 8 1 4 0 4
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4）受験状況・入学者数一覧(臨床工学専攻科）
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6）入学検定料・入学金・授業料・実習費一覧（臨床工学専攻科）
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そ̅ﾗｰﾃｰｰ一

’ ’ ’

年度 期 志願者数
受験者数 合格者数

補欠 競争率
入学者数

男 女 ●ｌ記

号

■

ワ

ｂ

０
ｅ ﾘ｝ 女 i l 男 女 ’七

零
脚

H l 3
H l 4
H l 5
H l 6
T Tp 勺

ｌ
２
３
４
Ｅ

９
皿
”９
，

７
７
７
５
ヲ

２
４
９
４
句

ｌ
６
９
ｎ

９
１
１

５
３
１
４
川

１
１
幻
紐
Ｑ
〉
’１
つ

６
７
０
５
Ｒ

ｌ

1

- 七 一 廿 缶 一 一 一

５
６
６
８
貝

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

５
３
０
４
４

。
’へ
Ｊ
ｑ
）
０
１
つ

６
６
９
５
侭

H 1 ご

H l 9

H 2 0

H21

H2 2

ｂ
７
 
８
 
９

10

ご
推
一
推
一
推
一
推
一

７
６
７
６
６
６
６
侭

ｂ
３
６
５
５
４
４
４
川

邑
４
０
３
０
２
つ
」
２
つ

Ｃ
７
６
８
５
６
６
６
Ｒ

鍋
Ｑ
〕
・
ｌ
ｎ
ｏ
９
ｌ
４
段
、
色
凸
４
１

色
４
０
３
０
ウ
］
１
２
つ

Ｕ
今
ｊ
ｌ
６
１
〈
ｂ
３
〔
Ｕ
回

1

1 ． ｡

l‘(）
6.(）
1.3
5 0
10
2．0
1．0
ワ ハ

牡
ｑ
〕
’１
句
Ｄ
１
１
川
染
〔
己
 

川
堪
１

１
４
０
３
０
１
１
２
つ

Ｊ
７
１
６
１
５
３
６
句

○
４
 
４

色
 
２
 
２

、
Ｈ
 
Ｈ

ｌ
フ
』
 
Ｑ
Ｊ

ｌ
 
１
 
１

○
１
７
２
７
２

正
 
推
一
惟
一

ｉ
Ｏ
３
１
４
２

１
１
４
０
３
０

○
１
７
１
７
２

ｆ
Ｏ
３
１
４
２

１
’１
刈
哉
、
〉
ｑ
〕
〔
Ｕ

ｏ
ｌ
７
‐１
７
２

Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｆ
Ｏ
３
１
４
２

ｌ
ｇ
ｌ
Ａ
紐
（
Ｕ
Ｑ
）
（
Ｕ

０
１
７
１
７
２

140 91 4 7 138 57 42 99 3 56 39 95

年度 期 入学検定料 入学令 授業料 実習費
S 4 2～ S 4 3

S44

S 4 5 ～ S 4 9
S50

S 5 1 ～ S 5 2
S 5 3 ～ S 5 5

S 5 6 ～ S 6 0
S61

S 6 2 ～ H l
H 2 ～ H 3

H4
H 5 ～ H l O
H l l ～ H 2 3

１
 
４
 
９
 
３
 
５
 
２
 
５

２
 
８
 
ｌ
 
ｌ
 
ｌ
 
２
 
２
３
 
４

１

−
３
 
− 
９
 
一
一
一
 
次
一
一
記
一
一

１
 
４
 
０
 
２
 
５
 
１
 
４
 
７
 
３

１
 
１
 
１
 
２
 
２
 
２
 
３

1 ,500円
2，000
3，000
5，000

5,000
1 0,000

1 0,000
12,000
1 2,000
1 5 .000

1 5､000
20,000
1 5,000

1 0,000円
1 0,000
1 0"000

1 0,000
20．000
5(),000

1 00,000
1 00,000

1 00,000
1 03,000
1 00,000
200．000

150，000

3 0 , 0 0 0円
3 0 0 0 0

30，0(〕0
30，000

50，000
1 00,000
200，000
2 00000

200，000

200，000
200，000
300 .000
300,000

2 0 0 , 0 0 0円

200.000
2 00,000
300 .000
300 ,000

年庇 期 人学検進料 人''膿介 授巣料 火習MH

H l 3 ～ S l 9 I ～ 7 15 , 0 0 0円 1 00,000 1･'1
(本校卒業又は兇込行は50‘000ﾄ'l) 3 5 0 , 0 0 0円 350,000111

H 2 0 ～ S 2 5 8 ～ 1 3 15.000111 1 50,000 II1
(本校卒業又は見込肖は70,000 1'1) 350,000111 350,000111



4．科目別歴代講師一覧
1）臨床検査学科 1期生から33期生まで

基礎科目

基礎専門科目

臨床専門科目

一③+③今G--L-G一拝一ザーーーーェ一一戸一一③←ヘー÷③一一一-ー一÷一旬一一一一 一一 一
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罫

一

一

驫集料資
一

《

４

一

科目名 担 当 講 師 名
人文・社会科学

数学
物理学
化学
生物学
情報科学概論
英語
独諦
保他体育
天HI!教教投学

丸山良治、
菅野英機、
東 正 弘
束 正 弘
村上和雄、
平岩公男、
東 正弘、
木村達夫、
三好成美、
林1E州、
IIII';j秀夫、
ｲﾉﾄ柵"師||、

珈尾治代、岡田康伸、松田腱三郎、森岡旺芳、烏II1平三、千原雅代、田中 稜、南川諦弘、
寿田友子、小田健、山田光二

竹田妙子、平井由起子、喜多村昭子、上田慶子、島本雅子、芝田|陽子
大上肺子、’ ' '水利雄、喜多村昭子、宮西節子
梅園千Iｻ l、繭砂秀雄、長谷川正行、岡山幸成
灘多村厳二、羽白清、高橋浩、岡村一弘、丼｣f裕二、市村抑義、111下純子、松下|場子
坂|｜尚山、中川義英
湯洩 兇、雌川i制．、小椋 博、森ﾉ| :博之
)¥:沢ノ災、樹l･11うじ、矢持辰弓、西山姉夫、岡本久腿、1114x'Iﾐ没、企frli介、佐治降l lll、
渋谷陽一、荒木他犬、蛎谷悟、' j i l I ' i部拙帥

科日名 担 当 撒 師 名
医学概論
公衆術生学
臨床猫f!M学総輪

臨床|蚤′γ総荊
臨床検盗総捕
検査管理総論
検査機器総論
|蕊I係法規
iWill糺I織学

生化学
ｿ両叫学
実験艸l動物‘￥
|侭動物学
微生物学

飯川照|ﾘl、i l|li橘 沿、'ij村脳II没、奥村秀弘
IMW I1;皮、荒地典|ﾘl、近峨峨:、氏平高敏、営多村昭r
il'li棚 浩、尺野hﾘ之、〃,i ll#WI!城、谷口戯里、岡村一弘、野村儒沢、！断柵袋ﾉ|;、ノ,野Iﾘl、松llli,砿、
jl; 11W :、松尼収：
松尼収x，洩野 hリ
II'l" illi、柵林"fi、幽多村| |/I j4、ili村輝義、木1.1 I光雄
lll!|'  'j〆、1II本腿用1，117村賦職
巾村抑盤、杉邑時棚、雌本一洲
武芥比lli根、｜/1拍降則、桁杣恭､|f、市村繩義、職達弥
三宅仙夫、1I1本飛肺、|||辺岬彦、舳子尚彦、藤蛍章男、沢lll英夫、稲川満夫、ノ<ｲi雅LJ、井上 昇、
ili"l 'il雄、水IWI光雄、水､f災|ﾘ」
i･lill lX11t、柚川礼造、松li叩蠅、｜川村一博、野村信推、益r尚彦、藤堂'､ifﾘj、沢lll英夫、稲111満夫、
人石雅Ll､ )|:|:界、梶| IM h!il雌、木lu光雄、市村姉殿
竹Ⅱl妙f、大津英:、｜ﾉ,搬榊11城、｜畑慶子、島本雅子、灘多村昭r
沢llll|4治、lll辺仲彦、' li , I& |"li、小橋陽一郎、岩本宏文
Ⅲl堵公男、lll辺仲彦、I IIHII(I雄、笠倉和之、梶l&l消隆
沢lll典治、lll水利雌、ll1内服平、キ！|本宏文
小松 ノJ.、,if#川旗一、儒卿i i;l i

科日字， 担 当 綱 師 名
臨床生f''1学

|淵床化学

臨床血液､雑
臨床免疫学
臨床微生物学

ウイルス学
病理組織学
細胞診
医用工学概論
R I 検 査 技 術 学

IWill ljALllt、柚川礼造、松原'|刊雌、l l l111  ,;§、西沢HI1夫、岡村-kﾘ、雑子尚彦、稲1II満火、藤蝋f;tﾘ｣、
沢H1災犬､大ｲi雅己、11:上 昇、小木幸人､増｢Ⅱ轡一､四健裕、l:鵬忠文、i l i村抑義､水l l l光雄､川I朧 晃、
li( |11樅、N' li柵ﾉ心代、i l.li柵秀一、岡山幸成、頁弘、杉幽芳樹、111下宗人
間柵 ％!『、ト‘ｲ多村l l{{子、III･↓本雅子、上田慶子、市村繩義、一畠根たまよ、芝l11liM j嬢、MI谷一雄、111本哩卿l、
耐水|| Iiミ郎、猫II1拡久、畑II徳子、縢本一満
松111偏義、11.j柵 浩、前川ﾉylﾘ1、氏家帥代、井上補_:、松尾収皇、、IzII I好災、火峠和彦、津lll勝代
松田信義、西浦子、宮西節子、森本武次、木寺英明
小林 桁､渡辺昌平､金田占男、相原雅典､111内康平､西尾利一､岡、雅幸、上原明彦、出川宏一､嶋田昌司、
小 松 方
丹治王、西清子、森本武次、喜多村昭子
岩本宏文
滝沢活、大橘功、木下康枝、鴻池資啓
東 正 弘 、 瀬 川 裁 朗
稲田満夫、中崎利彦、佐藤紘一、石原明、比嘉敏明



鋳､。
2）臨床検査学科 34期生から40期生まで

基礎科目

資料集

専l ''1基礎分野

専門分野

’

132

科目名 担 当 講 師 名
分析化学
物理化学
生物学
天理教教義学
宗教学概説
心理学
打 学
社会学
文化人頬学
人権教育論
法 学
|災撫；l:a.､樅
外l l i職
保他体育

上田慶子
面 払
喜多村昭子、宮西節子
荒木健夫、伊橋房和、塩谷 悟、河村喜寛、木寺英明、前川ふみよ、減水I I I I三郎
東馬場郁生
千原雅代、高森淳一、中川英子、金子栄美
松田健三郎
喜多村昭子
住原1111也
山、光二
小 川 鯉
市村瓶|職
宮'四節f、松ド|脇j暴
森 j ﾄ 博 之 、 伊 滕 沖

科11名 l l l 当 満 i l 1 i j 粕
人体解WI1学
人体'l if ' l "
' | ;化学
臨床検介学総‘論
ｿIM FI'j4
" F I "
公衆術′l i j,j"
府,獅樅
ILI係法規
I災川'|《体l:学概‘浦
IX!11 l形概,倫
'II|蝋科学概総

木､f英Iﾘl
' l i 付 fl "
l a l11畷j4
' l j村卸護
小野恵雄、本庄ルi !、変 l l l l l利
山本奇111
卜'ｲ多村昭子、後雌きよみ
ﾉ〈lll容子
『li村脳l職
杉邑芳樹
束止弘、瀬川襲朗、脚1114 * "
腔谷川正行、鰯本一湖、杉辿〃樹

科''1'↑ l I l 当 描 師 堵 ！
臨床撫H1Fi"
臨床l災挙
り,ii fil1組織検在学
IIL液検鈴樅
I災動物検介学
MII微鏡検從学

1111像‘診断検査学
化学検介学

RI検代技術学
辿仏j <検査学
微生物検査学
免疫検査学
輸Ⅲl移植検査学
生体機能検査学

検休機能検査学
検査運営管理学
検査職度管理学
検奄情綴処理学
検査機器学
医療科学

松j笹収＝、大峠和彦、111本陛卿I
浅 野 博
淵本堆文、木下脱枝、水j l " I ﾘ l
前川芳lﾘl、tltll l勝代、前川ふみよ
沿水宏文、幽多村昭｣畳、抑llふみよ
灘多村昭f、水ドLM枝、溺池面I1呼、水が災Iﾘl、山崎勝夫、lii川芳|ﾘ1，| :M|('蝿、杉邑芳樹、前川ふみよ、
原嶋一幸、1i1"-｢幸、松ll l i l :身j名
I言〔弘、尚橘秀一、II1ドボ人、後雌きよみ、航ll l隆史
滕本一滴、lll本慶舸l、猫lll拡久、鴫IⅡu'i l、撒水順ユ郎、減|ll l l＃代、畑'|】他j4、ド村人樹、杉村允r、
WM I+|充宏
行原 l ﾘ l 、佐藤紘 ' l i 、比猟敏 l ﾘ j 、御前除
藤本一滴、前川ふみよ、竹岡加賜
小松 方、島川宏一、森本武次、岩崎瑞秘、河野久、浅野 博
木寺英明
森本武次、前川ふみよ、林H1雅彦、水寺英Iﾘl
市村師義、111中 学、岡l11幸成、原IH 識、1荊橘秀一、杉邑芳樹、山崎IW夫、1I1下宗人、後滕きよみ、
小林昌払
藤 本 一 滴
l 1 1 中 亨
山水慶和
長 谷 川 止 行
藤本一満、杉邑芳樹、弛本順三郎、普1l1泰教
市村輝義、小吹孝二、渡邊影



3）臨床検査学科 41期生から45期生（閉校）まで
基礎分野

専門基礎分野

専門分野
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科'二1名 柵 、 ％ ‘ 洲 i l I l i f 1
化 学 I
化学Ⅱ
'|;物学
天III!教教義半
X1111数数錠学火習
兼教学
心叩学
朽峨
文化人類学
人椛教育論
医撫社会学

外I1(I W;
保他体育

上剛慶j冬、瀧本順皇郎
松lll治和、_|壬Ⅱl礎f
gijり節｣名、柵塚勝払
荒水仙ﾉと、fII橘し期I、河村卜¥蝿、木､f災lﾘl、減水順{郎、i'i木雌榊、lll'l'修得、端川勝脳
流木順_畠郎
東賜場郁21晶
金 r 栄 英
松川他̅晶郎
住卿|ll也
河村灘寛
｢h村卸義、波辺 彰、’苅川ふみよ、後滕きよみ、柵艸消 i̅、鋤1正膠、久傑良'llli，榊伽歩、|:村繁則、
前川彰彦
宮四節f、松ド IH j a
森ﾉ1:博之、〃職 淳、難波典哩

科目名 担 当 講 師 名
人体解剖学
人体生理学
生化学
臨床検査学総論
病理学
薬理学
公衆衛生学
公衆衛生学実習
看護学
関係法規
医用生体工学概論
医用工学概論
情報科学概論
情報科学概論実習

木寺英明
曽山奉教
上田慶子
市村抑義、本寺英明
小野喜雄、本庄 原、安田ingl1、今井教嗣、坂本真一、l11崎賢之
山本育由、上田睦明
後藤きよみ
後藤きよみ、t IH慶子
大田容子
上田慶子
杉邑芳樹
曽 山 奉 教
長谷川正ｲ『、杉邑芳樹
杉邑芳樹

科目名 桐 山1 識師 ＊，
臨床柄理学
臨床ｿji理学波料
臨床|笈学
;" I !組織検査学
ll l液検盗学
I鰹動物検査学
顕微鏡検査学 l
顕微鏡検査学Ⅱ
顕微鏡検査学H1
形態検査学系特諭
化学検査学総愉
化学検査学各諭
放射ﾔ|棡位元粂検査学
辿伝子検在学
41物化学検代学系特論
微生物検査学総論
微生物検査学各論
微生物検査学各論実習
免疫検査学
輸血移植検査学
病因生体防御検査学系特諭
生理機能検査学 I
生理機能検査学Ⅱ
生理機能検査学Ⅲ
生理機能検査学Ⅳ
生理機能検査学V
生理機能検査学実習
生理機能検査学特論
検査運営管理学
検査精度管理学
検査情報処理学
検査機器学 I
検杏機器学Ⅱ
医療科学

検査総合管理学系特論

松尾収一旦、ノ<峠淵l彦、111本鯉和
松尾収1，111本慶卿｜
波野 hﾘ、松1種収證、111本慶称、『IT村文彦
水寺英Iﾘl
前川ふみよ
li i川ふみよ
i1t山勝代、| :ErI逆、前川ふみよ、岸森下II#
鴻池演稗、本寺災lﾘ1,111崎鴻夫
前川ふみよ、後滕きよみ
水､f典Iﾘ l、前川ふみよ、後滕きよみ
猪川雛久
嶋田偶司、瀧本順狼|;、池lll勝代、畑『l'徳jを、下村ﾉ<樹、杉村光｣命、蝋|ll允恋、愈村英一具
御前｜恥
前川ふみよ、竹|附加|鮒
l:I:11" jと、淑本順晶郎
浅野 博、河野 久、！'』村彰宏
稲山砂織、阿部数行、i!ﾘ野 久
上田慶子、福田砂織、阿部教行、中村彰宏
木寺英明、諸ﾉｷひるみ
森本武次、前川ふみよ、林田雅彦、木寺英明、諸井ひろみ
水寺英Iﾘl、前川ふみよ、諸井ひろみ
杉邑芳樹
杉邑芳樹
田崎昭夫
小 林 昌 弘
後藤きよみ、植田隆史、日浦之和、錦成郎
田崎昭夫、杉邑芳樹、後藤きよみ、小林昌弘、諸井ひろみ
肝|崎昭夫、杉邑芳樹、後藤きよみ、諸井ひろみ
山 中 亨
l l l 本慶刑 I
長谷川正行
瀧本順三郎、曽山奉教
瀧本l1旧三郎、後藤きよみ
渡邊彰、山本慶和、松尾収二、111本智恵美、中川美穂、北川孝道、柴田止慶、伊東硲之、南睦、
嶋田昌司、中村彰宏、畑中徳子、脇本理栄子、高田章美、木下真紀、松谷勇人、福lH鯆久、
岡111幸成、永｝|直治、池内和代
後藤きよみ、曽山奉教、前川ふみよ
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4）臨床工学専攻科 1期生から5期生まで
基礎科目

’
’

"| II'!基礎医学科目

’
’

専門基礎工学科目

’
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" I1I1科目

’
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一
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二

一
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科l-If！ 扣 E l i 術 帥 ？ ！

ﾉ<nM教教没学 水、'卜英|ﾘI、帥川ふみよ

科H#'‘ I I ! 当 ‘ 洲 帥 名

臨床'|畠化'1を

jif礎医学実習
臨床免疫学

臨床薬理学
看護学概論

病理学

l :|+1慶子

木寺英明

木寺英明

山本育由

大田容子

本 庄 原

科目箔 担 当 講 師 名

応用数学

医用工学概論

シ ス テ ム エ 学

惜報処理工学

電 気 T 学

迩｣亀｣二'j4
物性工学

機械T学

材料［学

,il･測 l̅見学

田端敬昌

杉邑芳樹

上田勝彦

上田勝彦

奥In昌宏、東11皇弘、瀬川義朗

拠出昌遮、東[剛ﾑ、襯川我朗

I- [ 弘

111本英毅、酒井山敏

IM崎昭夫

杉幽芳樹

科I-l名 担 当 拙 師 名

医用機器学概論

生体機能代行装置学

医用治療機器学

医用機器安全管理学

臨床l医学総論

関係法規

臨床実習（指導教員）

津田 淳、田崎昭夫、杉邑芳樹

、崎昭夫、杉邑芳樹、木田光雄、吉田秀人、津田 淳
杉邑芳樹、藤木伸泰

吉田秀人

奥村和弘、奥村紀子、柿田和清、熊野穂高、小西芋、日村好宏、

高橋清一、巾村義徳、松尾収二、松山克彦、松村正彦、石戸谷哲、岩倉篇、
吉村真一郎、沖波 武

市村輝義

吉田秀人、小林靖雄、藤本伸泰、津田淳
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5）臨床工学専攻科 6期生から13期生（閉校）まで

基礎分野

専門基礎分野

酬集墾逢

専門分野
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科目名 担 当 講 師 名

天理教教義学 瀧本順言郎

科目名 担 当 講 師 名

関係法規

臨床薬理学

看謹学概論

応用数学

電気正学

電子工学

電]冬丁学実習

機械工学

システムエ学

情報処理工学

市村輝義、

山本育由、

大出容子

Ⅲ端敬昌

奥田昌宏、

奥、昌宏、

瀬川義朗、

酒井史敏

上田勝彦

上田勝彦

杉邑芳樹

上山睦明

上IH勝彦

上川勝彦

杉邑芳樹、稗山4瑳教

科目名 桐 当 講 師 名

医用工学概論

医用物性工学

医用材料工学

医川計測 [ 学

l災用;l･測機器学（実習含む）

臨床生 E I "

臨床免疫学

Ji§礎l量学実習

I夷猟悩報学（実習街む）

l鰹川機器学概論

|夷川機器学獅W

|鷺用治療機器学

医用治撫機器学火脚

生体機能代行技術学（火習含む）

IXIM安全管理学（尖稗含む）

臨床医学内科学

臨床外科学

臨床実習（折導数員）

杉邑芳樹

亘 弘 、 曽 山 泰 教

川崎昭夫、松l11治和
杉邑ﾉ糊｜

杉幽芳樹、H1崎昭犬、

杉邑好樹

木､¥典Iﾘl

杉邑ﾉj:棚、木､¥典|ﾘl

杉邑ﾂ糊 l

I I IMillN犬、杉邑好棚

l 11Mill/|夫、杉仙芳棚
杉邑時樹、牒本( ' | I "

杉巴好樹、lll崎昭夫、

I||崎昭夫、杉邑好樹、

i'111 1無数、lli崎昭夫

mllWl 1洲、命〃＃志、

||村好涯、'i｢川疑久、

''1村溌徳、li il谷俊…と、

川1吋岬兇
『'flll秀人、小林端雄、

Wl11準教

津川 沖、117川秀人

奥村紀j会、

衆知里、

熊野秘I淵、

滕本伸炎、 i l t I H沖

依A!j弘忠、商橘滴一、吉村典一郎、小|ノリ 孝、

近藤博卿｜

西 l l l l 蝿也、器向篤、仁科・他、柴崎界、
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5．国家試験合格者数一覧
1）臨床検査科

｜

’

｜
｜
’

2）臨床工学専攻科

l
l
l
l

｜
｜
｜
’
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’
’

期 実施年月（M） 卒業者数 受験者散 合格者数 合格率（％） 全国平均（％）

1 S4410（14） 3 4 3 3 2 6 78.8 51．2

フー S4510（16） 3 0 3 0 2 9 96．7 57．7

3 S 4 6 3（ 1 7 1- ノ 3 0 30 2 2 73．3 69.6

4 S473（19） 3 4 34 3 3 97.1 79．0

5 S48.3（21） 3 5 35 3 4 97．1 75．8

6 S49.3（23） 37 37 31 83 . 8 85.6

7 S51．3（臨10） 28 2 8 27 96.4 50.0

8 S52.3（臨12） 33 3 3 31 93．9 53.1

9 S53.3（臨14） 34 34 32 94．1 56.2

10 S54.3（臨16） 28 2 8 28 100 70.0

11 S55.3（|期18） 4 0 4 0 28 70．0 50.0

12 S56.3（剛20） 27 2 7 23 85．2 44．8

13 S57,3（鴎22） 31 31 31 100 60.8

1 S58.3（脇24） 3 0 3 0 28 93．3 50．0
・
動 S59.3（臨26） 27 2 7 21 77．8 55．3
へ
『
，
〕 S60‘3（： 28） 2 7 2 7 22 81．5 5 2 4

７ S61，3（: 30） 29 2 9 29 100 57．5

3 S62 .3（E 32） 23 2 3 23 100 55 ‘ 8

3 S63.3（Ⅱ 34） 27 2 7 27 100 49，4

2 0 HOI‘3（'恥35） 22 2 2 22 100 51．5

21 H02．3（鴎36） 24 2 4 24 100 61．0

2 2 H03．3（剛37） 25 2 5 24 96．0 57．5

2 3 H04，3（剛38） 24 24 24 100 59．6

24 HO5‘3（： 39） 17 17 17 100 63．0

2 5 11063（I 40） 29 29 2 8 96．6 66．1

2 6 H〔〕73（I 41） 31 3］ 31 100 70．9

2 7 H08．3（I 42） 29 29 2 9 100 7 4 2

2 8 H09．3（|’ 43） 27 27 2 6 96．3 63．3

2 9 卜 〕’3（|’ 44） 37 37 3 7 100 7 L O

3 0 卜 L3（|’ 45） 32 32 3 2 100 76．6

31 卜 23（！ 46） 31 31 3 0 96,8 75.0

32 卜 3.3（I 47） 32 32 31 96．9 69.4

33 I 43（I 48） 30 30 2 9 96.7 68.0
弓 刈
口 祉 卜 ]3（剛49） 27 27 21 77．8 56.2
八 戸

J 、 卜 3‘3（蹄50） 27 30 3 0 100 79．0

36 ！ 7,3（ド 51） 29 30 2 9 96．7 75.2

37 ｝ 3．3（！ 52） 26 26 24 92．3 72.9

38 卜 〕’3（I 53） 25 25 2 5 〕0 74．7
q Q
L J - ■ F H20.2（’ 54） 25 25 25 〕0 7 3 7

40 H212（I 55） 24 24 24 〕0 71．8

41 }122.2（I 56） 27 27 27 〕0 67．8

42 1-123.2（I 57） 25 25 25 〕0 6 7 0

43 H24.2（’ 58） 28 2 8 28 〕0 75.4

44 H25.2（脇59） 25 25 25 〕0 77．2

45 H26.2（剛60） 25 25 25 100 8 i , 2

期 火施年月（M） 卒災荷数 受験背数 合格者数 合絡率（％） 全腫1画14均（％）

1 卜 4．31 ﾗ） 6 6 6 〕0 83.6

2 卜 ﾗ.31 6 6 6 〕0 85雲2

3 卜 3．31 9 9 9 〕0 8 7 - 5

4 卜 7，31 R
J 5 5 〕0 84．8

q
、 ノ

｝ 3.3（’（ 6 6 6 〕0 83．7

6 ト 〕.3（2（ 5 5 5 〕0 84．9
７ H 2 0 3（ 2 8 8 8 〕0 8 3 1

8 H213（22 7 7
』 7 〕0 7 9 5

9 H223（2〔 8 8 8 〕0 81．4

10 H 2 3 3（ 2 ‘ 9 9 9 〕0 77．4

1 1 H24．3 9 9 9 〕0 75．5

12 H25‘3（2（ 8 8 8 〕0 75．3

1 3 H263（27） 9 9 9 〕0 78．8
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1）
(1)

期

l
l
l
’

（2）臨床工学専攻科

2）臨床検査学科進学者数一覧

l
l
l

’

ll

’

｜
｜
’

l
l
l

’

術料集臺雲雲建

(平成12年度以降）

卒業生の変遷
卒業生数一覧
臨床検杳学科

三 - - - - → _ 二 一 一 一 二 一
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１
１

１
１
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

期 男 女 計

1 15 19 3 4

2 9 2 1 3 0

3 9 24 33

4 10 21 31

5 8 2 7 35

6 13 2 4 37

7 7 21 28

8 4 29 33

9 11 23 34

10 6 22 28

11 9 31 4 0

1 2 11 16 27

13 10 21 31

14 7 2 3 30

1 5 12 15 27

16 10 17 2 7

17 7 2 2 29

18 8 15 23

1 9 9 18 27

2 0 3 19 2 2

2 1 3 21 24

2 2 3 2 2 25

23 5 19 24

2 4 2 15 1 7

25 7 22 2 9

26 8 23 31

2 7 4 25 29

28 12 15 27

29 5 32 37

3 0 12 2 1 33

31 12 19 3 1

3 2 11 2 1 32

3 3 10 20 30

34 5 22 27

35 10 17 2 7

36 9 20 29

37 14 12 2 6

38 13 12 25

39 1 2 13 2 5

4 0 1 5 9 2 4

41 9 18 2 7

4 2 1 2 1 3 2 5

4 3 1 3 15 2 8

4 4 1 0 15 2 5

4 5 1 3 12 2 5

４
１

号
一
山

へ
口 4 0 7 8 8 1 1 2 8 8

男 女 計

1 5 1 6

2 3 3 6

3 0 9 9

4 4 1 5

5 4 2 6

6 4 1 5

7 4 4 8

8 4 3 弓

ノ

9 6 2 8

10 5 4 9

11 7 2 9

1 2 4 4 8

13 5 4 Qー

合計 5 5 4 0 ’95

｛I控（期） 本校kIj攻科
大戦細入学

（）内は細入ﾉ< ‘椴箔
その他

Hl2(32） 3 1 1（ﾉ<版ﾉ〈'粧） 1

| HI3(33) ｜句

｡ 0 1

HI4(34) 6 1 0 1

H15(35） 3 0 0

Hl6(36） 4 l（Nllﾉi入学） 0

Hl7(37） 3 1 l（制|')りぐ14） 0

Hl8(38） 7
2（八版人‘14）

（ド|'ﾉ『ﾉ〈'1*)
0

HI9(39） 7 l（桐|'Ij大学） 0

H20(40） 7 0 0

H21(41） 6 0 0

H22(42） 9 0 0

H23(43) 8 0 0

H24(44） 9 0 0

H25(45） 0 0 2

合 計 75 6 5



3）卒業記念品一覧（答辞・送辞者） 臨床検査学科

資料集

｜｜
｜
｜
｜

4）卒業記念品一覧（答辞・送辞者） 臨床工学専攻科
1りI
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｜Ⅱ
’

｜
’

’
｜
’

}りI 卒堆{I晶川’1 肥念1W！ 代炎間 符辞 送 辞
！ S､44.9.20 I把念棚 2本、，Id念釧 l街 大崎 脚 村 上 論 i I j 村 抑 疑
2 S,45.9.20 ‘氾念樹 2本、，iu念絵IIii l軒,1 I I i 水 雌 泊 切 I j 淀 j ’ 運崎定 ﾘ』
3 S’46．324 赤間焼き花瓶 1 鉢 ｲi l l j（iﾘ I ｲ j 排 紺 ’ 111本塵和
4 S､47．3．21 I 把念棚 2本、幻蠅機 1台 竹 上 忠 内''1イ1.紀 I Iq 他補
5 S’48.3.20 食 淵 棚 1 行 鎌 松 千 餌 柵 ケ 瀬 苧 '|『上 道治
3 S､48.3.20 幻 焔 磯 1 台 久保IIIFi1産 IIIIl1みのり 安’ I| ;利
Ⅱ S､51.3.19 ウォータークーラー 1台 I1 l I l『茂 猟1 1 好#I ■且Ｉｒ

■１１占■甲１ 雅治
目 S､52.3.19 ディーブフリーザー 1台 t 肘 忠 文 |↓;々水さと 狐j池 満
9 S､53．318 | 刺 ‘ I ｝ I 式 木昨 災Iﾘ I 超 l l l l 塒 I ‘ ﾉ > 艸 毅 飼
lⅦ S､54.3.20 1‘11肋タイプライターIBMモデル895ﾘ1リ1台 ﾉ < 久 保 倣 佐 鵬 i 千 代 1 , | f水紳次
11 5．55．3．19 キャンプ川テント 2樋、刺I上 I部 20Ⅲ分 河 野 久 l膿I}轆附I!']′ |Ⅱ『|’教雄
12 S､56．320 キャンプ川テント 2 狼、災合川テント l 樋 藤 本 一 満 稲繩ノ叉災 t ! f I T I秀人
13 S､57.3.20 キャンプ川テント 2狼 野村 WI-f 雌梓川'1｛↑｣； j 癌 1 1 ‘ ( 道
14 S､58.3.19 ビ デ オ 装 I 〃 l 式 西 尾 久 明 近雌敏｝ I 大 西 博 之
15 S､59.3.19 造|削I 岸 正 幸 加噸美千代 尼 崎 俊 也
16 S,6(〕.3-20 腹写機 ｜台 小 出 楽 志 松 下 陽 子 藤 値
17 S,61．3．15 キャンプ川テント l 張 、集合川テント 1 帳 小 松 正 志 雌脱しのぶ 小林 ！ 雌
18 S,62 .3 .20 応 接 セ ッ ト I 式 、 柱 時 計 1 台 、 保 管 脈 1 台 幸 田 昭 殿 槐 水 三 佳 沽 水 俊 宏
19 S,63．3-19 収 納 j , I i 2 基 渡 辺 周 吾 竹|砧l加|暘 大 谷 正 伸
2 0 H1．3．20 複 写 機 1 台 大 谷 砿 伸 前IH 朋代 鴫 lH 昌司
21 H 2 . 3 . 2 0 ロ ビーチェアー l 式 、会識肘テーブル 1 台 前川ふみよ 岨 Ⅲ 呂 司 田中敬一郎
22 H3 - 3 . 1 9 ワ イヤ レス 、 ア ン プ 等 l 式 豊 田 一 宏 岡 本 純 子 小 松 方
23 H4．3．19 拡 大 プ リ ン タ ー 1 台 夏 秋 知 佳 小 松 方 柳 田 裕 起
2 4 H5．3．16 プ リ セ ッ ト キ ーカ ー ド l 式 宮 岡 万 理 中 l l l 美 穂 下 元 勝 善
25 H,6．3．15 複 写 機 1 台 山田ちとせ 小 倉 登 中 島 政 司
2 6 H 7 . 3 . 1 5 パネル写真 6 下 村 大 樹 楠 本 ゆ み 小 林 昌 弘
27 H8．3．15 ホールロック 1台 大 谷 直 美 小林 山 本 将 毅
2 8 H9．3．15 新校舎竣工記念碑 1基 山 本 将 毅 禍 田 砂 織 武 井 哲 也
2 9 H・’0．3．14 校軍銘板 l』志 武ﾉｰﾄ 哲也 杉111作代 竹 山 奉 教
3 0 H､11.3 .13 絵 画 1 点 111下 ml子 佐々木新介 秋 田 博 之
31 H,12 .3 .13 マル チメ ディア 医 学 解 剖 ソ フ ト l 式 、 P C I 台 松 村 充 子 秋Ⅱl h9之 阿 部 教 行
32 H､13.3 .13 ﾃﾞ ｼﾞ ｸ ﾙ ｶ ﾒ ﾗ 1 台、 ｵ ｰ パ ｰ ﾍ ｯ ﾌﾟ ﾛ ｼﾞ ｪ ｸ ﾀ - 1 台 大 上 知 予 ｢| '沢 務 井 手 大 輔
3 3 H､14．3．13 紫梢 台 1 台 奥111陽-jg ' ' 1 村 彰 宏
34 H､15．3．13 D VDデジタルビデオカメラ 1台 鬼村道-1亀 川 I f [ ｣品 {'1士仙一郎
35 H､16.3.8 学 ' k ホール川応接セット l 式 岡 峠 焚 ILllE仙一！ 牒 化 雌 彦
函 H,17．3．8 波,'1,11プロジェクター 1台 雌I 1111if ' '約|、忠理 岫 沢 雄 佑
BM H､18．3．10 ポー タ ブルア ン プ l fi 松 谷 、 人 111崎Llt之 ‘ l i 岡 I ﾘ l 治
顕 H’19 .3 .10 応接センターテーブル 2台 IF『岡Iﾘ l治 漁 | 崎 榊 山 松 ド 雌 史
頭 H､20．3．10 パーソナルコンピュータ 2台 打 川 戦 横I||岫一･郎 '11水利.̅ 竜郎
【、 H､21．3．10 応 接 セ ッ ト I 式 111遇1101樹 八木英1illi-f 桃 l l l 7 i 郎
E■ H,22 .3 .10 ハ

空 1川テーブル 1台、櫛 8 脚 勝 ' 1 1 唯 施神 翔太 蝋||｜典111
EE H ’23 .3 .10

《
空 ! Ⅲ テーブル 1 台、柚 j 4 8 脚 ’ 荒ノト 優惟 i I l i水 …脱 人芥 N i 戒

四囲 H,24．3．9 会 ‘脳川テーブル 2台、崎 . j儲6脚 ’ 111本早耐 欄||｜川 楠 本 奈 央
唖 H’25 .3 .7 h{外111 -．式 松 l 州 I fi j 2 噸 脇 忠 卯 l l l 教 太
四囲 H'26 .3 . 7 胤 外 ベ ン チ 5 行 冊 柵 陸 ' ' ' 1 i I l l句 ' ’

卒業年月［I 記念品 代表者 答辞 送 辞

1 H､14．3．13 P C用カラープリンター1台、PC川スキャナー1台 河 野 佑 一 曽11」 泰戦
ワ
告 H､15．3．13 スタンド式スケリーン 1台 木 村 優 友
3 H,16 .3 .8 インクジェット裡合機 1台 商 檎 清 香
4 Hl7-3-8 体外砺環シミュレーター l 式 三 島 妬 士
5 H18．3．10 ワイヤレスマイケロホン 1本 神 谷 真 知 子
6 H,19．3．10 コンパクト両面カラースキャナー 杉 村 宗 典
7 H20．3．10 パ ソコン川プリンター 2台 長 岡 俊 治
8 H21．3．10 プリンター 1台 武 滕 淳 平
9 H_22．3．10 応 接 セ ッ ト l 式 古 H 1 論
10 H_23．3．10 応 接 セ ッ ト l 式 向ノト 菜津実
11 H,24．3．9 ｽｷｬﾅｰ1台、ダフ､ﾚｿﾄ型ｺﾝﾋ ‘ ’一タ1台 消 水 一 茂
12 H､25．3．7 ﾀ ﾌﾞ ﾚ ｯ ﾄ 型 ｺ ﾝ ﾋﾞ ' - タ 1 台 プ リ ン タ ー 1 台 山 本 早 希
13 H,26.3 .7 屋 外 ベ ン チ 5 台 消 水 貞 H l l
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7．就職の変遷と現状
1）臨床検査学科 卒業時就職先都道府県一覧①

資料集
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一 一 一 . 一

ゞ
到

一

一

鰯
二
一

一

■
■Ｉ１
１

１
１

１
１
１

県 名
１

１
 
９１

2

期

３
 
期

4

期

5

期

6

期

７
 
期

8

1W）

9

191

l O

l！）

１
 
１＃

１
 
１

吃
 
期

13

191

14

1りI

15

期

16

期

17

期

８
 
Ｗ

１
 
１

] 9

1WI

０
 
脚

２
 
！

21

191

22

1りI

23

1りI

北海道 I 1 1 1

束

北

i1 I 森 1

剛ﾛ■面

-

開 郵

側
 
東

麺 ､ I

|｜ 画 園

2 1

I

il

’ ’

’ 1

1 園

1

- ! ’
唾 §

111 梨

神奈川

州
 
・
 
北
 
陸
 
・
 
東
 
海

群

］

I

2

1

］

1

2

1

I 2

1

３

1

1 1

I

1

1

］

I

栃 木

長 野

石 川 1

稲 丼

岐 阜 1 I

師 岡 2 2 2

愛 知 1 フ
ー 1 ］ 3 I

三 重 2 I I I 1 I

近
 
畿

滋 賀 I

3 2

1 3

3

1

1

I ｣

1

I I Z

I 2

3 1 1

4

1 1 1

京 都 2 ３ 2 魁 4 2 1 フ
ー 1

大 阪 凸 1̅
J 5 5 回

り

E
，_ノ

q
L - J

つ
ー 8 4 4 6 6 10 7 8 戸

0 6 寺

ノ 8 6

庫 2 I I 1 I ］ 1 I I j̅ ）
凸

奈 良 1 3 1 1 1 1 1 Ｚ 4 ，
← 6 4 6 5 6 4 3 6 ﾃァ

ノ 4 ２ ３ ２

憩の家 19 15 18 21 2 3 2 6 19 16 17 18 12 10 13 13 10 4 3 4 6 4 4 3 ４

和歌111 1 1 、
色

小
 
川
 
・
 
四

|、

鳥 取

1

1

I I 2 1

1

1 ］ 1

皿
I

1 1

1

I ］ 1

I島 根

岡 111 I

広 烏 1 2 1 I

111 1 I̅

画 、 2 1

陽I■堀 1 I I 1 |’ |’ I I I

侭 …

罹 訂 1

ﾉL

州

冊■価 H

I

1

I

］

- I

､ 一 周

鹿児蝿

大 分 1

沖 劇I I

コ ン ゴ I

: ’ 3 2 2 9 3 2 31 35 37 27 33 34 28 3 9 2 7 30 3 0 2 7 25 2 8 21 28 21 24 24 22
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ﾘ,↓橘
2 4

1ﾘI

25

1りI

６
 
Ⅲ

２
 
１

2 7

1WI

28

}W

29

期

30

ﾘﾘ1

31

101

32

期

33

1WI

34

1りI

3 5

101

3 6

期

3 7

期

3 8

1りI

3 9

1’1

4 0

期

41

1り’
妃
期

43

期

44

期

45

期
,i卜

｣上海逆 1 5

収

北

i t i 群

1

I

！

1

秋 「｢I 1

洲 「 I

I
Ｌ

Ｕ凸 I

０

■

■

Ⅱ

。

●

一

■

■

、

Ⅲ
 
４

城

1

I

？
凸

I

Ⅱ■■■■■■
I

I

3

2

凸
叶
Ⅱ
、

一
町

十
ロ
ー
卓
、味 16

T ・菜 I 7

山 梨 2

神奈川 2

佑
 
州
 
・
 
北
 
陸
 
・
 
東
 
海

群 蛎

I

I

1

1

ワ
÷ ＃

1

］

1

I

1

1

I

1

1

1

1

1

栃 木 I

長 野 5

石 111 4

冊 丼 I 9

岐 阜 I 1 9

僻 岡 I I 3 19

愛 知 1 1 16

二 重 I 2 ワ
ニ 1 つ

ー I 1 2 3

近
 
畿

滋 間

I I

I 1 ’

3

、

己

5

I 1

2

I 2

5 7

1 1

5

1 1

2 I

3 0

卵〔部 3 2 3 5 6 6 11 7 2 6 2 5 122

火｜激 2 4 4 8 8 13 3 5 3 6 5 2 5 3 1 1 3 1 1 3 5 2 2 0 8

川（ 3 1 2 2 1 I 1 2 2 ワ
ー 29

奈 良 4 5 5 5 2 4 貝
』 8 5 3 7 4 5 3 1 4 3 匡

L J
ワ
I 5 4 ' 6 9

１
１
Ｊ ､ 承 4 5 4 3 4 f司

乙 ４ 6 4 3 3 2 2 3 3 3 3 4 3 q
L J 5 11 3 6 6

」 歌111 I 1 1 I 1 9

１
‐

ｌ
‐叶
肌
・
叫
刺
．
１
１

卜 取 I

I

I

1

1 ワ
ー

ワ
ー

I

1

I

il

I

1 2

3

‘蝿 槻 I 4

岡111

I 1

15

必 蠅 15

|lI   u 3

荷 川 1 ］ I 6

愛 媛 I 1 16

徳 島 I

尚 知 I

ﾉL

州

稲 岡

1

1

1

1

1

1 1 1 I 10

長 崎 1 4

熊 本 1

庇児烏 1 4

大 分 1 2

沖 繩 1

コ ン ゴ 1

計 17 2 6 2 2 27 25 33 28 29 2 3 23 20 2 2 2 3 2 0 13 17 17 2］ 16 20 16 23 1145



2）就職先一覧

臨床検査学科

＜』上海道＞

CCPセンター

f歳第・桝院

済'1念｣上'1i蛎院

11本細胞桝剛ラボラトリー

札幌M I i 描 院

;!↑'1,牧臨床検從センダー

<10i繰り01＞

,'i繰り!!" +.j杣【液センター

＜秋111U,!＞

JA秋 l l lM l扱粟料1台迎合全

<W[いり,!＞

いわざ' ij ik繕合舛域jい粧桝|淀

＜脈叫M1＞

m'I林〃'l ;桝院

く栃木雌＞

10〈壕メディカルクリニ･ソケ

＜「熊蝋＞

料志野鋪・荊院

小披総合獅院

く東』;(都＞

↓M蹄加I剛際猫院

順天蝋大学附属測安摘院

心臓血行研究所附属鱗院

水脈猫院

森下紀念病院

部立大塚病院

成仁病院

東大h l 獅院

㈱ エ ス ァ ー ル エ ル

ご神奈川弘＞

+順 l病院

保健科学株式会社

く fi川県＞

公立能離総合病院

金沢ノミ"if医学部附屈病院

珠洲市立総合柄院

｣上I雛病院

く柵井染＞

商浜町社会佃祉協議会

光賜41ﾐ協満院

削ﾉ I欠科ﾉ<学付購描院

光鵬生協撫院

ﾘ,↓血糊jI痢院

く災野ﾘ‘!＞

,剛OIIjが1-了痢l塊

感服会H1測蛎院

く111梨ﾘ,!＞

ながせき弧ﾙWクリニ･ソク

逗蕊麺資料集
--̅---̅̅--̅--‘一̅̅ .̅言.---.-.ﾃｰｰﾆ ｰｰｰ＝-

(平成26年4月現在確認済のみ掲載）

＜岐阜県＞

岐哺県労働jA叩{協会述合金労働衛生セン

タ ー

IW1 11A:-I'ﾅ摘|塊

I :岐 I l i斑総合桝晄

公迩梛|:11'火"jWI

野M1‘氾念綱院

く肺I呵りi↓＞

SR I ,肺岡ラボラトリー

リ11姉ｳ岡がんセンター

ツギIIII1j・虻総合鯛院

く愛則り,(＞

祉食保険1II｣)(桝胱

8 01i鰍大学Ⅸ'‘f:部ⅢI瓜jIiｲ|塊

刈行総合病院

蛎海‘雌念洲斑

電知I州辿海I細則|塊

り‘11ﾉﾘ部浜枕l災撫センター

燗, j i服臨床検f [センター

＜；'､ﾘ｢↓＞

i尚'1全松阪洲塊

松阪II j雌描|暁

PWI_I IIj市腿ﾘ""

名強市立猫院

武内病院

国立娠錐所鈴鹿病院

囚 ‘ r 抑 病院

il1生協病院

桝隙白鳳病院

紀南病院

介謹と人保険施‘灘ふくにし

近畿健康菅理センター

＜滋賀ﾘ ,心

潅罰咲科入学綿附腿描|暁

健康保健滋賀猫院

大津『h民病院

滋蘭1M病院

滋蘭県立成ﾉ､痢センター

済リラ会滋闇雌病院

寺山病院

叩閲市立伯楽中央ﾘ州琉

近江巾津徳洲会ﾘ j j院

メディック滋側

く京都府＞

㈱戚都医瞭サービス

公加| l城病|塊

l創立舜鶴病|焼

満州ニュータウンリ,即'1)I

1i(都椎綱院

武lⅡ総合洲塊

.i《治徳洲禽ﾘ閃|ﾙヒ

邸生会織合蛎院

洛和会I．f判桝院

京都大学医学部附鵬痢院

京都大'陵I篤学部総合解剖ｾﾝﾀｰ

ﾙ(都大学火.,椴|洸侭,細I究科

j ( 郁府 ' k洛束綱胱

附〔都蛎・4引･･i･衲院

j ;棚蛎：が I ' j ･鋼 |塊

京都ﾒ岡桝|塊

シミズ猫l流

小畑‘修撫所

j ; (梛微j I ;物研究川

(剛いかがく

(榊フフ，ルコバイオシステ上､ズ

(㈲1.1本Ⅸ学眺床検'[研究所

く火畷胸＞

1W,k鮒踊器桝センター

大陳大学咲′俄部附随病l塊

近幾大学朕学部剛I吋桝院

枕ド,辿念桝|魂

沢111綱|塊

凹IHjⅨ科入学附脳洲洸

1m四I豊科火学附随滝昨痢院

明NI起念蜘院

IIj立吹ⅡlI1j民摘院

早ケ丘厚生年金猫|洸

住古市民痢院

八尾徳洲会獅院

持弘会病院

側西医科大学附脳確11摘院

幸循会OB I >ケリニッケ

動脈硬化疫学研究所

住友病院

関淀病院

八木診嫌所

聖バルナバ荊|涜

済生会吹ⅡI鱗院

内藤描院

東和鱗院

結核予防会大隙支部

n本労働文化協会

三和会永111病|洸

友紘会病|境

若草第一鱗院

大阪血iOOi微生物研究所

i0，i忠金網院

緑ヶ丘綱院

迩1:金綱|塊

大阪済'k会卿世荊|塊

大阪暁lﾘ1飢撫|塊

j ;蛸1I l l鯉洲会撫晄

火I斑労災撫院

公銑11ｹⅢ法人』上野痢院

火阪府な柵神恢撫センター

シオノギメディカルサービス

＜卿I(ﾘ01＞

1訓(ﾘ0{保仙部地域保仙郷

バソナメディカル（株）

川I l i l l l総介侃仙センター

鄭クリニ･ソク検I珍部

兵111(ﾘ『蠅岡傑仙jﾘi

兵1I1(" ,!ﾉ川1ﾅ,川I吋院

兵III(ﾘ,↓,'[蝶I|州|塊

神ﾉi側州金桝|塊

神的総fW,即胱

典川(" |lfl,1 14線Ⅸ嫌センター

典h肌(､油 ‘ l I I恥胱

ili #f加I}q綱|塊

j 訓 ( ﾘ ‘ 帥川脇術則辮峨〃-

神j fi'1.fla!ILl念1吋雌

く奈l辿り,!＞

尺III1よるづ卜||!測りiﾘ,期胱

災叫!Ⅸ'抑I究ﾘﾘi

犬哩僅学技術学校

奈良M城咲科大学附胴病院

奈良 “ ' X 奈良測塊

奈良ﾘ14，打[催摘院

奈良鼎立三察瓶|院

奈良ﾘ,1他服づくりセンター

近畿大学医学部附屈奈良病胱

古IⅡﾘjjl塊

天理市,γ描晄

反永Wi剛器陛院

大和尚111市立描胱

町厳吉野病院

i I i矧塊研究所

メディック奈良ラボ

伏見‘診嫌所

奈良社会保険病院

おかたに描晄

i" ' I ;会奈良病院

済生食中和猫|塊

済'1会御所猫|塊

奈良i l j総合睡猟横汽センター

奈良ﾘ,↓赤十2ﾅ2血油センター

.i2陀巾立桝院

秋iI1朔池蛎院

' W 桝 院

､ド成I脳念桝|塊

小渕Ⅸ|塊

しみず小ﾘJ科

111｣上荊l塊

- - ” - 坐 ヱー 』 _ - - 上 皇 _ _ -

1 4 1

一

一



大西内科医院

東大寺齪肢剛

葛城メディカルセンター

高沖病院

凶の』i(病院

,舟のII(II1央桝眺

余良公IMIII央桝院

互策山桝院

沢井描院

服部紀念病|塊

ニッセイ｣聰隷クリニック

{閑参尺製薬奈良研究所

グランソール奈良

奈良ﾙ4両和IX療センター

＜和歌山＞

和歌111県立医科大学病院

社会保険紀南総合満院

和歌山市鰹師会センター

潮岬病l塊

県立和歌山医大第三病理教室

く鳥取り14>

鳥取生協獺院

島根県立中央柄院

松江!li民綱院

松江生協桝院

野賂桝院

く岡111ﾘ,↓＞

愈倣III央桝|塊

川的医科大学附随描院

く広勘雌＞

鹿島が十‘予・陳鯉病院

公立みつぎ総合病院

広島記念病院

済生会呉病院

粥石病院

広島県ﾉ咳 ' t述広期総合病院

広島県逝広島痛院

中国中央病院

広島県lWl員述尾道総合病院

広島市医師会臨床検査ｾﾝ ﾀ ｰ

福山臨床検在センター

＜山11肌＞

(株）リンテック

岩l剣市医療ｾﾝﾀｰ医師会病院

く件川隈＞

坂出 ' l i逝猫院

キナシ大林痢院

_皇宅ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ桝眺

l川IMIIIIIf

く迩媛雌＞

愛媛大学I侭学部付属病院

|･全総合綱|塊

済生会今治病院

市立大洲病院

松山笠置紀念心臓1m禰綱院

く徳脇県＞

" i l i 平 成 桝院

く高知県＞

I淵知咲科大学附脚,＃院

くWI1岡ﾘ,↓＞

小(T把念獅院

稲岡徳洲会病院

ﾉL州大学医'催部'1ﾐ休防御睡学研究所附鵬

病院

11本クリニカルアッセイ

麻生飯塚病院

く足崎染＞

長崎大学医学部附屈痛院

北松中央病院

唐津保継所

あらいクリニック

＜熊本県＞

化学及血清撫法研究所

く大分県＞

吉村薬品臨床検在センター

＜熊本県＞

水俣市立総合I侭療センター

＜鹿児島ﾘﾑ＞

鹿児島徳洲会病院

徳と島徳洲会病院

'汎愉徳州会桝|沸

く沖細り，↓＞

i ' l !繩鼎立八亜l l l痢胱

沖繩雌立宮古病院

臨床工学専攻科
稲岡徳洲会病院

密『l i屋大学侭学部附屈病院

尺理よるづ相談所描院

綜元記念病院

吉羽病院

東京大学咲学細剃屈撫院

埼_E医科大学総合嘩療センター

ほりいクリニック

江戸川病院

武田猫院

阿南共栄ｿI苅院

,iji l:医院

正烏中央病院

桜柵渡辺病院

紀1#j総合桝院

Jli奈良中央洲塊

I鮒1台クリニック

斫井病院

XIIが総合痢院束分院

蛸泉病院

大雄会総合病院

賀伐撫胱

米のII1猫院（棡岡）

¥ I I ハートセンター

" # I I 病院

lll北洲塊

IWI辿間IWIM I院(MI I I )

かいこうクリニック

向卿'1央病I塊

PWI l 'li'li民摘院

名[1f雌鋪_ﾕﾊﾐ十字摘院

札'幌心臓llll街クリニック

虚部li j鰄埼|塊

i斯祥寺あさひ病院

間知高錨病院

〃1部府立陛科ﾉく学附偶病院

武内病院（冬亜）

大和IW I I l ' l i立病院

尾道市公立みつぎ総合病院

神戸大学医学部附臓痛院

西の鮒〔桝院

榊卜赤|･‘ド病院

枚方公済描院

飯塚澗暁

奈良雌立I賢科大学附属病院

八尼総合病|流

ﾉ<阪赤十'拶綱院

済ﾉ |裁滋伐蝶綱胱

ｨi明ﾉ鵬鰯艸院

I楜及野クリニック

' in世大町総合病院
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鍾蕊雪
一撃=雪一上一頭 P 耳

1 2 . 2 2 男子学生 “ 別所荘 ” より “ 親里一号館 ”へ転寮

[昭和44年（1969年）］

2. 18-20 人羊‘吠験（第3期生71埖1受験）

/1.  l 牌多村･ (II1小旗111 )昭子専任技師就任、

|2111 ( I旧鵬IⅡ) fir･噸価技師就繩

'1 . 5入学式（輔3期鞭35堀人学)、昼間制スタート

5,31      "llnl本校体育祭開催

7. 26-28  " l 1{'|キ･1"ンプ（桐′|｛キャンプ場）

9．20 人|拠式（輔1期生、3'1名卒業）

10 . 1 9第14回衛生検査技師国家試験(21名合格）

31-l 1. 2 第2 1nl衛検祭

[昭和45年（1970年）］

1. 16問橘浩教務主任､海外医療ラオス出張(3/3まで）

3 . 1 0 - 1 2 入 学 試 験 （ 第 4 期 生 4 9 名 受 験 ）

』1．l 島本（|日上田）雅子專任技師就任

4 入 学 式 （ 第 4 期 生 3 2 名 入 学 ）

5 . 21臨床検査技師・衛生検査技師に関する法律公布

2 3 第 2 回 本 校 体 育 祭 開 催

8．3-5第2回キャンプ（日野大教会）

9 2 2 卒推式（節2期生、30名卒業）

10. 18    " l6 1I11術ﾉli検企技|術|到家試験(29名合格）

30-11.1  "31ul術検祭

[昭和46年（1971年）］

1．1 『眺床検從伎帥・術生検禿技師に|則する法il t』

施 行

商怖湘一皇代学校艮就任

松'111舟挽教勝主任枇任

3． I 第 1 7回衛生検査技師国家試験 ( 2 2 名合格）

9-1 1 入学試験（第5期生70名受験）

2 0卒業式（第 3期生、 3 3名卒業）

4 ． 7 入学式（第5期生36名人学）

29        111本俊平初代学校長（病院長）勲三等旭日

中綬章叙勲

7 2 7 - 2 9 第 3 回 キ ャン プ （ 桐 生 キ ャン プ 場 ）

8．22第1 1n l臨床検査技師国家試験

10.28-11. 1 第4回衛検察

1 1 . 3 第 3 回 本 校 体 育 祭 開 催

i職感 ;がざ :m盤劉

資料集

[昭和41年 ( 1 9 6 6年 ) ]

, 1 .  1天F I !よるづ相淡所（憩の家）開所

5, 11 術'1晶検従技師盤成所i淵i没の件につき具体的碓

" |)H始

8. 11 術生検代技llli挺成所の没､世につき|IM11 '12年

開校の件、理1F公で決定、

12．10「天HI!衛生桃街技附li学校」指定ﾄ崎II TI、坊秀

夫厚生大臣に提出

[昭和42年（1967年）］

2 . 2 8 - 3 . 1 入 学試験（第 1期生 8 6 名受験）

3．22 「天理衛生検査技師学校」設置認可申請を奈

良県知事に提出

23 「天理衛生険査技師学校」指定認可される

4 . 1 山 本 俊 平 初 代 学 校 長 就 任 、 佐 治 隆 則 事 務 員 就

任、柘植恭平用務員着任

6 「天理衛生検査技師学校」開設式

（病院7階講堂38名入学）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

1 9天理教体育大会 ( 1 9 1 I I 1 ) 初参加

1 0 . 2 6 秋 季大祭参拝

1 1 . 1 2女 - f ･ " ( 別所班新館）へ入寮

l 4 1 二 代 真 性 様 お 川 画

2 I 二代典柱様ご舞鶴参ダ1 1

12 , 3〃子学ｲ '三“川原鞭職．へ仮人寮

12〃了 ･学生 “川 l i ( 1 E " より “別所荘 ”へ抵入寮

[昭和43年（1968年）］

3 . 1 「天理衛生検査技師学校」を昭和45年度より

昼間制に変更決定（理事会）

1 2 - 1 4 入 学試験（第 2 期生 7 3 名 受験）

4 ． 6 入 学 式 （ 第 2 期 生 3 1 名 入 学 ）

1 O夜間制から昼間制への学則変更胤、厚生大臣

に 提 出

1 6 校 旗 完 成

8． 2 6学則変更届承認される

1 0 ． 2 6 秋 季 大 祭 参 拝

1 1 ． 1 4 二 代 真 柱 様 l 年 祭 執 行

1 6-17 第1回衛検祭

．
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[昭和47年（1972年）］

3. 14-16 入学試験（第6期生59名受験）

1 9第 1 9回衛生検査技師国家試験 ( 3 3名合格）

2 1卒業式（第 4期雌、 3 1名卒業）

4 7入学式（第61 0 1生3 7端入学）

7. 31-8. 2第4回キャンプ（都祁村青少年活動センター）

10. 31-11. 2 第5kl1術検祭

末 天 理 碓 府 継 姉 盤 成 所 校 舎 空 け 渡 し

1 1 . 上校舎改修 l : 覗綴 : 1 : ( 翌年 3月まで）

′I 第1 ln1111窓会（本部第二食蟻）

1 4 二 代 真 椛 様 五 年 祭 参 列

25 「天理I異学技術学校」指定巾請詳および設置

認可IIWi ,l、j‘忠生大臣および奈良県知事に提出

12. 18犀生宥より、｜淵投に伴う視察

[昭和48年（1973年）］

2．26県私学審議会「天理医学技術学校」開設許可

に伴う調査

3.1 『天理医学技術学校』設立に関し奈良県知事

より指定認可

12-13 入学試験（第7期生64名受験）

1 8第 2 1回衛生検査技師国家試験 ( 3 4名合格）

2 0卒業式（第 5期生、 3 5名卒業）

49 『天理医学技術学校』開校式（兼入学式、

第7期生30名入学）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

7 ． 第 5 回 キ ャン プ （ 桐 生 キ ャン プ 場 ）

11.  1-3第6 1ml術検・臨検祭

3 第 2 I 凶 同 窓 会 （ 本 部 第 一 食 堂 ）

[昭和49年（1974年）］

1 . 1 5脇本 ( I I I 上田）雑 ｢ ･専任教員退職

16 「天蝿術生検謙技l i l l i学校」廃校届提出

3．7-9 スキー実習（鮪館山スキ場）

12 13 入学拭験（第8期唯80名受験）

i 9 第 2 3 回術生検査技師国家試験 ( 3 1 名合格）

20 「天理術生検査技師学校」閉校式（兼卒業式

37名卒）

3 1 『天理衛生検在技師学校」廃校

4 1 市 村 輝義専任教員、木田光雄専任教員就任

5 入 学 式 （ 第 8 期 ﾉ ﾋ 、 3 6 名 入 学 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

7.29-31 第6回キャンプ（洞川キャンプ場）

1O29-11. 1 第7 I1'1臨検祭

1 1 2 第 3 同 同 窓 会 （ 本 部 第 二 食 堂 ）

[昭和50年 ( 1 9 7 5年 ) ]

l . 29-31スキー実習（第8期生、箱館山スキー場）

3. 12 13 入学拭験（第9期生101名受験）

4 . l 佐 治 | 雌 則 那 務 、 病 院 医 蛎 諜 へ 娠 鵬

1 8 教 # l l 純 ﾉ k 祭 参 拝

7.25-8 .3 こどもおぢぱがえりひのきしん

29-31  "7回キャンプ（桐生キャンプ場）

11. 4-8第8 i r i l臨検祭

29-30 第1回研究発表会（第7期生）

[昭和51年（1976年）］

l l 6 天理よるづ相談所病院「総合診療棟」オープン

26-2. 18 教祖90年祭ひのきしん

228-3.6スキー実習（9期生、信州）

39-10 入学試験（第1O期生132名受験）

1 4第 1 0回臨床検査技師国家試験 ( 2 7名合格）

19卒業式(天理医学技術学校第7期生､28名卒業）

4． 7入学式（第1 0期生、3 4名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

6 . 1 三 根 た ま よ 専 任 教 員 就 任

7.20-22 第8 1EIキャンプ（洞川キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

lO 30-ll. l 第9 Inl臨検祭

12.24    "2回研究発表会（第8期生）

30    In術生検脊技脚1i法による制度全廃

[昭和52年（1977年）］

2 1 - 6スキー実習 ( " 1 0期生、臘州尚山）

38-9入学試験（第11期 l l : 1 5 8翁受験）

13第12 1[ '11臨床検森技師国家試験(31名合格）

1 9卒業式（第8期生、3 3名卒業）

‘ 1 7 入 学 式 （ 第 1 1 期 生 、 3 9 名 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

7. 17-19 第91nIキャンプ（都祁村瀞少年活動センター）

25-8 .4こどもおぢぱがえりひのきしん

10 . 8 10 第 lO I n l臨検祭

,資料集
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創立1O周年記念式典挙行（本部第二食堂）

[昭和53年（1978年）］

1．24 ！"修学校j｣ji''1,猟織股|鮎認可III iil'i

2 6 イド季大祭参椰

2，3 3年生（第9川 ﾉ侭）研究発炎会

3’7-8入学試験（第12期′k l80 4 ' ,受験）

12第14 1nl臨床検汽技師|叫家拭験(32 f ,合格）

18 卒業式（第9期生34ヤ,）

‘ 1 ． 7入学式 ( " 1 2 期牝、 3 0糸）

1 8 教 ﾈ Ⅱ i 誕 生祭参排

7' 19-23  " lO l!'Iキャンプ（桐/kキヘ'ンプ場）

2 5 - 8 . ‘ l こ ど も お ぢ ぱ がえり ひ の き し ん

10. 8-14  "11回臨検祭

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

12.23    3年生（第1O期生）研究発衣会

[昭和54年（1979年）］

1 . 2 6 春 季 大 祭 参 拝

2．27専修学校医療専門課程設画認可受ける

3. 11第16回臨床検査技師国家試験( 28 4 ,合格）

13-15 入学試験（第13期生153名受験）

2 0 卒 業 式 （ 第 1 0 期 生 2 8 名 ）

4． 6入学式（第1 3期生、3 5名）

1 8 教 祖 誕 乍 祭 参 拝

7.16-21  " 1l回キャンプ（洞川キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

10. 18-24l 第12 1ml臨検祭

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

[昭和55年 ( 1 9 8 0年 ) ]

1 ． 2 6 祥 季 大 祭 参 梓

2． 3 3 年生（第1 1期生）研究苑災会

3. 16    " l8ITil臨床検術技nililm家,拭験(28 4f,介烙）

1 1-13 入学拭験（第11 111/k lOl端受験）

19 人|母莱式（第11期生'10 ")

. 1 , 7 人 ' 拱式（鋪 1 , 1 期化、 3 3 4 ' , )

1 8 教 祖 拠 ﾉ k 祭 参 拝

7. 17-23  " 12回キャンプ（桐生キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

9．27 3年生（第12期生）研究発表会

1 0 . 2 6 秋 季大祭参拝

30-11.5  " 13回臨検祭

[昭和56年（1981年）］

1. 26 イド季大祭参拝

3. 15    " 20 1n1臨床検査技師国家試験(23端合格）

17-18 入学試験（第15期′k 8:1 "!受験）

2 0 卒 龍 式 ( " 1 2 期 生 2 7 名 ）

3 1三根たまよ専任教員、送 IⅡ賜子嘩任教員退職

‘ 1 ． 7 入 学 式 ( " 1 5 期 堆 、 3 3 名 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

3 0 水川光雄専任教員臨床病理部へ転屈

5．1 ､|flll好美専任教員、岩谷一雄専任教員、

木琴英明専任教貝就任

7. 16-22 第13回キャンプ（洞川キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢぱがえりひのきしん

1 0 ． 3 3 年 生 （ 第 1 3 期 生 ） 研 究 発 表 会

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

31-11. 2第14回臨検祭

[昭和57年（1982年）］

1 . 2 6 春 季 大 祭 参 拝

2 . 2 3 - 2 4 入 学試験（第 1 6 期生 9 3 希受験）

3 . 1 4第22回臨床検杳技師国家試験(3 1名合格）

2 0 卒 業 式 （ 第 1 3 期 生 3 1 名 ）

4．6入学式（第1 6期生、2 7 j fi )

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 . 1 佐 治 隆 則 亦 務 主 任 就 任

3 1柘樅恭 1 4珈務員病院隆蛎課へ転屈

7. 15-21  " l '1 1n1キャンプ（桐生キャンプ場）

25-8 . ‘ Iこどもおぢぱがえりひのきしん

1 0 . 9    3 年樅（第1 4期龍）研究発表会

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

28-11 . 3 第151匹 l臨検祭

11.21    15j占1年|同l窓会総会（湖東拙所）

[昭和58年（1983年）］

1 . 2 6 イ ド 季 大 祭 参 拝

30-3 1 入学試験（第17期生97名受験）

3 . 1 3第24回臨床検査技師国家試験(2 8名合格）

1 9 卒業式（第 1 4 期生 3 0 名）

、 - - ’ ’ - ’ 二 - - 『 ＆ ‘ Ⅱ ’ ・ 』 ’ T ヨ ー 、 ， ' - ・ - ， ｡ 、 - 2 ･ - - - 昼 一 ユ ェ ー 』 _ _ 一 二 三 一 二 一 二
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4 ． 6 入学式（第 1 7 期生 3 3 名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

7. 17-23 第15 Inlキャンプ（洞川キャンプ場）

25-8. 4こどもおぢばがえりひのきしん

|0.1    3年ﾉ限(" 15期生）研究発炎会

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

27-1 1. 2 第16回臨検祭

[昭和59年（1984年）］

l ' 2 6 券 季 大 祭 参 拝

29-30 入学試験（第18期生122名受験）

3. 11第26 1E I臨床検査技師国家試験(21名合格）

2 0 卒業式（第 1 5 期生 2 7 名）

3 1 佐 治 隆 則 事 務 主 任 事 情 部 へ 転 属

4 1 松 井 博 子 事 務 員 就 任

6 入 学 式 （ 第 1 8 期 生 2 4 名 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

7. 16-21 第16回キャンプ（桐生キャンプ場）

25-8. 4こどもおぢばがえりひのきしん

10. 12    3年生（第16期生）研究発表会

25-31  " 17 I1]|臨検祭

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

[昭和60年（1985年）］

1 2 6 春 季 大 祭 参 拝

2 3 - 4入学試験（第1 9期生8 7名受験）

3． 第28回臨床検査技師国家試験（22名合格）

2 0 卒業式（第 1 6 期生 2 7 名 ）

3 1 松 木 洋 子 事 務 員 退 職

4 . 1 田 村 靖 也 事 務 員 就 任

6 入 学 式 （ 第 1 9 期 生 3 0 名 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

72 1-24 第17回キャンプ（洞川キャンプ場）

25-8. 4こどもおぢばがえりひのきしん

9 2 8 3 年生（第 1 7 期生）研究発表会

10 24-30 第18 1n1臨検祭

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

[昭和61年（1986年）］

1． 2 6 教祖 1 0 0 年祭参拝

24 - 2 . 2 0教祖百年祭ひのきしん

2.23-24 入学試験（第20期生103名受験）

3．9第30回臨床検杳技師国家試験（29名合格）

2 0 卒 業 式 （ 第 1 7 期 生 2 9 " )

4 7 入 学 式 （ 第 2 0 期 生 2 5 名 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

720-22 第18回キャンプ（東吉野キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢぱがえりひのきしん

9．27 3年生（第18期生）研究発表会

1 0. 23-29 第19回臨検祭

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

[昭和62年度（1987年）］

1 2 6 春 季 大 祭 参 拝

2．8-9入学試験（第21期生108名受験）

12 指定規則指導要領改正に伴い教育課程変更の

承認受ける

3 . 15 第32回臨床検査技師国家試験(23名合格）

2 0 卒 業 式 （ 第 1 8 期 生 2 3 卸

4 1 新 教 育 課 程 開 始 ( 2 1 期 生 よ り ）

7 入 学 式 （ 第 2 1 期 龍 2 5 名 ）

1 8 教 祖 繩 生 祭 参 拝

720-22 第19回キャンプ（東吉野キャンプ場）

25-8．4こどもおぢばかえりひのきしん

1 0 ． 5 3 年生（第 1 9 期生）研究発表会

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

11. 19-25 第20回臨検祭

2 2創立 2 0周年記念式典（船場詰所）

（創立20周年記念資料集発刊）

[昭和63年（1988年）］

1 2 6 春 季 大 祭 参 拝

2．7-8入学試験（第22期生87名受験）

3 . 1 3第34回臨床検査技師国家試験(2 7名合格）

1 9 卒業式（第 1 9 期生 2 7 名）

4 6 入 学 式 ( " 2 2 期 生 2 8 名 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

717 19 第20回キャンプ（東吉野キャンプ場）

25-8. ‘ lこどもおぢばがえりひのきしん

10.1    3年生（第20期生）研究発表会

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

ll｡ 21-26 第21回臨検祭
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[平成元年（1989年）］

1 , 2 6 春 季 大 祭 参 拝

2．5-6 入学試験（第23期生72堀受験）

3_ 1 9第35回臨床検査技師国家試験(22名合格）

2 0 卒業式（第 2 0 期生 2 2 名 ）

4 ． 7 入学式（第 2 3 期生 2 7 名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

7. 21-23 第21回キャンプ（洞川キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

9．22 3年生（第21期生）研究発表会

l O ･ 2 6 秋季大祭参拝

3 0 岩谷一雄 ' " : 征 教員M Rセンターへ転鵬

11.21-27 第22 1ITI臨検祭

[平成2年 ( 1 9 9 0年 ) ]

1 . 2 6 春 季 大 祭 参 拝

2. 4 -5 入学試験( "24期生イ9緒受験）

3. 13第36 kzI臨床検在技師|到家試験(2'1 4'!合絡）

2 0 卒 業式（第 2 1 期生 2 4 名）

4 . 6 入 学 式 （ 第 2 f 1 期 生 2 1 f )

1 8 教 祖 誕 ｲ k 祭 参 拝

7． 2 0 3年生（第2 2期生）研究発戎会

21-23 第221面|キャンプ( Wlll高原保雄休挺地）

25-8 ,4こどもおぢばがえりひのきしん

1 0 . 2 6 秋 季大祭参拝

1 1 . 23-25 第23 1ml臨検祭

[平成3年（1991年）］

l, 19-20 入学試験一・次界雌（第25期生150糸受験）

2 6 春 季 大 祭 参 拝

3．17    "37回臨床険査技師国家試験(2[1 4'!合格）

1 9 卒業式（第 2 2 期生 2 5 名）

21-22 入学試験二次募集（第25期生48名受験）

4， 9 入学式（第 2 5 期生 3 1 名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

7 . 1 9    3年生（第23期生）研究発表会

21-23 第23回キャンプ（東吉野キャンプ場）

2 5 - 8 . 4 こ ど も お ぢ ば がえり ひ の き し ん

1 0 ． 2 6 秋 季 大 祭 参 拝

l 1. 23-25 第24回臨検祭

[平成4年（1992年）］

1. 19-20 入学試験一次募集( "26期生150名受験）

2 6 春 季 大 祭 参 拝

3 . 1 5第38回臨床検査技師国家試験(24名合格）

1 9 卒 業 式 （ 第 2 3 期 生 2 4 名 ）

22-23 入学試験二次募集（第26期生42名受験）

4． 8入学式（第 2 6期生 3 3 希）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

7 ． 3 年 生 （ 第 2 4 期 生 ） 研 究 発 表 会

21-23 第24回キャンプ（洞川キャンプ場）

2 5 - 8 . # l こどもおぢぱがえりひのきしん

1 0 , 2 6 秋季大祭参拝

11,21    25IW1LFI司窓公総会（．|､ブキ）

21-23  "251n1臨検祭

[平成5年（1993年）］

1．17-18 入堺試験一吹券典( "27期龍97名受験）

2 6 祥 季 大 祭 参 押

3. 14      " 39 1LI1臨床検侮技|1ili l:叫家試験(17名合格）

1 6人ド業式 " 2 4 期生 1 7 j i ' , )

18-19 人学拭験二次弊典( " 27 "144&17名受験）

4 . 1 市 村 抑 蕊 教 務 = 1 ﾐ 価 就 任

7入学式（第27 " l lk 33 j i ' , )

1 8    "#ll挺ﾉk祭参拝

5．11H村ｳllilil 41務貝捕院I"1 lt ,肌へil憧屈

志茂熊美工IF総員枇任

7.16    3年雄（第24期化）研究発表会

21-23  "25同キャンプ（洞川キャンプ場）

25-8. '｜こどもおぢぱがえりひのきしん

1 0 . 2 6 秋 季 大 祭 参 拝

[平成6年（1994年）］

1. 23-24 入学試験一次募集（第28期生116名受験）

2 6 春 季 大 祭 参 拝

3．9第40回臨床検査技師国家試験（28名合格）

1 5 卒 業 式 （ 第 2 5 期 生 2 9 名 ）

22-23 入学試験_二次募集（第28期生37名受験）

4 7 入 学 式 （ 第 2 8 期 生 3 ‘ 1 名 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

7 . 2 0 - 2 2 第261同 |キャンプ（洞川キャンプ場）

2 5 - 8 . 4 こ どもおぢばがえりひのきしん
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8．22

9．14

10．26

11．7-8

2 6 秋 季 大 祭 参 肩

[平成9年（1997年）］

1. 13-14 入学試験一次募集（第31期生82名受験）

2 6 春 季 大 祭 参 拝

3．9 43回臨床検査技師国家試験（26名合格）

1 5 卒業式（第 2 8 期生 2 7 名）

1 8-19 入学試験二次募集（第31期生26糸受験）

30 30周年記念式典挙行（新校舎識堆・食蟻）

"1.  1 藤木一滴専任教員就任（臨床病理部より）

8 入 学 式 （ 第 3 1 期 生 3 9 " )

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

6．8 - 9第 2 9回臨検祭

7． 1 5学校長（高協浩）公開識義

22-23 第29回キャンプ（天川村ﾌｱﾐｰｷｬﾝフ場「い

のせ｣）

25-8．4こどもおぢばがえりひのきしん

8 . 3 1 高 橋浩二代学校長退任

9 1 奥 村 秀 弘 三 代 学 校 長 就 任

1 8 3 年 生 （ 第 2 9 期 生 ） 研 究 発 表 会

1 0 . 2 6 秋 季 大 祭 参 拝

l 1 2 3 推薦入学試験 ( 1 9 名受験 1 1 名合格）

[平成10年（1998年）］

1 22-23  -般入学試験

（第3 2期生6 9名受験合格者3 0名）

2 6 蒜 季 大 祭 参 拝

3．8第44回臨床検査技師国家試験（37名合格）

1 4 卒 業 式 （ 第 2 9 期 生 3 7 " )

4 1 市 村 輝 義 副 学 校 長 、 喜 多 村 昭 子 教 務 主 任

福井清三事務係長就任(看護学院事務係長兼務）

8 入 学 式 （ 第 3 2 期 生 3 2 端 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

6 ’ 6 - 7 第 3 0 回 臨 検 祭

722-23 第30回キャンプ（東吉野キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

8 1 頁 弘 専 任 教 員 就 任

9 2 8 研究実習発表会（ 3 0 期生）

1 0 2 6 秋 季 大 祭 参 拝

l l 2 2 推 薦 入 試 （ 受 験 者 2 4 名 合 格 者 1 2 名 ）

12. 26 「天理医学技術学校三十年史」刊行

148

専門士称号授与認可

3年生（第25期生）研究発表会

秋季大祭参拝

第26回臨検祭

[平成7年（1995年）］

1 . 22-23 入学試験・次募集（第29期生128名受験）

2 6 春 季 大 祭 参 拝

3．9第41回臨床検査技師I]4家試験(31鍋合絡）

1 5 卒 業 式 （ 第 2 6 期 生 3 1 " )

第1回専門士称号

22-23 入学試験.̅発次募集（第29期生39糸受験）

4．12入学式（第29期生39名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5. 21-22 第27回臨検祭

7.20-23 第27回キャンプ（洞川キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢぱがえりひのきしん

10. 18    3年生（第27期生）研究発表会

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

[平成8年（1996年）］

l 15-16 入学試験一次募集（第30期生135名受験）

2 6 教 祖 1 l 0 年 祭 参 拝

教祖110年祭ひのきしん

3 1 0 第 4 2 回臨床検査技師国家試験 ( 2 9 名合格）

1 5 卒業式（第 2 7 期生 2 9 名）

21-22 入学試験二次募集（第31期生42名受験）

4． 7入学式（第 3 0期生 3 9 名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5. 18-19 第28回臨検祭

6． 1 平山好美専任教員臨床病理部へ蛎属

杉邑芳樹専任教員枕係（臨床病理部より）

7. 21-23 第28回キャンプ（11川キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

（ひのきしん期間中、新校舎への移転完I . )

8 . 1 水 谷 篤 技 能 員 就 任

3 1 柘 植 桂 子 用 務 員 退 職

9 . 1 新校舎落成披露（真柱さまをお迎えして）

樫葉周三専任教員就任

5新校舎落成披露（教外者への披露）

1 0 ． 1 3 年生（第 2 8 期生）研究発表会



[ 平成1 1年

[平成13年

;11年（1999年）］

1 27-28  -般入学試験(56名受験 合格者26名）

2 6 春 季 大 祭 参 拝

2．26 卒業､1l定会縦（全興砿業）

3 . 2 - 6 ス キ ー 実 習

8第4 5向臨床検査技師国家試験（3 2名合格）

1 3 卒 業 式 ( 3 0 期 3 3 名 卒 業 ）

1 8 進 級 判 定 会 議

4 ． 6 平 成 1 1 年 度 新 学 期 始 業

8 入 学 式 （ 第 3 3 期 生 3 1 鍋 入 学 ）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 . 1 5 合 同 避 難 訓 練

6．4-6 臨検祭

7. 21-23 第31回キャンプ（信楽キャンプ場）

26-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

8. 5-31 夏期休暇期間

25-27 教職員夏期研修会（佐賀市村／木寺）

9． 2 0研究発表会 ( 3 1期生）

1 0 . 2 6 秋 季大祭参拝

1 1 . 2 3 平成 1 2年度推薦入試

( 1 0 2 6発表受験者2 3名合格背1 2名）

[平成12年( 2000年) ]

l . 2 6 春 季 大 祭 参 拝

27-28 平成12年度一般入試

（2 . 1発表受験者48名合格者20名）

2 1 8 卒 業 判 定 会 議 （ 全 員 卒 業 ）

3 5 4 6回国家試験 ( 3 1名受験 3 0妬合絡）

1 3 第 3 1 期生卒業式 ( 3 1 名卒業）

1 7 進 級 判 定 会 議

4 7 平 成 1 2 年 度 新 学 期 開 始

1 1 第 3 4 期生入学式 ( 2 9 名人学）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 . 1 3 合 同 避 難 訓 練

6 . 2 - 5 臨 検 祭

72 1-23 第32回キャンプ( il,il川キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

8. 5-31 夏期休暇期IIM

23-25 教職員夏期研修会（市村／木寺）

9 2 2 研 究 発 炎 会 （ 3 2 期 生 ）

2 6 臨 床 工 学 専 攻 科 申 請 書 類 厚 生 省 提 出

1 0 . 2 6 秋 季 大 祭 参 拝

11 . 2 3平成13年度臨床検査学科推薦入試

(11 . 2 5発表受験者31名合格者16名）

12. 25-1. 6冬期休暇

;13年 (2001年 ) ]

l . 2 6 蒜 季 大 祭 参 拝

2728 平成13年度臨床検査学科一般入試

( l 3 1 発表受験者 4 5名合格者 1 8名）

2 ． 3 平成 1 3 年度臨床工学専攻科・般入試

（ 2 . 6 発表受験者 9名合格者 6名）

1 5 卒 業 判 定 会 議

3．1田崎昭夫専任教員就任（臨床病理部より）

4第 4 7 回国家試験 ( 3 2 名受験 3 1 名合格）

5 厚 生 労 働 省 臨 床 工 学 専 攻 科 査 察 調 査

5-9  1年生スキー実習（信州戸隠）

1 3 第 3 2 期生卒業式 ( 3 2 名 卒業）

1 5 進 級 判 定 会 議

214．5春期休暇

4 . 1 『臨床工学専攻科』厚生労働大臣認可

1前川ふみよ専係教員就任（臨床病恥部より）

6 ， I4成13年度授災|州始

9入学式（臨床検炎学科第 3 5期生 2 8名、

臨床̅E学専攻科1期生6名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 列 参 拝

5 . 1 2 合 同 避 難 訓 練

6 . 1 - 4 臨検祭

7 . 1 9 研究発表会 ( 3年生 3 3期生）

20-23 第33回キャンプ（東吉野キャンプ場）

25-8．4こどもおぢぱがえりひのきしん

8. 5-9. 1 臨床検査学科夏期休暇

6 - 1 8臨床 '二学専攻科夏期休暇

23-25 教職員夏期研修会（市村／杉邑／前川）

10 . 3 - 臨地実習開始(33期生）

2 0 合 同 防 災 教 育

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

1 1 . 2 8 平成 1 4年度臨床検査学科推騰入試

( 1 L 3 0 発 炎受験肴 2 3 名合格新 1 4 fi )

平成14年度臨床エ学専攻科一般入試

( 1 1 3 0発表受験者 l 1 4 ' 1 合絡者7名）

12. 25-1. 5冬期休暇

1 4 9



[平成14年

1 5 0

14年（2002年）］

1 . 2 6 奔 季 大 祭 参 拝

28-29，F成14年度臨床検齋学科一般入試

(1 . 3 1発表受験肴57渦合絡者23名）

2 . 1 5 卒 業 l l 定 金 縦

3 ． 3 第 1 5 回 臨 床 工 学 技 士 国 家 試 験

（6名受験6名合絡）

4 第 4 8 回 臨 床 検 査 技 師 国 家 試 験

（30名受験29名合格）

4-8  1年生スキー実習（信州戸隠）

13平成1 3年度卒業式 (M T 3 3期生、CE l期生）

（臨床検査学科3()名、臨床［学専攻科6名）

1 8 進 級 判 定 会 議

22-4.5春期休暇

31創立35周年同窓会総会（ゴ| ､ ﾌ鯵キ）

4 8平成 1 4年度授業開始（新 ｶ ﾘ ｷ ｭ ﾗ ﾑ 開始）

9 平成 1 4 年度入学式（臨床検査学科第 3 6 期生

33名、臨床I :学専攻科2期生6端）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 ． 1 1 合 同 避 難 訓 練

6 . 7 - 9 臨 検 祭

7 . 1 8研究発表会 ( 3年生 3 4期生）

21-23 第34回キャンプ（洞川キャンプ場）

25-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

8. 5-17 臨床工学専攻科夏期休暇

5-3 1 臨床検査学科夏期休暇

25-27 教職員夏期研修会（小豆烏，市村／藤本）

l Q 2 - 臨地実習開始 ( 3 5期生）

3 「憩の家」採用試験(MT; 3名内定/17名受験．

CE:3名内定/3名受験）

5 合 同 防 災 教 育

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

11 . 2 0平成15年度臨床検査学科推薦入試

( 1 1 . 2 2 発炎受験者 3 0名合格者 1 8 " )

平成15年度臨床工学専攻科一般入試

(11. 22発表 受験者16妬合格者10 7 i )

12.24-2001. 1. 7冬期休|暇

[平成15年（2003年）］

1 . 2 6 春 季 大 祭 参 拝

28-29 ,1z成15年度臨床検査学科一般入試

(1 . 3 1発表受験者57名合格者15名）

2 . 1 8卒業判定会議（全員卒業）

3．3第16 1 i l 1臨床工学技士国家試験

（6名受験6名合絡）

7    "'19回|臨床検査技師国家試験

（27糸受験21糸合格）

13平成14年度卒業式(MT34期生、CE2期生）

（臨床検査学科27名、臨床工学専攻科6名）

1 4 進 級 判 定 会 議

15-19  1年生スキー実習（信州戸隠）

22-4.5春期休暇

4 7 平 成 1 5 年 度 授 業 開 始

9平成 1 5 年度入学式（臨床検査学科第 3 7 期生

27名、臨床工学専攻科3期生9名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 . 1 7 合 同 避 難 訓 練

6.27-30 臨検祭

6． 3 0白川分院竣 ] 二

7」 7研究発表会（ 3年生 3 5期生）

21-23  " 35 1I'1キャンプ（洞川キャンプ場）

25-8. ' lこどもおぢばがえりひのきしん

8. 5-16 臨床工学専攻科夏期休暇

5-30 臨床検査学科夏期休暇

24-26 教j職員奥期研修会（諏訪．市村 藤本／木捗）

2 8 新 「 お や さ と 一 号 館 」 竣 工

10.  1- 臨地実習開始(36期生）

3 「 憩 の 家 」 採 用 試 験

(M'1,:2名採用/8名受験.CE'1名採用/3名受験）

4 合 | 司 防 災 教 育

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

1 1 2 0 平成 1 6 年度臨床検査学科推薦入試

(11 . 2 2発表受験者33名合格者15名）

平成16年度臨床工学専攻科一般入試

( 1 l 2 2 発 表 受 験 者 9 名 合 格 者 5 名 ）

12. 22-2004. 1. 7冬期休暇

[平成16年( 2004年) ]

1 . 2 6 春 季 大 祭 参 拝

28-29,12成16年度臨床検査学科一般入試

(1 . 3 1発表受験者53名合格者16名）

2．1 8卒業判定会議（全員卒業）



一 ご こ _ - - - - - - - _ - - -

3 ． 5 第 5 0 回 臨 床 検 査 技 師 国 家 試 験

（30名受験く新卒27名，既卒3名＞30名合格）

7 第 1 7 回 臨 床 l 学 技 士 国 家 試 験

（9名受験9名合格）

8平成15年度卒業式(N1T35期生、CE3期生）

（臨床検從学科27名、臨床｜:'¥:'〃攻科9ji',)

1 2 進 級 判 定 会 雛

14-18  1年生スキー実習（偏州ﾉｰ1lIM)

1 7-20  2年生研修旅行（火卵< SRI,,茨城F1寸:)

2 2 - 4 . 6 春期休暇

& 1． 7平成 1 6年座授災開始

9平成16年腱入学式（臨床検侭学科第38 111 ' k

28端、臨床l : ' ､ i郷/攻科4期′k5 " , )

1 8 教 椛 誕 ﾉ | 見 祭 参 拝

5 . 1 5 合 i 同 l 避 難 # | I M !

3 1 寓多村昭『 ･教務 - i ; 任 退職

6 . 1 上 山 慶 子 教 務 i f 任 就 任

7 . 1 後縢きよみ卯任教員枇任（臨床 "鵬 |郡より）

2 2 研究発衣公（ 3年化 3 6 期化）

25-8 .4こどもおぢぱがえりひのきしん

29-3 1 臨床工学専攻科研修旅行

8. 2-14 臨床工学専攻科夏期休暇

5-3 1 臨床検査学科夏期休暇

25-27 教職員夏期研修会（大阪）

9．2-3水上救命法講習会（十津川，師の郷）

2 1 「憩の家」採用試験

1 0 ． 2 6 秋 季 大 祭 参 拝

11 . 1 8平成17年度臨床検査学科推鳴入試

( 1 1 . 2 0発表受験者39名合格者16 f )

平成17年度臨床工学専攻科一般入試

( 1 1 . 2 0発表受験者9名合格者6名）

12. 24-2005. 1. 6冬期休暇

[平成17年度( 2005年) ]

1 . 2 6 春 季 大 祭 参 拝

28-29 平成17年度臨床検査学科一般入試

( I . 3 1 発表受験者 5 0 名合格者 1 6 j i )

2 . 1 8卒業判定会雛（全員卒業）

3．4 第51 1n1臨床検在技附li国家試験

(30 4'!受験く新卒29",既卒1JM>29粕介絡）

6 第l8 IL I I臨床12学技-I : Lfl家試験

資料集塞蕊童
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（5名受験5名合格）

8平成16年度卒業式 (MT3 6期生、（馴期生）

（臨床検査学科29名、臨床工学専攻科5名）

13-17  1年生スキー実習（信州戸隠）

l 9 進 級 判 定 会 議 （ 全 員 進 級 ）

2 1 -2｣1  2 (Iﾖﾉ|乱研修旅行（東戚SRl., "|t!11大学ｿI)j院）

22-4.6イド期休|ﾘ乳

′1．7 、ド成17年ﾉ史授業開始

11 ，ド成17年度入学式（臨床検術学科第39期生

30 ji'!、臨床｣:学専攻科5期生6 f,)

1 3    fkill鼬ﾉl弓祭参拝

5．14 fi･1!il避難jill "

7 . 2 1研究発表会 ( 3年生3 7期生）

2 5 - 8 . , 1 こ どもおちばがえりひのきしん

28-30 臨床Ⅱ学専攻科研修旅ｲ｣､

8.  1-13 臨床l倉学j"攻科良期休I職

5-3 1臨床検在学科夏期休暇

24-26 教職貝又期研修会（仙台､il i村／水神／後藤）

9.  1-2 水｣救命法撒習会( l･iltjll , b,'!の郷）

2 9 「 憩 の 家 」 採 用 試 験

3 0 藤本一滴専任教員臨床病理部へ転屈

10.  1瀧本順三郎専任教員就任（臨床病理部より）

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

1 1 _ 4 - 5 臨検祭

2 2 平 成 1 8 年 度 臨 床 検 査 学 科 推 燃 入 試

(11．25発表受験者30_名合格者15名）

平成18年度臨床I :学当攻科一般入試

(1 1 . 2 5発表受験者8名合格者6名）

12.24-2006. 1 . 6冬期休暇

[平成18年（2“6年）］

1. 10 「憩の家」外来診療棟竣工

1 6 外 来 診 療 棟 診 療 開 始

2 6 教 祖 1 2 0 年 祭 参 拝

2．3-4平成18年度臨床検査学科一般入試

（2 . 7発表受験者40名合格者15名）

1 7 卒 業判定会議（全員卒業）

3． 4第 5 2 回臨床検査技師国家試験 ( 2 6 名受験

<新卒26名＞24糸合絡）

6      "l91ul臨床工学技-tl旦家拭験

（6鍋受験6名合格）

二 二
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3 . 10平成17年度卒業式(MT37期生、CE5期生）

（臨床検沓学科26名、臨床工学専攻科6名）

12-16 1年生スキー実習（信州戸隠）

20 進級 '11定会縦（全蝋進級）

22-252年生研修旅行（東(《SRI.,東京大学病院）

22-4.5春期休暇

4 . 1 曽山奉教専任教員就任（臨床病理部より）

6 平 成 1 8 年 度 授 業 開 始

7平成 1 8 年度入学式（臨床検査学科第 4 0 期生

25名、臨床工学専攻科6期生5名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 . 1 3 合 l 司避難訓練

7 2 0 研 究 発 表 会 ( 3 年 生 3 8 期 生 ）

25-8 .5こどもおぢばがえりひのきしん

26-28 臨床工学専攻科研修旅行

31-8. 12臨床工学専攻科夏期休暇

8. 6-3 1 臨床検査学科夏期休暇

23～25第1回臨床検査教育学会学術大会（東京､市村）

9．2 8 憩の家採用試験

1 0 . 2 6 秋 季大祭参拝

26-30 臨検祭週間

1 1 . 2 2平成 1 9年度臨床険森学科椎 ’ #入試

(1125発炎 24l名受験 17拍合格）

平成19年度臨床I鳶学専攻内部推騰入試

(1125発表 7名受験 7名合格）

12. 25-2007. 1. 6冬期休暇

[平成19年 ( 2 0 0 7年 ) ]

l . 2 6 春 季 大 祭 参 拝

30-3 1 平成19年度臨床検喬学科一般入試

（23発表 33妬受験 15名合格）

平成19年度臨床工学専攻一・般入試

（23発炎 6名受験 1名合格）

2 . 1 9卒業判定会議（全員合格）

3． 2第 5 3 回臨床検齋技師 I 叫家試験

（25名受験<新卒25名＞25妬合絡）

' l 第20 1n l臨床I :学技| : l l i l家拭験

（5名受験5鍋合絡）

10 、lえ成18年度卒業式（臨床検査学科38期生25

端，臨床［学専攻科6期生5名）

12-16  1年生スキー実習（奥志賀商原）

1 9 進 級 判 定 会 議

21-24  2年生研修旅行（東京SRL、慶應大病院）

22- ‘ I 5春期休暇

2 5天理限学技術学校創立 4 0周年総会（府遡学

院棟体育館兼諦堂）・懇親会（．'､ブキ）

2 5 「創立4 0周年資料集」刊行

4 6 平 成 1 9 年 度 授 業 開 始

7平成 1 9 年度入学式（臨床検査学科第 4 1 期生

29名、臨床工学専攻科7期生8名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 . 1 2 合 同 避 難 訓 練

T 9-11 臨床に学専攻科研修旅行

1 9 研 究 発 表 会 ( 3 年 生 3 9 期 生 ）

23-24 第36回キャンプ（みつえ青少年旅行村）

25-8 . ‘ lこどもおぢばがえりひのきしん

8  1-11 臨床工学専攻科夏期休暇

5-9. 1臨床検査学科夏期休暇

27-29第2回臨床検査教育学会学術大会（香川、市村）

9 1 0 憩 の 家 採 用 試 験

10 24-27臨検祭週間

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

11 . 20》ド成20年度臨床検査学科推勝人拭

(11. 22発表 21名受験 14名合格）

平成20年度臨床工学専攻内部推薦入試

(11.22発表 8名受験 6名合格）

12. 25-2008. 1 . 5冬期休暇

[平成20年（2008年）］

1 ． 2 6 稼 季 大 祭 参 拝

3 1 平成 2 0 年度臨床検査学科一般入試一次

（2.2発表 28名受験 19名合格）

平成20年度臨床工学専攻一般入試

（2.2発表 5斜受験 1名合格）

2．29第54回臨床検査技師国家試験

（25名受験く新卒25名＞25名合格）

3．2第21 11 ' |臨床工学技上国家試験

（8鋼受験8糸合格）

1O1え成19年度卒難式(MT39期′ l品、CE7期化）

（臨床検喬学科25妬、臨床工学専攻科･8名）

11-15  1年生スキー実習（奥志賀高原）

3．1 8平成2 0年度臨床検査学科一般入試二次
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(3. 19発表10名受験 2名合格）

1 9進級 ､卜 ﾘ定会雛

2 0 - 2 3 2 年 ﾉ k . I 0 期 研 修 旅 行

（束京SRI'、虎ノ門炳院）

3- 19-41, 5杯期休暇

3 ’ 2 5 市村卸艇品 l l 学校艮退職

4.  l      l:111"-l鬼鼎l学校民就舵、水非英lﾘl検傑､換科教

務-剛[就任、杉色方棚!"唆科戦勝14任就'疵

7 ＄「戒20年度授業l卿始

8平成2 0年喚人学式（臨床検介学科第d 1 2期 ' k

32糸、臨床12学専攻科8期生 7名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 . 1 0 合 I 司 避 雛 訓 練

7 ‘ 3 - 5臨床工学専攻科研修旅行

1 7 研 究 発 表 会 ( 3 年 生 4 0 期 生 ）

21-24 第37回キャンプ（みつえ青少年旅行村）

2 5 - 8 . 4 こ ど も お ぢ ぱ がえり ひ の き し ん

28-8.9臨床工学専攻科夏期休暇

8．5-3 1 臨床検査学科夏期休暇

20-22 第3回臨床検査教育学会学術大会（福岡､上田）

9 ． 4 憩 の 家 採 用 試 験

10. 25-27 臨検祭週l111

2 6 秋 季 大 祭 参 排

11．11 ，|見成21年度臨床検術学科椎1W入試

( 1 1 . 1 3 発 炎 2 2 箔 受験 1 4 瑞 介絡）

平成21 i l ﾘ更臨床[学卑吹内部惟鯆人拭

(11．13発炎 6端受験 6箔介絡）

1 2. 22-2009. 1. 3冬期休暇

[平成21年（2009年）］

1 . 22平成21年度臨床検査学科一般入試一・次

( 1 . 2 4発表 4 1名受験 1 5名合格）

平成21年度臨床工学専攻一般入試

( 1 . 2 4 発 衣 6 名 受 験 3 端 合 格 ）

2 6 春 季 大 祭 参 拝

2．25第5 5 1 ｺ臨床検査技師国家試験

（24名受験<新卒24名＞2 ‘ 1名合格）

3 . 1 第 2 2 1 J 臨床工学技上国家試験

（ 7名受験 7 名合格）

3 平 成 2 1 年 度臨床検査学科一般入試二次

（3.4発表 11名受験 2名合格）

- ‘ 1 - - - 一 - ̅ 一 - - - - - - - ̅ 『 ̅ - - ‘ ‘ ご - - - - ̅ - -，，』,，､.L_γ掌一牟岸･-旨手豊一.一言･･----T

lO平成20年度卒業式(MT '1 0期生、CE8期生）

（臨床検在学科24鋼、臨ﾙ|<1学専攻科7名）

11-15  1年化スキー実科（典志側聞脈）

l 9 進 級 判 疋 会 雛

21-dl. ｣lイド期休|IIM

&I，1 ，洲｣|:ひろみij/: i陥教ji就{r:

6 ､IA"t 2 1年哩授典|IM始

8 、砿成21年皮入学式（醐床検從学科第43期生

29ギ,、臨床I :学 j "吹科9!U I / | ; 8 f )

1 8 数祖 i 雌 ﾉ | 漆参排

5 ． 9 合 同 避 難 訓 練

7 . 1 6研究発表会 ( 3年生 4 1期生）

21-24  " 38回キャンプ（みつえ青少年旅行村）

2 5 - 8 . 4 こ ど も お ぢ ぱ がえり ひ の き し ん

27 - 8 . 8臨床工学專吹科夏期休暇

8 ． 5 - 3 1 臨 床 検 査 学 科 夏 期 休 暇

27-29 臨床工学専攻科研修旅行

9 ． 別 所 よ ろ こ び 寮 竣 二 l ：

8 憩 の 家 採 用 試 験

10 . 23 -24 臨検祭週間

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

11．13 佃戊22年度剛床検從学科惟購入試

(11' 16発炎 22 4',受験 9墹合樅）

､IA成22年鹿蹄床| :¥{"吹内部惟賄入拭

(11. 16猫炎 6f,受験 6名介略）

12.2"1-2010, 1,5冬1M休暇

[平成2 2年 ( 2 0 1 0年 ) ]

1. 26 イド乍大衆参排

28 ‘|え成22年庇臨床検侮学科・般人試

(1 .30発表46名受験 15名合格）

平成22年度臨床［学専攻 般入試

( 1 . 3 0 発 表 6 名 受 験 3 名 合 格 ）

2．24第56回臨床検査技師1到家試験（27名受験<

新卒27堆 ,＞27名合格）

3 ． 7 第 2 3 1 n 1 臨 床 ｣ 具学技士国家試験

（8糸受験 8 fi合格）

10平成21年度卒業式(MT4 1期生、CE9期生）

（臨床険査学科27名、臨床Ⅲ学専攻科8名）

1 1 1年生スキー実習（奥志ff高原）

3 . 1 9 進 級 判 定 会 議
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念詮資料集

21-4. 3春期休暇

4 1 上 田 勝 彦 専 任 教 員 就 任

5 平 成 2 2 年 度 授 業 開 始

7 、|え成22年度入学式（臨床検査学科第44

24名、臨床'二学専攻科10期生9名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 列

5 ． 8 合 同 避 難 訓 練

7 1 5 研 究発表会（ 3 年生 4 2 期 生）

21-24 第39回キャンプ（みつえ青少年旅行村）

25-84こどもおぢばがえりひのきしん

8. 5-3 1臨床検査学科夏期休暇

822 臨床T二学専攻科夏期休暇

1 8-20第5回臨床検査学教育学会学術大会

（弘前、前川、椛本）

26-28 臨床工学専攻科研修旅行

9 . 10 憩の家採州|試験

1 0 . 2 6 秋季大祭参拝

22-23 臨検祭週間

11 . 12平成23年度臨床検椛学科樅Ⅲ#人拭

(11. 15発表 24渦受験 12名合格）

平成23ｲド度臨床|:学！Iﾒ攻内部惟蛎入試

(11. 15発表 8名受験 8妬合絡）

12.23-2011. 1.5冬期休暇

(201 1年)]

春季大祭参拝

平成23年度臨床検査学科 般入I識

(1. 29発表 60糸受験 14名合格）

平成23年度|臨床I爵学専攻一般入試

( 1 2 9発表 1名受験 l端合絡）

第57回臨床検奄技師国家試験

（25私受験く新卒25名＞25名合格）

第24回臨床工学技上I劇家試験

（9名受験9名合格）

26名、臨床工学専攻科11期生9名）

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 7 合 同 避 難 訓 練

6 . 1 財 . 団法人天理よるづ相談所を公益財団法人天

理よるづ相談所に名称変更

7 . 1 4研究発炎会 ( 3年生 4 3期生）

20-23 台風6号の影響でキャンプ中止

25-8.4こどもおぢばがえりひのきしん

8 . 5 3 1臨床検査学科夏期休暇

8-20臨床工学専攻科夏期休暇

17-19第6回臨床検査学教育学会学術大会(新潟曽山）

9. 8 -10 臨床l :学専攻科研修旅行

1 2 憩 の 家 採 用 試 験

10. 21-22 臨検祭週間

2 6 秋 季 大 祭 参 拝

1 1 l 9 Wz成24年度臨床工学専攻内部推薦入試

(11. 19発表 7名受験 7名合格）

12.23-2012. 1.5冬期休暇

24年（2012年）］

1 . 2 1平成24年度臨床工学専攻科･一般人拭

(1 . 23発表 l箔受験 l紹合終）

2 6 が 季 大 祭 参 拝

2 . 2 2 第 5 8 回臨床険査技師国家試験 ( 2 8 端受験

く新卒28名＞28名合格）

3 ． 4 第 2 5 回 臨 床 工 学 技 士 国 家 試 験

（9糸受験9糸合絡）

9 、ド成23年度卒業式(MT4 3期生、CEl l期生）

（臨床検査学科28 4 ' !，臨床l学専攻科9御

101年ﾉ|ミスキー実習（ﾉｰ『隠）

1 5 進 級 判 定 会 議

20-43春期休暇

2 5 前川ふみよ専任教員研究所に転臓

4 3 平 成 2 4 年 度授業開始（検査学科 2 ， 3 年生）

天理医療大学第1回入学式挙行

天理医療大学開学祝賀会（5階食堂）

6 1 臨 床 工 学 専 攻 科 入 学 式 第 1 2 期 生 8 名

11事務員として奥田麻里奈氏（天理医療大学）着任

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 1 2 合 同 防 火 避 難 訓 練 実 施

7」 2研究発表会（ 3年生 4 4期生）

154

14期4

[平成23年

1. 26

27

( 9 名 受 験 9 名 合 格 ）

平成22年度卒業式(1IT｡12期生、CE10期生）

(臨床検査学科･25名、臨床工学専攻科9糸）

1年生スキー実習（戸隠）

進級判定会識

春期休暇

平成23年度授業|＃l始

平成23年度入学式（臨床検査学科第45期生

[平成24年

11

18

20 -4 3

1．4

2 2 3
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1 9-20 第410回キャンプ（みつえ青少年旅行村）

25-8 .4こどもおぢばがえりひのきしん

8. 6 -31臨床検森学科夏期休暇

6-19 臨床工学専攻科里期休暇

2 0-22 臨床工学専攻科研修旅行

9 , 4 憩 の 家 採 用 試 験

1 0 ･ 2 6 秋季大祭参拝

27 3校（医技校、学|朧、医旅大学）合|司による

文化祭（天医衆）を実施

1 1 , 1 0天理医療大学推嚇入試

2 2 平成 2 5 年度臨床工学専攻内部推薦入試

(11. 22発表 7名受験 7名合格）

12, 25-2013. 1. 7 冬期休暇

：25年（2013年）］

l . 2 1 平成 2 5年度臨床工学専攻科一般入試

( 1 . 2 2 発表 2 名受験 2 名合格）

2 6 春 季 大 祭 参 拝

2． 1 6天理医療大学一般入試

2 0 第 5 9 回 臨 床 検 査 技 師 国 家 試 験

（25名受験く新卒25名＞25名合格）

3 ． 3 第 2 6 回 臨 床 工 学 技 士 国 家 試 験

（8潴受験 8名合格）

7平成24年度卒業式( I I T4 4期生、CE l 2期生）

（臨床検査学科25端、臨床[学専唆科8名）

1 4 進 級 判 定 会 離

18-4. 3春期休暇

4 . / 1 平成25年度授業開始（検森科3年生）

8 臨 床 工 学 専 攻 科 第 1 3 期 生 9 名 入 学 式

1 8 教 祖 誕 生 祭 参 拝

5 ， 2 5 合 同 避 難 訓 練 実 施

7．1 8研究発表会 ( 3年生4 5期生）

22-23 第41回キャンプ（みつえ青少年旅行村）

2 5 - 8 . 4 こ ど も お ぢ ば がえり ひ の き し ん

8. 5-17 臨床工学専攻科夏期休暇

5-3 1臨床検査学科夏期休暇

29-3 1 臨床工学専攻科研修旅行

9 ． 3 憩 の 家 採 用 試 験

1 0 . 2 6 秋 季大祭参拝

11. 16-17 天理医療大学推薦入試

2 3 3 校 合 同 に よる 第 2 回 天 医 祭

ｰ堅 一蓋ー一面一一拍Iマーー
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12. 24-2014. 1. 4冬季休暇

[平成26年 ( 2014年 ) ]

赤季大祭参拝

鰯60回臨床検恋技師国家試験

(25端受験<新串25鐺,＞25湘合榊

第27回臨床工学技士国家拭験

(9鵜受験9語合幡）

平成25年度卒業式(h1T4 5期生、CE13期生）

(臨床検査学科25名 臨床工学専攻科9名）

天理医学技術学校閉校式

[平成25年
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識溌資料集

9．天理医学技術学校学則
第 1 章 総 則

第1条天理医学技術学校（以下「学校」という）は臨床検術技師、｜臨床
識及び技術を教授研究し、あわせて天理教教義に城づく信条教育を行い、
医学の進展に貢献する人材を育成することを目的とする。

第2条学校には次の課程及び学科を侭く。

第3条修業年限は次のとおりとする。

第4条入学定員は次のとおりとする。

学年、学期及び休業日

節5条学年は4月1口に始まり翌年3ﾉ . 131 Hに終わる。
学期は次の2期とする。

前 期 4 月 1 H か ら 9 ﾉ 1 3 0 H ま で
後 期 1 0 月 1 日 か ら 3 月 3 1 1 : I ま で

第6条休業日は次のとおりとする。
(1)日曜日
(2)国民の祝日に関する法律（昭和23年法律178号）の規定日
(3)天理教祭日及び教柵誕生日(10月26 F1．1月26日・4月18日）
(4)本校創立記念口 4月1日
(5)季節休暇（夏季、冬季、春季を合わせて11週を越えない）

2 . 前項の規定にかかわらず学校長が必悪と認めるときは |臨時に休業日を

第3章教育内容及び履修単位数

第7条 臨床検査学科の教育内容及び履修単位数は別表(I)のとおりとする。
2.臨床工学専攻科の教育内容及び腫修単位数は別表（2）のとおりとする。
3学校長は前項の規定にかかわらず教育内容の追加又は単位数を増減することができる。

第 4 竜 試 験 及 び 修 了

第8条試験は科目試験及び卒業試験とする。なお、試験の成績はlOO点をもって最高とし、60
点以上を合絡とする。

第9条 各学年において欠席にl数が什怖すべき口数の3分の1を越える荷は進級又は卒業すること
ができない。ただし、出席すべき日数の3分l以lﾉ1であって201̅1を越える者は補習を受けな
ければならない。

"10条各学年の修了又は卒業の認定は所定の科目を修了した者について試験の成績、出席状況
等を総合して学校長が行う。

2.学校長は臨床検査学科の｣if礎分野及び専I 111蕪礎分野において、l臨床検査技師学校養成所指定

また

第 2 章

[学技士として必要な知
以てI更療の実践並びに

前項の規定にかかわらず学校長が必要と認めるときは臨時に休業日を設けることができ、
休業日に授業を行うことができる。

156

程 学 科
医療専門課程 臨床検査学科
医療専門課程 臨床工学専攻科

学科名 修業年限
臨床検査学科 3 年

臨床工学専攻科 1年

学科名 入学定員 総定員
臨床検査学科 30名 9 0 名

臨床工学専攻科 10名 10名
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規則別表の備考二に該当する学校で既に履修した科目については10単位の範囲内で単位を認
定し、履修を免除することができる。

3学校長は臨床工学専攻科において、臨床工学技士学校養成所指定規則別表第三の備考二に該
当する学校及び養成所で既に履修した科目については単位を認定し、履修を免除することがで
きる。

第11条学校長は卒業の認定をした者に対して卒業証書を授与し、併せて専門士と称することを
認める。

第 5 草 教 職 員 及 び 組 織

第1 2条学校に次の職員を置く
(1)学校長
(2)副学校長
(3)臨床検査学科に6名以上、臨床工学専攻科に4名以上の専任教員（教務主任者詮含む）
(4)講師30名以上
(5)校医
(6)各学科に事務職員、その他必要な職員

2‘学校長その他の教職員は公益財団法人天理よるづ相談所理事長が任命する。
3.教職員の任務は学校業務基準の定めるところによる。

第 6 章 入 学

第13条入学の時期は学期の始めとする。

第14条 各学科の入学資格は次のとおりとする。
第15条 学校に入学しようとする者は次の各号に掲げる書類に入学検定料を添えて学校長に提出

しなければならない。
(1)入学願書（所定のもの）
(2)調査書

第16条 入学を希望する者には次の試験を行い、入学試験判定会識を経て、学校長が合格者を決
定する。

( 1 )学力試験
（2）面接

第17条 学校長は入学試験に合格した背で、指定の期日までに所定の獅約昔等必典1噸を提出し
入学金、学費を納入した者に対し入学をi'l :可する。

第18条 前条の寓約『'の保証人は2γ,とする。なお保証人の内l * ,は I I j親のどちらか（あるいは
これにかわる保識者）とする。

第 7 章 休 学 及 び 退 学

第19条傷病その他特別の理由により2 fJ j l以_上引き続いて就学できない者は保i i lE人連署の上休
学願を提出し学校長の許可を受けなければならない。
休学期間は1年以内とする。但し学校長はやむを得ない理由があると認めるl l fは1年に限っ
てその期間を延長することができる。

2‘休判011&1中に休学の理由がなくなったときは学校長の許nlを受けて襖学することができる。
3.第1項の規定による休学期間満J'後においてもなお就学することができない者については退学

させるものとする。

第20条 臨床検査学科の学'|具は5年をf越えて在学することができず、｜可一学年のfl輔期限は2ｲ|皇
以内とする。

2．臨床工学専攻科の学生は2年を越えて在学することはできない。

第21条 やむを得ないHI !山により退学しようとする者は保証人連署の｣退学願を捉川し、学校長
の許可を受けなければならない。
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第 8 章 学 費

第22条学費とは授業料およびその他の校納金をいう。学費は別に定める期限内に納入しなけれ
ばならない。

節23条前項の学費ならびに入学検定料、入学金、その他の校納金については、別表（3）の通
りとする。

第 9 章 賞 罰

第24条学校長は学生の模範と認められる者を表彰することができる｡

第25条学校長は教育上必要があると認めるときは、学生に対し懲戒を加えることができる。

懲戒は退学、停学及び訂||告とする。
前項の退学は次の各号のlに該当する菅に対して行う。
(1) !W!行不良で改善の見込みがないと認められる者
(2)学力劣等で卒業の見込みがないと認められる者
(3)正当な理由がなくて出席常でない者
(4)学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者

第 1 0 章 そ の 他

第26条 この学則に必要な細則は学校長が別に定める。

この学則は平成8年9月1日から施行する。
この学則は平成10年11月1日から施行する。
この学則は平成12年4月1日から施行する。
この学則は平成13年4月1日から施行する。
この学則は平成17年4月1日から施行する。
この学則は平成18年4月1日から施行する。
この学則は平成20年4月1日から施行する。
この学則は平成23年6月1日から施行する。

別表（1）臨床検査学科（3年制）教育内容と履修単位数 〔省||| :〕
「2．カリキュラムの変遷」参照

別表（2）臨床工学専攻科(1年制）教育内容と履修単位数 〔省l11:]
「2．カリキュラムの変遷」参照

別表（3）学費その他の経費〔省略〕
「3．5)、6）入学検定料・入学金・授業料・実習費一覧」参照

( 附 則 ）

1 5 8

２
 
３

学 科 名 入学資格

臨床検査学科

(1)学校教育法（昭和22年法律第26号）第90条第1項の規定により、大学に入学する
ことができる者。

(2)旧中学校令（昭和18年勅令第36 5)による中等学校を卒業した者。
(3)臨床検査技師学校養成所指定規則（昭和45年文部省第3号）第3条の規定により旧
中等学校令による中等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者。

臨床工学専攻科

学校教育法に基づく大学苫しくは高等専門学校、旧大学令に基づく大学又は臨床工学技士
施行規則第13条に定める学校、文教研修施設若しくは養成所において2年（高等専門学
校にあっては、5年）以上修業し、かつ、厚生大臣の指定する科目を修めた者（臨床工学
技士法第14条第2号による）
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編集後記

閉校記念誌「天理医学技術学校47年の歩み」を作成する事となり、その編集に携わらせて頂きました。本校
47年の歴史の中45年間本校で奉職させて頂きました私としては大変有難くかつ有意義な仕事でした。47年を
振り返ってみると、必ずしも順風満帆なものではなく何度か閉校の危機を迎えながらのものでした。しかし、大

学への移行という形で教育を終わらせて頂けたのは大変幸運であり、多くの皆様方の御好意と御尽力のお陰で
あったと編集を終えて強く思いました。
閉校記念誌編集に当たっては、なるべく写真を多く取り入れ、文瀬はWW潔に流れだけを細めるように心掛けま

した。第1章は検査技師教育境び本校を取り巻く環境等の変化にどの様に対応したかをf年を迫って繩めた沿峨で

あります。又第2章は各期の卒業生が纏めたものであり、いわゆる校風又はｲ底統といえるものであるかと考えま
す。この二つの章は見ていただく||寺各自が屈していた||#期から前後に凧を|＃lくように兄ていただくと「あの人は
どうしているかな、そんな||ｷ期があったのか又その後はこのように変化したのか」と興味を持って脳けるのでは
ないかと思います。

岐後になりましたが記念誌作成に脇ﾉ｣して頂きました教職員の特嫌、卒業ﾉ!;の呰様1iびに多額の援助を頂きま
した|司窓会に厚く御礼申し上げます。

（副学校艮 上川慶子）

母校が天理医療大学臨床検査学科への移行という発展的な閉校の機会に、これまで歩んできた足跡を記録とし
て残したいとの一念から編集に桃わって参りました。発刊に至るまでには散多くの方々のご協ﾉ｣とご支援を頂き

ました。ご多忙の中、本校への心il,ilまる原稿を寄稿してⅨいた学外・学内のi此'係各位の皆様、卒業生の皆様には
心より深く感謝し、お礼申し上げます。

47年間の足跡をたどるには通常、膨大な資料と労力がかかりますが、本校には天理医学技術学校十年史、20

年資料集､三十年史､40年資料集がきちんと残されていたおかげで､正確な足跡をたどることができました｡また、

卒業式後の記念写真もすべて残されており卒業生の氏名と顔を確認することができました。ここまで揃った記念

誌は数少ないと思いますが、これまでにご尽力頂いた方々に厚くお礼申し上げます。

自分が学んだ学校名が消えることは淋しいことですが、教員として最後を雌事に締めくくらせて頂けたことに

感謝しております。本校を卒業された皆様方が社会でご活躍されることを心より祈念いたします。

（教務主任木寺英明）

第14期生として昭和58年3月に天理医学技術学校を卒業した私は平成8年6月に専任教員として母校に戻

り、約18年間勤めさせていただきました。教員としては未熟な面も多々ございましたが、周りの諸先生方のご

指導により何とか終わりを全うできたように思います。この場をお借りして本校に関係する方々ならびに卒後生

の皆様に厚く御礼申し上げます。また、閉校記念誌の編集におきましても各方面の先生方、卒業生の方々にご協

力頂き、完成させることが出来ましたことに重ねて御礼申し上げます。

私を含め卒業生が天理医学技術学校で学んだ事、得た事は臨床検査技師、臨床工学技士に必要な知識技術はも

とより、他の養成施設では決して受けることが出来ない信条教育により身につけたひのきしん精神、一手一つの

精神であると思います。これは大きな財産だと思います。自分のテクニカルスキル向上ばかりにあくせくする人

間が多い世の中で､今後さらにコミュニケーション能力の優れた協調性のある人間が求められることは必至です。

特に医療現場ではチーム医療の重要性がますます高まっています。チーム医療とは患者さんの命を守るという目

的に対して行う一手一つの行為です。そのような場面できっと本校で身につけた事が生かされると私は確信して

おります。卒業生の皆様の益々のご活跳を祈念しまして本誌の編集を終えたいと思います。

（教務主任杉邑芳樹）
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